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1989年度は、仙台市にとって新 しい年となります。旧宮城町、旧泉市、旧秋保

町と一体 となり、政令指定都市としての歩みが始まります。

この仙台に人間が住みついて数万年を経過 していることが、私共の埋蔵文化財

の発掘で確認 されています。その中でも、特に注目される富沢遺跡30次発掘調査

では、23,000年 前の最終氷河期の人間の生活の様子や自然環境そのものが生々し

い状態で発見されています。富沢地区は昭和50年代の区画整理事業を契機 として

年毎に開発が進み、とりわけ昭和63年の地下鉄の開業により、一層都市化が進展

している所です。

このようなもとで、1988年度 (昭和63年度)に、富沢地区に所在 します富沢遺

跡、泉崎浦遺跡、山口遺跡におきまして、21ヶ 所で発掘調査 を実施 し、その中の

18ヶ 所について、今回まとめて発表 します。この富沢遺跡は、後述のとおり、昭

和57年 の仙台市体育館および地下鉄南北線の発掘調査により、貴重な成果を得て

おります。弥生時代から近世までの水田跡が多数検出され、当時の人々の生活様

式もしのばれます。

かような貴重な遺跡の保存、活用というのは、市民の皆様の大きな協力がなけ

れば、とても成 し得ません。教育委員会としても、文化財の保護につきましては、

今後 とも、市民の皆様 と共に、手をたずさえ、先人の残 してくれました遺産を守

り育てていきたいと考えておりますので、ご協力の程、お願い申し上げます。

最後になりましたが、調査 と整理にか加 された皆様 と、本書の作成にあたりご

助言、ご協力くださいました皆様に心から感謝申し上げます。

平 成 元 年 3月

仙台市教育委員会 教育 長 藤 井 黎



例   言

1.本書は、富沢地区受託事業に係わる富沢遺跡・泉崎浦遺跡・山口遺跡発掘調査報告書であ

り、すでに公表された広報紙等に優先するものである。

2.報告書刊行のための遺物整理は、文化財課調査係 平間亮輔・中富 洋・太田昭夫・佐藤

甲二が担当し、陶器・磁器の鑑定は佐藤洋が行った。

3。 本書の編集は平間亮輔が行った。

4.関連科学については、花粉分析を守田益宗氏 (東北大学)、 樹種の同定を鈴木三男氏 (金沢

大学)・ 能城修一氏 (大阪市立大学)、 プラント・オパール分析を杉山真二氏 (古環境研究所)、

放射性庚素年代測定を日本大学文理学部地理学教室 。年代測定室に依頼 した。

5。 本文の執筆分担は下記のとおりである。

平間亮輔 :第 2章第 5・ 9・ 16節、第 4章

中富 洋 :第 2章第 2・ 4・ 7・ 10・ 12節

佐藤甲二

太田昭夫

守田益宗

鈴木三男

杉山真二

第 1章、第 2章第 1。 3・ 6・ ■・ 14・ 15・ 17・ 18節

第 2章第 8節 1～ 4。 13節

第 2章第 8節 5(1)

能城修一 :第 2章第 8節 5(2)

第 3章

6.石器の材質の鑑定は、仙台市科学館 佐々木隆氏にお願いした。

例

1.本報告書中の上色については「新版標準土色帳」 1/Jヽ山・竹原 :1973)を 使用した。

2。 本書に使用した建設省国土地理院発行の地形図は、図中に示した。

3.本文中使用の「灰白色火山灰」 (庄子・山田 :1980)の 降下年代は、現在、10世紀前半頃と

考えられている (白鳥 :1980)。

4.図中、本文中使用の方位の北 (N)は、全て真北である。

5。 遺構名の略語として、SD:濤跡 SK:土 坑を使用した。

6.土器で中心線が 1点鎖線のものは、図上復元実測図である。

7.挿図中の基本層序は、調査区設定図中のA地点を基準として、合成したものである。
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第 1章 富沢・ 泉崎浦・ 山口追跡 の あ らま し

第 1章 富沢・泉崎浦・山口遺跡のあらまし

富沢遺跡は仙台市南西部の富沢・泉崎 。袋東 。長町南等に広がる、総面積約82haに及ぶ水田

跡を中心とする遺跡である。この遺跡は、名取川と広瀬川に挟まれた沖積平野― 郡山低地 (経

済企画庁 :1967)― の後背湿地を中心 としている。昭和57年、仙台市では富沢遺跡の南に隣接

する山口遺跡で、初めて水田跡 (平安時代)が検出された (田 中 :1984)。 また、同年より開始

された、富沢地区の高速鉄道の試掘調査結果においても当地域に広大な水田跡の存在が予測さ

れた。昭和58年、仙台市は、これら調査成果に地形的配慮を加え、新たに「富沢水田遺跡」を

登録した (昭和62年「富沢遺跡」に改称 )。 富沢遺跡は昨年度まで、34次 に渡る調査が実施され

ている。その結果、奈良時代を除く弥生時代から近世までの水田跡が重層的に検出されている。

この内、弥生時代の水田跡の検出は、東北地方中部における稲作農耕の起源を解明する上での、

貴重な資料となった。弥生時代の水田跡のさらに数 2～ 3m下層では、後期旧石器時代 (第 30

次)、 縄文時代早 。前期 (第 15・ 28・ 30次 )の遺物も確認されている。

泉崎浦遺跡は、富沢遺跡内のほぼ中央部の微高地部分を中心とする遺跡である。東西に細長

く、遺跡面積は約 5 ha程である。山口遺跡は、富沢遺跡の南に隣接し、名取川支流、旧魚川の

北岸の自然堤防上に位置する。遺跡面積は約15haである。遺跡範囲の北側では、富沢遺跡から

続 く後背湿地部分をも含む。両遺跡 とも集落跡として登録されている遺跡であるが、水田跡も

検出されている。ともに最近調査件数が多 くなってきたため、今後の調査地点を明確にするた

めに、富沢遺跡同様、調査地区ごとに次数を設けることとした。泉崎浦遺跡は昭和55年の調査

区を第 1次、山口遺跡は昭和53・ 54年の富沢土地区画整理に伴う調査区を第 1次 とした。従っ

て、昨年度までに、泉崎浦遺跡は 3次、山口遺跡は 4次の調査次数を数える。これらの位置及

び調査成果は第 1図、第 1表に掲載した。

尚、富沢遺跡・泉崎浦遺跡・山口遺跡の歴史的県境及び地形と地質に関しては、富沢遺跡第

15次調査報告書 (斎野 :1987)・ (豊島 :1987)・ 山口遺跡第 2次調査報告書 (田 中 :1984)に詳

しい記載があるので、これを参照されたい。



第 1表 遺 跡 地 名 表

No 追 跡 名 す 地 年 代 No 進 肋 名 立 地 年 代

I 富沢追跡 後背湿地 縄文～近世 金岡人幡古墳 後背湿地 古墳

2 山田上ノ台遺跡 段丘 旧石器(前 後)縦文1与 1中 後)平安 近世 数塚古墳 後背湿地 古墳

3 舅ヒ前帥 段丘 旧石許(言T後)縄文″11中 )古墳 平安 泉崎浦遺肋 自然堤防、後背湿地 縄文 古墳 平安 近世

4 上野山道跡 段丘 縄文 山日遺肋 自然堤防、後背湿地 縄文にドヽ 晩)弥生 古墳 奈良 平安 中世

5 汚田通A遺跡 段丘 縄文 平安 下ノ内浦遺跡 自然堤防 奈良 平安

6 汚田通B遺跡 段丘 平安 袋東遺跡 自然堤防 古墳 平安

清日原西追跡 段丘 縄文 平安 伊古田遺跡 自然堤防 吉墳 奈良 平安

8 竹の内前遺跡 段丘 奈良 平安 下ノ内遺跡 自然堤防 縄文(中 後)弥生 平安

9 紙漉山遺跡 段丘 縄文 六反田遺跡 自然堤防 縄支イ中後晩)弥生 古墳 奈良 平安

町迫肋 段丘 縄文 古墳 ,平安 五反日石楠墓 自然堤防 こ項

|| 山日条里遺肋 段丘 奈良～平安 五反日本棺墓 自然堤防 古墳

清巳原東追跡 段丘 縄文 平安 五反田古墳 自然堤防 古墳

13 谷地前遺跡 段丘 平安 元袋Ⅱ遺跡 自然堤防 奈良 平安

後田遺跡 段丘 奈良 平安 大野田1号墳 自然堤防 古墳

15 八幡西遺跡 段丘 平安 大野田2号墳 自然堤防 古墳

上野遺跡 段丘 縄文(中)奈良・平安 春日社古墳 自然堤防 古墳

17 般渡前造跡 段丘 縄文 弥生 奈良 平安 鳥居塚古墳 自然堤防 古墳

南ノ東遺跡 自然堤防、後背湿地 弥生 奈良 平安 (中期) 元袋Ⅱ遺跡 自然堤防 奈良 平安

19 富側南西遺肋 自然堤防 奈良 平安 長町南遺跡 自然堤防 奈良 平安

富沢窯跡 丘陵斜面 古墳 奈良・平安 長町六丁目違跡 自然堤防 奈良 平安

三神撃遺跡 段丘 縄文(早 前) 新田遣肋 自然堤防 奈良 平安

三神睾古墳辞 駈 吉墳 大野田遺跡 自然堤防、後背湿地 縄文(後期)弥生

金山窯跡 丘陵斜面 占墳 北屋敷違跡 自然堤防、後背湿地 奈良 平安

土子内遺跡 丘陵 縄文 奈良 平安 81 長町清水遺跡 自然堤防 古墳?

土子内窯跡 丘陵斜面 占墳木～奈良 王の壇古墳 自然堤防 古墳

砂押屋敷遺跡 段丘 奈良 平安 的場追跡 自然堤防 奈良 平安

西台窯跡 駈 泰良・平安 ? 西台畑遊跡 自然堤防 弥生 古墳

原違跡 駈 弥生 古墳 平安 郡山遺梯 自然堤防、後背湿地 古墳 奈良

原東遺跡 段丘 占墳 奈良 平安 】ヒロ朗懸弥 自然堤助 室町 江戸

裏町古墳 駈 占墳 諏訪社古碑辞 録倉(後期)

裏町東遺跡 駈 平安 矢来達跡 自然堤防、後背湿地 古墳 奈良 平安

金洗沢古墳 段丘 古墳 宅地古碑群 鎌倉 (後期)

砂押古墳 段丘 古墳 北目古碑群 鎌倉(後期)

二塚古墳 後背湿地 古墳 91 穴日東き碑群 鎌倉(後期)

富沢上ノ台追跡 駈 縄文 平安 寵ノ瀞岨跡 自然堤防 古墳 奈良 平安

富沢清水道帥 自然堤防 奈良・平安 欠ノ上I遺跡 自然堤防、後背湿地 古墳 奈良 平安

鍛治屋敷A遣跡 後背湿地 縄文 奈良 平安 欠ノ上Ⅱ遺跡 自然堤防 古墳 奈良 平安

六本松遺跡 自然堤防、後背湿地 奈良 平安 睦奥回分寺跡 自然堤防 奈良

鍛治rFttB遼跡 自然堤防、後背湿地 縄文 奈良 平安 睦奥□分寺li寺跡 自然堤防 茶良

富沢館跡 自然堤防、後背湿地 室町 法領塚古墳 自然堤防 占墳 (後期)

向山高裏遺跡 丘陵 縄文(中期) 姑塚古墳 自然堤防 占墳

麦宕山横穴群 丘陵斜面 古墳末～奈良 者林城肋 自然堤防 中世 江戸

青山二丁目違跡 丘陵 奈良～平安 南小泉追跡 自然堤防、後背湿地 弥生古墳奈良平安 中世

ニツ沢遺跡 丘陵 縄文 遠見塚古墳 自然堤防 古墳 (中期)

人木山緑町違跡 丘陵 縄文 奈良 平安 曽利松明神古墳 沖横平野 古墳

萩ヶ丘遺跡 丘lkt 縄文 奈良 平安 仙台東郊条理跡 後背湿地 奈良

萩ヶ丘B追跡 丘陵 縄支 梅塚古墳 沖横平野 古墳

茂ヶ崎城跡 丘陵頂部及び斜面 南北朝～室町 今泉連跡 自然堤防 弥生 古墳 平安～近世

大年寺横穴群 丘陵斜面 古墳木～奈良 藤日新田違帥 浜堤 弥生

宗禅寺横穴群 丘陵斜面 古墳 .奈良 ド飯UI乗師堂古墳 自然堤防 古墳 (後期)

根岸違肋 丘陵斜面 縄文 仙台大塚山古墳 自然堤防 古墳

二/沢横穴群 丘陵 古墳 伊豆野権現古墳 自然堤防 古墳

兜塚古墳 自然堤防 古墳 安久諏訪古墳 自然堤防 古墳

小兜塚古墳 自然堤防 古墳 栗道TI 自然堤防 古墳

鹿野屋敷遺PI 駈 古墳?奈良 平安 安久東遺肋 自然堤防 弥生～中世

鹿野一丁目遺肋 駈 縄文 弥生?奈良 平安 城丸古墳 自然堤防 誠

一塚古墳 後背湿地 吉墳 後河原遺跡 由然堤防、後背湿地 弥生 平安 中世
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第 2表 泉崎浦・山口遺跡調査次数表

調査次数 所  在  地 調 査 期 間 調査面積 立   地 担 当 職 員 調 査 内 容 文 献

泉崎浦第 1次 富沢字泉崎前 昭和55年 3月 1日 ～3月 5日 61珀ド 微高地縁辺 渋谷孝雄、田中則和、高橋彦之 縄文時代後期初頭の上坑 。一括追物 必々そ事 :1980

泉崎浦第 2次 泉崎 1丁目 昭和57年 9月 13日 ～12月 25日 1200∬
微高地上
・後背湿地

吉岡恭平、日中則和
平安時代以前・平安時代の水田跡、古墳時代の住居跡・
ピット・溝、近世の墓坑群

吉岡 :1983

泉崎浦第 3次 泉崎 1丁 目19-8～10 昭和62年 10月 26日 ～■月30日 564∬
微高地上
・後背湿地

主浜光朗
弥生時代の水田跡、古墳時代の遺物包合層・ピット群、
平安時代以降の竪穴状遺構・井戸

主浜 :1988

山口 第 1次
富沢字山口・

字下ノ内浦他

昭和も3年 3月 1日 ～3月 31日

昭和54年 6月 4日 ～12月 10日

昭和54年 10月 15日 ～■月30日

∬

ゴ

∬
自然堤防止

障
洋

城
藤

結
佐

工藤哲司、渋谷孝雄
縄文時代中期末の埋甕・後期の上坑 佐藤 :1981

山口 第 2次 富沢 1丁 目4番
昭和56年 4月 13日 ～12月 24日

昭和57年 3月 1日 ～9月 4日
9700ゴ

自然堤防上
・後背湿地

田中則和、主浜光朗、結城イ
I真―

柳沢みどり、金森安孝、佐藤裕
佐藤甲二、渡部弘美、工藤哲司
成瀬 茂

縄文時代早期末・前期・後期前葉の追物、晩期の河川跡
弥生時代の遺物包合層・畦畔状遺構、古墳時代の溝跡、
奈良時代の集落跡、平安時代の集落跡・水田跡、中世の
水田跡、近世の河川跡・遺物包合層

田中他 :1984

山口 第 3次 富沢字中谷地 昭和56年 8月 25日 ～12月 28日 780コ汗 自然堤防上 吉岡恭平、高橋勝也 縄文時代後期の遺物包含層・弥生時代後期の遺物包含層 吉岡 :1982

山口 第 4次 富沢 1丁 目10-8 昭和59年 6月 26日 ～ 7月 24日 33∬ 後背湿地 田中則和 平安時代・中世の水田跡 田中 :1985

第 3表 昭和63年度宮沢 。泉崎浦・山口遺跡調査要項

調査次数 所 在 地 調 査 期 間 調査面積 立 地 位 置 杭 A座 標 現 況 現標高 旧標高 協 力 者 担 当 職 員

富沢 第36次 富沢 1丁 目5-1 昭和63年 4月 11日 ～4月 20日 約 36∬ 後背湿地 北 西 部
X=-197.49700km
Y=+ 3.46200 km 宅 地 14.5m 13 4m 懺日本緑地 主浜 光朗

富沢 第37次 長町南 4丁 目 5 昭不日63年 4月■日～6月 15日 約 200∬ 後背湿地 中 央 部
X==―-197.631827km
Y=+  3.868989km 宅 地 98m 8.6m 鳴田 元松 中富  洋

富沢 第38次 長町南 3丁 目 4 昭和63年 5月 23日 ～ 7月 14日 約 153∬ 後背湿地 東
立
ロ

X=-197 52413 km
Y=+  4.07889 km 宅 地 10.45m 8.5m 佐竹 栄吉 渡部 弘美

富沢 第39次 長町南 4丁 目19 昭和63年 6月 16日 ～ 7月 30日 約 160ゴ 後背湿地 南 部
X==―-197.86909 km
Y=+  3.67622 km 宅  地 11.Om 9.55m 志賀 信夫 中富  洋

富沢 第40次 長町 7丁目 昭和63年 7月 18日 ～9月 30日 約 360ポ 後背湿地 東端隣接地
X=-197.26584 km
Y=+  4.48371 km 宅 地 11.Om 10.35m 佐藤 勝郎 渡部 弘美

富沢 第41次 長町南 3丁 目15-17 昭和63年 7月 18日 ～ 7月 30日 約 26∬ 後背湿地 東 測量実施せず 宅 地 11,15m 8.65m 鈴木はま子 佐藤 甲二

富沢 第42次 泉崎 1丁 目 7 昭和63年 8月 1日 ～ 9月 14日 約 98∬ 微高地縁辺 北 西 部
X=-197.52475 km
Y=+  3.45888 km 宅 地 14.5m 13.lm 帥 大 京 中富  洋

富沢 第43次 長町南 4丁 目5-10 昭和63年 8月 22日 ～9月 27日 約  80だ 後背湿地 中 央 部
X=―-197.647206km
Y=+  3 865533km 宅 地 不  明 8.65m F可著隅 文生 太田 昭夫

富沢 第44次 長町南 1丁 目8-17 昭和63年 8月 24日 ～ 9月 2日 約 40ド 後背湿地 東
立
ロ

X=-197.55204 km
Y三 十  4.29071 km 宅 地 10.5m 9,2m 高橋 孝雄 平間 亮輔

富沢 第45次 泉崎 1丁 目 7 昭和63年 9月 5日 ～ 9月 14日 約 23r 微高地上 北 西 部
X=-197.55696 km
Y=三 十  3.43648 km 宅 地 14.Om 13.3m 階本智世・深町輝明 中富  洋

富沢 第46次 長町南 3丁目3-1 昭和63年 10月 3日 ～■月30日 約 222∬ 後背湿地 東
立
ロ

X=―-197.48210 km
Y=三 十  4 12891 km 宅 地 1035m 9.Om 丹野七五郎

佐藤甲二・佐藤 淳
渡部弘美

富沢 第47次 鹿野 3丁 目13 昭和63年 9月 26日 ～10月 24日 約 95ポ 後背湿地 立
ロ

Xと=―-197.33883 km
Y=+  3.64944 km 水 田 11.2m Ofn台土地開発 中富  洋

富沢 第48次 泉崎 1丁 目 2 昭和63年 10月 3日 ～10月 14日 約 80r 微高地縁辺 中 央 部
X==―-197.64340 km
Y=+  3.59720 km 宅  地 117m 10.85m 草刈  孝 太 田 昭 夫

泉崎浦第 4次 泉崎 1丁 目16-3 昭和63年 11月 1日 ～■月17日 約 21∬ 微高地上 西
立
ロ

X==―-197 73579 km
Y=+  3 46402 km 宅 地 13.6m 12.8m 瀬戸  熙 佐藤  淳

山口 第 5次 泉崎 1丁 目32-22 昭和63年 4月 18日 ～5月 14日 約 48∬ 後背湿地 北 西 部
X=-197.98450 km
Y=+  3.29478 km 畑 地 13.2m 12.15m 棚仙台土地開発 平間 亮輔

山口 第 6次 富沢 1丁 目■ 昭和63年 4月 18日 ～ 5月 27日 約 42∬ 後背湿地 西
X==-198.09771 にm
Y=三 十  3.17936 km 宅 地 139m 12.85m 帥仙台土地開発 平間 亮輔

山口 第 7次 泉崎 1丁 目32 昭和63年 8月 1日 ～8月 5日 約 33∬ 後背湿地 北 西 部
X=―-197.98361 km
Y=+  3 26817 km 畑 地 13.2m 12.2m 小池 善二 佐藤 甲二

山口 第 8次 富沢 1丁 目5-1 昭不日63年 8月 1日 ～ 8月 5日 約 35ゴ 後背湿地 部
X=-198.02952 km
Y=三 十  3.41342 km 宅 地 12.5m 11.45m 山本 定美 佐藤 甲二

7・ 8
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第 2章 調 査 結 果

第 1節 富沢遺跡第36次調査

1.調査方法

調査区の設定面積は約6.5× 5.5m(36m2)で ぁる。調査は、盛土及び直下の 1層 (旧水田耕

作土)下部までを重機で除去し、以下は人力により行った。尚、調査区内には土層観察及び排

水用の狽I濤 を設けた。調査区は10層上面までは、調査区全面の精査を実施し、10層以下は、約

4× 3mの試掘区を設けて掘 り下げた (10c層以下は約 3× 1.5m)。 遺構の測量は、杭A・ B

を基準として実施した。尚、基準杭の平面直角座標系Xに おける座標値を計測し、遺跡内の正

確 な位置 を把握 してい る (杭 A:X=-197.45700km Y=+3.46200km tt B:X=一

197.45700km Y三 十3.46800km)。

＝
洲
淋
Ｔ

鰤

第 3図 調査区位置図・設定図
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第 1節  富沢遺跡第36次 調査

2.基本層序

今回の調査では、盛土下に大別13層 、細別では18層 が確認された。各層の上質は 7層 までは

シル ト、 8層以下が粘上を主とする。この内、 4層 は砂層で、10層は砂層を中心とする河川堆

積土と考えられる。グライ化は、10層以下から漸次進み、13層では顕著である。現代のものを

除く水田土壌は 7層である。また、 2・ 3・ 5a・ 5b・ 5c・ 6・ 8・ 9・ 11層 も水田土壌の可能

性がある。10a層上面からは灰白色火山灰が検出されている。遺物出土層は 2・ 3・ 9層である。

各層は、ほぼ水平な堆積状況を示している。

3.検 出遺構 と出土遺物

(1)7層上面

7層水田跡 (第 5図 )

<遺構状況>畦畔が 1条検出されたのみであ

る。畦畔は調査区の南側に位置し、N-76° W

方向をとる。畦畔は耕作土と同一土壌を盛 り上

げ作られている。下端幅は約40～70cmで、耕作

土上面からの高さは約 7 cmで ある。水回は認

められなかった。耕作土は、粘土層で、厚さは

5～10cm前後であるが、畦畔を境 とした北側

の方が、耕作深度が深い。下面は凹凸が顕著で、

耕作土下部に下層 (8層)ブロックを巻き上げ

ている箇所も認められる。下面には鉄分の集積

盛 り 上

第 4図 基 本 層 序

眉序 土 a 土   質 層   厚 混 入 物 備 考

1 暗 オリーブ灰色2 5G Y% シル ト質砂 2 cm-12cm 炭化物粒 網砂 水田耕作土 (現代 )

2 黄褐色    10Y R% ル ト質砂 2 cn～ 6 cm 鉄分多量 細砂 小礫 水田耕作土 ?

3 暗灰黄色   25Y% 砂質 シル ト 3 ela～ 8 cln 鉄分・細砂 水田耕作土 ?

黄灰色    25Y% 砂 3 cm― -6 cm マ ンガン粒多量 鉄分多量 自然堆槙層

5 灰 色 5Y% ″ 卜質砂 4 cR～ 8 cm マンガ 粒少量 炭化物 小礫 水田耕作土 ?

5b 黒褐色    10Y R% 砂質 シル ト 5 cm―-10cm マ ンガン粒 炭化物粒 Jヽ 礫多量 水団耕作土 ?・ 下面起伏

5 褐灰色    7 5YR% ,レ ト質粘土 2 cm～ 6 cn マ ンガン粒少量 鉄分 水田耕作土 ? 部分的分布

6 黒褐色    25Y% 2 cm～ 10cm マ ンガン粒・鉄分 炭化物粒 細砂 水田耕作土 ?・ 下面若千起伏

黒据色    10Y R% 粘土質 シル ト 3 cI「 ～18cm 鉄分 炭化物粒  8層 ブロック 水田耕作土・下面起伏

8 褐灰色    10Y R% 枯土 3 cr～12cn 鉄  分 水田耕作上 ?

9 オリーブ黒色 5Y% 粘土 3 cm～ 8 eln 細砂 月ヽ礫 水田耕作土 ?

10a 灰  色 10Y% 砂 25cm～ 45cn 鉄分 月ヽ礫 植物遺体 上面に灰 自
色火山灰小ブロック

自然堆積層 下部 に同色 シル トを挟む

10b にない黄褐色 10Y R% ンル ト 15cm～ 25cn 植物遺体多量  グライ粘土 自然堆穣層

10c 灰  色 10Y% 砂 5 cn～ 12cm 植物遺体少量 自然堆楼層

黒褐色    10Y R% 粘土質 シル ト 10cm前 後 植物遺体・下部 に綱砂 自然堆穣層

望
【

色   10Y R% 粘土 12cm前 後 植物遺体 水田耕作土 ?

12 灰オリーブ色 5Y% 粘土 7 cn～ 14cn 植物遺体少量 自然堆積屠

13 オリーブ炭色  2 5C Y% 粘土 15eln以上 植物遺体少量 自然堆積層



第2章 調査結果

層は認められない。尚、畦畔部分の直下層上面

には、擬似畦畔 (斎野 :1987)は 形成されてい

ない。水田面の標高は12.85～ 12.95mの 間で、

北東方向へのわずかな下 り傾斜を示す。

<出土遺物>耕作土内より赤焼土器片 。中世陶

器片が各 1点出上した。中世陶器片 (写真52-

2)は奏の体部資料で、色調は内外面が黒褐色

(10YR 3/1)、 胎上がにぶい褐色 (7.5YR 4/4)

である。胎土中には細かい砂粒を含む。産地は

不明である。

12)その他の出土遺物

2層 より陶器片が 1点、 3層 より時期不明の

上器片が 2点、 9層 より上師器片が 1点出土し

たのみである。陶器片 (第 6図 1)は志野産の皿で、製作年代は江戸時代初頭頃である。土師

器片はロクロ使用の高台付不の底部資料で、内面は黒色処理されている。陶器片を除き他は、

細片のため図化し得なかった。

4.遺構の所属年代 とまとめ

検出遺構 としては、 7層水田跡がある。また、水田跡の可能性のある層としては、基本層の

2・ 3・ 5a・ 5b・ 5c・ 6・ 8。 9・ 11層 が上げられる。これらの所属年代であるが、時期決定

資料に乏しく、隣接調査区との層位の対応も不可能で、明確な年代は不明である。ただし、 7

層水田跡から中世陶器等を出土したこと、10a層上面で灰白色火山灰が検出されたことにより、

以下のような大づかみな推定年代が与えられる。

11層 一 平安時代以前 10層～ 8層―平安時代以降 。中世 ?以前 7層水田跡― 中世 ?(6層

より上位の各層はこれ以降近代までの間)

膵
ｌｌ
隣
陰
ぽ
＋

―

m

第 5図  7層水田跡平面図

0                      10cm

聴 図版番号 遺構 層位 種  別 器 種 遺存度 回 径 底  径 器  高 特 徴

〕 写真52-1 2層 陶  器 皿 約  / (14 2cm) (6 6cm) 3 1cm 志野、17世紀前半、付高台

( )内 は復元値

第 6図 出土遺物
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第 2節 富沢遺跡第37次調査

1.調査方法

調査区の設定面積は約200m2でぁる。調査は、盛土及び直下の 1層 (旧水田耕作土)ま でを重

機で除去し、以下は人力により行った。尚、調査区内には土層観察及び排水用の側濤を設けた。

8層上面までは、調査区全面の精査を実施した。 8層上面から10層上面までは安全確保のため

に調査区を内側に縮小して、約130m2で調査を行った。10層以下は調査区南北にそれぞれ一箇所

ずつの試掘区を設けて掘 り下げた。 (北側試掘区では12層 上面までは2.5× 3m、 12層以下は

2.5× 2.5m。 南側試掘区では■層上面までは2× 4.5m、 11層以下は1× 3m。 )遺構の測量は、任

意に設定した5× 5mの グリッド (南北軸A～ G、 東西軸 1～ 6)を基準として実施した。尚、

グリッド基準杭 (杭 A、 B)の平面座標系Xにおける座標値を計測し、遺跡内の正確な位置を

把握 している (杭 A:X=-197.631827km、 Y三 十3.868989km tt B I X=-197.628111

km、 Y=+3.895422km)。

1-12層 上面調査

1～ 17層上面調査

G

0                10m

〃

刀

ホ

Ｔ

1～ 17層 上面調査

1～ ■層上面調査

第 7図 調査区位置図・設定図



今回の調査では、盛上下に大別17層、細別で

は20層が確認された。各層の上質は 1層がシル

ト質で、2a層 は砂である。2b層 は粘上、2c層 は

シル ト質である。 3・ 4層 は粘土質である。 5

～15層 の間は泥炭質粘上であるが、間に 7・ 9

層の粘土層をはさむ。16・ 17層 は粘土である。

グライ化は16層 以下から漸次進む。現代のもの

を除く水田土壌は4a層であるが、この耕作土に

利用された基本層は4b層である。また2b。 2c・

3層 も水田土壌の可能性がある。4a層 からは灰

白色火山灰が検出されているが下層からの巻き

上げである。各層はほぼ水平な堆積状況を示し

ている。遺物出土層は、2a・ 2b。 2c・ 4a・ 4b・

5層である。

第 2章  調査結果

盛  り 上
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第 8図 基 本 層 序

2.基本層序

90n―

輸―

70m___
1】

層序 土 色 土   質 層  厚 混 物 傭 考

] 灰 色    10Y% ル ト質粘 土 5卿～25m 水田耕作土 (現代 )

2a 黄褐色     25Y% 砂 5 cn～ 18cm 小際 多量 自然堆積層・部分的分布

2b 黒 色    10Y R% 粘 土 5 cnl～ 20cRl 細砂・粗砂・ 月ヽ礫多量 水田耕作土 ? 下面起伏 部分的分布

2c 灰 色   5Y% 砂質シル ト 2 cm～ 16cm 炭化物粒 凝灰岩ft少量 水田耕作土 ? 下面起伏 部分的分布

3 黒褐色    25Y% 粘 土 2 cn～ 14cm 鉄分多量・凝灰岩粒 水田nff4f土 ? 下面起伏 部分的分布
4a 黒 色   10Y R% 粘 土 10cm～ 30cm 灰自色火山灰粒 水田耕作上 下面起伏

黒 色    5Y%
灰 色    5Y%
にない黄橙色 10Y R%

粘土

粘土

シル ト質粘土

4 cn～ 16cRl 鉄  分 自然堆積層・不連続で部分的な分布

5 黒褐色    10Y R% 泥炭質粘土 8 cm～20cm 植物遺体多量 自然堆積層

6 掘 色    10Y R% 泥炭質粘土 22cn～30cm 植物連体多量 自然堆積層

暗灰黄色   25Y% 粘 土 4 cm～10cm 植物遺体 多量 自然堆積層

8 黒 色    10Y R1/´ 泥炭質Yll土 15cm^-22cm 植物遺体多量 自然堆検層

9 灰オリーブ色 5Y% 粘 土 5釦～10cnl 植物遺体 多量 自然堆績層

黒 色    10Y R% 泥炭質粘土 23cm～ 33釦 植物遺体 ,多 量 自然堆積層

黒褐色    10Y R% 泥炭質粘土 12cm～ 20cn 植物遺体多量 自然堆積層

黒 色    10Y R1/ 泥炭質粘土 [Ocn～ 15cm 植物遺体 多量 自然堆積層

黒 色    25Y% 泥炭質粘土 5 cm― -10cn 植物遺体 多量 自然堆積層

黒 色    10Y R1/ 泥炭質粘上 5 cm前 後 植物遺体多量 自然堆積層

黒褐色    10Y R% 泥炭質粘土 15cm^-23cm 植物遺体 多量 自然堆積層

掘灰色    10Y R/ 粘 土 20cm^-27cm im砂少量 植物遺体 自然堆積層

17 オリーブ灰色 75Y% 砂質粘土 20cm以 上 植物遺体 自然堆積層

13
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3.検 出遺構 と出土遺物

(1)4層上面

4a層水田跡・ 1号溝跡 ― SDl― (第 9図 )

大畦畔 (畦畔 3、 4)、 小畦畔 (畦畔 1、 2)が検出され、これに濤跡 (SDl)1条を伴って

いる。これらによって区画される水田区画は 5区画 (①～⑤)である。

畦畔 1、 2は ほぼ直交し、方向はそれぞれ N-4°一W、 N-88° 一Eである。下端幅は畦畔 1

が0.5～ 0.7m、 畦畔 2は 0.9～ 1.2mで、耕作土上面からの高さはともに 2～ 5 cmで ある。畦畔

3は SDl北岸に沿って検出された大畦畔であるが、これに取 りつく小畦畔はみられなかった。

方向はN-78° 一Wで、畦幅は2.5～3.5mを計る。耕作土上面からの高さは4～ 9 cmで ある。

尚、畦畔 1、 2と 畦畔 3は水田区画③を区画するが、この南北幅は6.5～75mである。ここは

今回検出した水田区画のうち規模を知 り得る唯―の箇所である。畦畔 4も 大畦畔であるが、こ

れに取りつく小畦畔は検出されなかった。方向はN-4°
「

Eで、同じく南北に向 く畦畔 1と ほぼ

同じ方向を示す。下端幅は3.5m前後で、耕作土上面からの高さは 6～10cmである。この畦畔

は調査区外を北に延びて、SDlと 接するものと考えられる。畦畔はいずれも耕作土 と同じ4a層

を盛 り上げて作られている。耕作±4a層は粘土互層の4b層 を攪拌することによって形成され

ており、分解が進んでいる。層厚は 3～20cmで ある。下面は凹凸が顕著で、鉄分の集積は認め

られない。水田面の標高は8.35～850mの 間で、全体的には北東方向に下っているが、水田の

区画ごとにみると水田面⑤が最も高 く、次に④が低 くなり、① o②・③が最 も低い。また耕作

±4a層 中の一部で灰白色火山灰のブロックが検出されたが、これは下層のものが巻き上げられ

て混入したものとみられる。 SDlは畦畔 3に伴って検出され、上端幅は 2.～ 4.5m、 深さは約

0.4mで ある。北岸では壁に段を有し、中段幅は1.5～2mである。断面形は概ね船底形を呈する

が、壁面、底面ともに凹凸が著しい。堆積土は礫を含む砂の単層で、遺物の出土はない。

なお、耕作土中より上師器片 (1点 )、 須恵器片 (2点 )、 赤焼土器片 (2点 )、 陶器片 (1点 )、

瓦片 (1点 )、 羽口片 (1点 )、 古銭 (1点 )が出土した。土器、瓦片はいずれも小破片で、復

元及び図化できるものではなかった。土師器はロクロが使用され、内面はヘラミガキの後黒色

処理を施されている。切 り離し技法は磨滅のため不明である。須恵器は 2点出土 した。 1点は

口縁部破片で、外面はロクロ調整後、波状沈線文が施されている。もう一方は器種不明である。

赤焼土器は不の底部から体部下端部分の破片が 2点出上したが、これらは同一個体 とみられる。

陶器片は甕の体部破片で、常滑産の中世陶器 と考えられる。瓦片は平瓦、丸瓦の区別はつけ難

い。胎土には砂粒を多 く含み、また焼成の特徴から中世末頃に属するものと考えられる。羽口

片はフイゴの羽口破片である。古銭は皇宋通宝 (北宋銭、初鋳年 -1039年 )である (第12図 3)。
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第10図  4a層畦畔断面図

0                 2m

第11図 畦畔 3・ SDl平面・断面図
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12)その他の出土遺物

基本層2a。 2b。 2c・ 5層から土師器片 。須恵器片 。赤焼土器片・陶器片 (第 12図 1・ 2)・ 石

器などが10点出土した。土器片は全て2a。 2b・ 2c層からの出上で、いずれも細片である。この

うち陶器片は2a層から2点出上した。皿、鉢の破片で産地はそれぞれ美濃、唐津であるが、中

世未～近世初頭に属するものと思われる。石器は 5層 より劉片が 1点出上した (第 12図 4)。

0                          1ocm

聴 図版番号 遺構・層位 種 房」 器 種 遺存度 口 径 底  径 器  高 特 徴

1 写真53-2 2a層 陶  器 皿 約 % (6 8cm) 美濃、17世紀前半、鉄絵

2 写真53-1 2a嬉 陶  器 鉢 約 / l10 0Cm) (4 0cm) 2 8cm 唐津、16世紀末、長石釉系、底部削 り出 t′

3 4a層水田跡 古銭 北末、「皇宋通宝」

聴 図版番号 名 称 長さ(mml 幅 (mml 厚 さlnnl 重量 ( ) 石 質 備 孝

写真53-3 剣 片 70 疑灰 (岩 )質 シル ト岩

第12図 出土遺物 (1)
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IЧ
I

1伸

0                        10cm

聴 挿図番号 図版番号 出土遺構  層位 種 身」 材  質 素材形状 長  さ 幅 直径 先端加工 表面力Π工 備 考

1 4a層 水田跡 抗 広 丸  木 9 6cm 3 0cn 1方 向 一部樹皮遺存

2 4a層 水田跡 杭 広 九  木 37 8cm 3 8cm 複数方向 な  し 一部樹皮遺存
3 第13図 ] 写真534 4a層 水田跡 杭 広 丸  本 36 5cm 3 5cH 2方向 な  し 樹皮遺存
4 4a層 水田跡 杭 広 丸  ホ 15 5cm 3 3cla 1方向 を  し な   し

第13図 2 写真53-5 4a層 水田跡 杭 丸 ホ 29 0cm 2 0cn 1方向 樹皮遺存
6 第13図 3 写真536 4a層 水田跡 杭 広 ? 九  木 37 5cln 3 3cm 複数方向 な  し 樹皮遺存

7 4a層 水田跡 杭 広 丸  木 22 2cn 1 8cm ユ方向以上 な  し

8 4a層 水田跡 杭 針 , 丸  木 35 3cll 2 7cm 複数方向 な  し

第13図  出土遺物 (2)
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4.遺構の所属年代 とまとめ

検出遺構は4a層水田跡のみで、その他水田跡の可能性がある層としては2b・ 2c・ 3層があげ

られる。4a層水田跡は大畦畔、小畦畔、及び水路によって区画された水田区画が 5区画発見さ

れた。区画の形状、規模を明確にすることはできなかったが、畦畔、濤かの方向のあり方から、

ほぼ方形を呈するものと考えられる。時期は出土遺物から中世に所属するものと推定される。

同時期の水田跡は西方約200m離 れた第30次調査 (報告書未刊)でも発見されているが、これ

らの関係及び水田域の範囲を明らかにすることが今後の課題となろう。なお、水田の存在が予

想されるその他の層の時期は、出土遺物から以下のように推定される。

3 層  中世以降～近世

2b層  近世

2C層  近世
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第 3節 富沢遺跡第38次調査

1.調査方法

調査区の設定面積は約15× 10m(153m2)でぁる。調査は、盛土及び直下の 1層 (旧水田耕作

土)ま でを重機で除去し、以下は人力により行った。尚、調査区内には土層観察及び排水用の

倶」濤を設けた。14層上面までは、調査区全面の精査を実施し、14層以下は、約11× 6.5mの試掘

区を設けて掘 り下げた (17層以下は約 6× 6.5m、 20層以下は約 4× 4.5m、 31層以下は約2×

2.5m)。 遺構の測量は、杭A・ Bを基準 として実施した。尚、基準杭の平面直角座標系Xにおけ

る座標値 を計測 し、遺跡内の正確な位置を把握 している (杭 A:X=-197.52418kmY=

+4.07889km ttB I X=-197.52163km Y三 十4.09164km)。

加
＋

ざ
勇
却

′
――
期

淳
2～ 14層上面調査

ぽ
農

蹴
十

0        3m
l―

第14図 調査区位置図・設定図
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当調査に際 しては第28次 調査 区 (佐藤 :

1988)の隣接地であり、層序の対応が可能で

あったことにより、第28次調査時における基

本層序と同一層序を使用した。従って、欠落

した層もあり、連続した層位番号 となってい

ない。また、新たに認められた層の関係で、

6。 18。 19・ 35層の各層は分層し、アルファ

ベット名 を付 した新層位名 となってい る

(ex 6層→6a層・6b層 )。 今回の調査では、

盛上下に 1～ 35層 までの40層が確認された。

これら各層は、1～ 3層 までが粘土層、6～ 29

層までが粘土と泥炭の互層を基本 とする泥炭

質粘土層、31～35層が粘土層あるいは砂質シ

ル ト層に分類される。グライ化は、24層以下

から漸次進み、31層以下では、顕著である。

現代のものを除 く水田土壌は10d層 のみであ

る。また、 2・ 3・ 6b層 も水田土壌の可能性

がある。遺物出土層は 2・ 3・ 19c層である。

3層からは灰白色火山灰が検出されている

が、下層からの巻き上げの可能性がある。全

体的な層の傾きは、南東側へ緩やかに下る。

3.検出遺構 と出土遺物

(1)2・ 3層上面

1・ 2号溝跡― SDl・ 2-(第 16図・17図 )

調査区西端際で南北方向をとる重複した濤

跡 (SDl・ 2)の一部が検出された。検出面は

29

31

2.基本層序

70m

1047m_        ▼A

盛 り 上

第15図 基 本 層 序

SD2が 3層上面、SDlが 2層上面である。方向性はSD2が調査区西壁方向よりやや東に振れ

る。両濤跡とも幅は不明であるが、深さは80cm前後で底面レベルは、ほぼ同一である。尚、SDl

のさらに上に1層段階の濤跡があったことが確認されている。濤跡内、その周辺より杭が16本
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層序 土 色 土   質 層  厚 混 入 物 備 考
1 オリーブ黒色 5Y% ル ト質粘土 l cm～ 24cm 鉄分多量 水田耕作土 (現代) 下面 に鉄分集模層
2 灰 色    5Y/ シル ト質粘土 l cm―-21cn 鉄 分 水田耕作土 ? 下面起伏
3 黒 色   10Y R1/ ル ト質粘土 2 cm～ 30cm 灰自色火山灰小ブロ ック 水田耕作土 ? 下面起伏
6 オリーブ黒色 5Y%

灰 色   5Y/
泥炭質粘上 2 cm～ 24cm 互層 自然堆模層・部分的分布

6b 黒褐色    loY R% 泥炭質粘土 l cm～ 5 cm 水田耕作土 ? 不連続で部 分的 な分布 下面

若千起伏
黒 色    10Y RI%
掲灰色    10Y R%

泥炭質粘土

泥炭質粘上

l cm～ 12cm 互層 自然堆積層 不連続 で部分的な分布

8a 黄灰色    25Y% 泥炭質粘土 2 cm～ 14cm 8b層 の自然分解層 ?不 連続で部分的な分布
8b 暗灰黄色   25Y%

黒 色    10Y R:/
泥炭質粘土

泥炭質粘土

l cm～ 1lcm 自然堆積層 不連続で部分的 な分茄

9b 暗灰黄色   25Y%
黒 色    25Y%

泥炭質柏土

泥炭質粘土

2 cn～ 9 cm 互層・ 自然堆積層 不連続 な分布

褐 色    7 5Y R%
暗灰黄色   25Y%
黒 色    25Y%

泥炭質粘土

泥炭質粘土

泥炭質粘土

3 cm～ユ6cm 互層 自然堆積層

黒 色    25Y%
暗灰黄色   25Y%

泥炭質粘土

泥炭質粘土

l cn～ 9 clll 互層 自然堆積層

黄灰色    25Y/ 泥炭質粘土 l cm～ 14cT「 下部 に10e層 小ブロック 水田耕作上 下面起伏
黄灰色    25Y% 泥炭質粘土 l cn～ 9 cm 互層 。自然堆積層 不連続 で部 分的 な分布
黒 色    25Y% 泥炭質粘土 l err～ 6 cm 不連続で部分的 な分布
黒 色    25Y% 泥炭質粘上 I cm―ヤ15cm 不連続で部分的 な分布  12層 の自然分解層 ?

黒 色    10Y Rl舅
暗灰黄色   25Y% 泥炭質粘土

l cm―-15cn 互層 。自然堆検層

黒 色    10Y R% 泥炭質粘土 3 cm～ 13cn 自然堆積層

黒 色   10Y R% 泥炭質粘土 3 cm～ 14帥 自然堆積層
15 黒褐色    10Y R% 泥炭質粘土 6 cm～ 1lcm 自然堆積層

黒褐色    10Y R% 泥炭質粘土 自然堆積層 不連続で部分的 な分布
17 黒 色    10Y R党 泥炭質粘土 8 cm～ 17cn 自然堆校層
13a 黒 色    loY R%

灰黄褐色   10Y R%
泥炭 質粘土

泥炭質粘土

8 cmヽ ャ17cm 互層 自然堆槙層

黒褐色    10Y R%
黒 色    10Y R%

泥炭質粘土

泥炭質粘上

4 cm～ 13cm 互層 自然堆積層

黒 色     10Y Rl% 泥炭質粘土 14crn～ 19cm 自然堆積層
19a 灰オリーブ色 5Y% 泥炭賞粘土 自然堆模層
19b 黒褐色    10Y R%

暗褐色    10Y R党
泥 炭 質粘 土

泥炭質粘土

9釦～16cm 互層 自然堆積層

19c 黒 色    10Y R%
暗灰黄色   25Y%

泥炭質粘土

粘上

9 cm～ 16cm 互層 自然堆積層

20 黒 色    10Y R!/ 泥炭質粘土 5 cm～12cn 自然堆積層
黒 色    10Y R1/
灰黄褐色   10Y R%

泥炭質粘土

粘土

互層 自然堆積層

黒 色    loY RI蒻 泥炭質粘土 1lcm～ 18cm 自然堆槙層
灰黄褐色   10Y R%
黒 色    loY R:/

粘土

泥炭質粘土

Hcm～20cm 互層 自然堆積層

黒 色   loY R% 泥炭質粘土 5 cm～ 13cm 目黙堆積層
黒褐色    loY R% 泥炭質粘土 5 cm～H釦 自然堆積層

黒 色    loY R% 泥炭質粘上 24cm―-33cm
下面起伏  自然堆積層

オリーブ灰色  5CY/
褐 色    loY R/ 砂質シル ト

44cn～53cm 植物遺体 互層・ 自然堆積層

褐灰色    10Y R/ 柏 土 6 cn 18cm 植物遺体 下面起伏  自然堆積層
35a オリーブ灰色 2 5G Y/ 砂質 ンル ト 17cm 植物遺体 自然堆積層

オリーブ灰色 5CY% 砂質シル ト cm～ 26釦 植物遺体 自然堆積層
縁灰色    10C Y/ 砂質ンル ト 18cm^-44cm 植物遺体 自然堆積層
緑灰色    loG Y% 砂 34帥 以上 植物遺体・下部粗砂 自然堆積層
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第16図  SDl・ 2平面 。断面図

iO    SDl ②

第17図 出土遺物 (1)
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NO IH  好」 材  質 素材 形状 長   さ 先端 加 工 表 面加 工 備    考

1 SD 杭 針 丸 木 55 3cm な  し

2 SD 杭 針 丸 木 65 1cm 3 2cm 複数方向 を  し 一部樹 皮残 る

3 SD 杭 針 丸  本 83 1cm 4 8cn 複数方向 枝 払い

4 SD 杭 丸 21 3cnl 2 5cn 一方向以上 な  し

5 SD 杭 竹 九 74 2cm 2 1cm 不  明

6 SD 杭 針 九 木 14 0cm 不  明 不  明

7 SD 杭 針 丸 木 13 8cm 3 5cm 不  明 不  明

8 SD 杭 針 (杉 ) 丸 木 117 9cm 8 6cm /コ ギ リ(直 ) 枝払い 一部樹皮残 る

9 SD 杭 針 丸 木 18 1crn 46伽 不  明 枝払い

SD 杭 9+(本多) 丸  木 113 8cm 5 0cm 複数方向 枝払い

11 SDl(2層 上面 ) 杭 針 丸  木 37 8cm 3 6cm 2方 な  し

12 SDl(2層 上面 ) 杭 針 (杉 )? 丸  木 28 4cn 4 6cm 複数 方 I 一 部 樹 度 残 る

13 SD 杭 広 4分割材 17 8cln 3 1cnl 複数方向 な  し

SD 杭 広 丸 木 57 1cn 2 6cm 複数方向 枝 払い

SD 杭 広 丸 本 21 2cn 4 0cm 複数方向 な  し

SD 杭 針   (杉 ) 丸  木 88 6cn 4 6cH 2方 向 一幸Ь′卜本支が付 く

検出された。なかには列をなすものもある。これらは 1層の濤跡を含め、いずれの時期に属す

るか不明である。出土遺物はSDl堆積土中より、土師器片と寛永通宝が各 1点出上したのみで

ある。

12)10層 上面

10d層水田跡 (第 19図 )

大畦畔が 1条検出されたのみで、小畦畔は検出されなかった。畦畔の検出面は10a層下面であ

る。畦畔方向はN-56° 一Wで、直線的に延びる。畦畔は耕作土 と同一土壌 -10■ 層― を盛 り

上げ作られている。下端幅は1.8m前後で、耕作土上面からの高さは6 cm前後である。上面及

びその中より、小枝を主とする多量の樹木片が出上した。尚、畦畔上には水国は検出されなかっ

た。耕作土は泥炭質粘土層の10e層から12層上面を攪拌し、耕作土 -10d層 一 としている。畦

畔部分では耕作が及ばなかったためか、直下の10e層 が擬似畦畔となって残っている。耕作上の

厚さは7 cm前後で、余り分解が進んでおらず、下部では下層ブロックを多量に含む。下面は凹

凸が顕著で、鉄分の集積層は認められない。水田面 (耕作域)の標高は7.75～ 7.95mの 間で、

南東方向の緩やかな下り傾斜を示す。傾斜の度合いは約1.Ocm/mである。畦畔出上の樹木片を

除けば、出土遺物はない。

A年一

0            1m

第18図 10d層畦畔断面図
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れ

第19図 10d層水田跡平面図
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13)その他の出土遺物

基本層 1・ 2・ 3・ 19c層 から縄文土器・弥生土器・土師器・須恵器・陶器・磁器等が出

上した。19c層出上の縄文土器を除けば、全て細片で、3層以上の出上である。2層出上のもの

には近代以降の陶器片・磁器片が含まれる。19c層 出上の縄文土器 (第20図 1)は ほぼ完形で、

土圧で潰れたような状況で出土した。これに伴う落ち込みや他の遺物は認められなかった。最

大径を口縁部にもち、体部下半のしばむ椀状を呈する鉢形土器である。口縁部は直立し、やや

肥厚する。国唇部は、一部丸味を帯びる部分も認められるが、基本的には平坦で、やや外面側

識

0                       10cm

≦
も →

「部 ご

第20図 出 土 遺 物 (2)

配 図版番号 層  位 各 種 遺海度 口  径 底  笹 器  高 特 徴

1 写 真 54 19c層 こ土器 然 ほぼ完形 30 5cm 13 0cm 20 7cm 口縁部―沈線・刺突 文、体部―無文、底部―網代凝
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に傾いている。文様の施文部位は、内外面とも回縁部に限られ、他は無文である。外面は、下

端に文様区画用の浅 く幅広い不明瞭な横位沈線が 1条引かれ、その上に矢羽根状文様が横位に

めぐる。矢羽根状文様は、斜位の刺突によって表出されている。施文順序は上の刺突 (下→上)

が一巡した後、下の刺突 (上→下)力潮日えられている。内面は、明確な太い横位沈線が 1条め

ぐる。内外面の調整は、外面ヘラ削り。ナデの後粗いミガキ、内面は丁寧なミガキである。胎

土には多量の砂粒を含む。色調は、内外面とも灰責褐～褐灰色で、外面体部下端及び内面口縁

部付近・体部下半に黒色の付着物が認められる。内面口縁部付近には、火はね状の小さな剣離

痕が多数みられる。尚、底部は網代底である。

4.遺構の所属年代 とまとめ

1.検出遺構 としては、lod層水田跡、SDl・ 2がある。また、水田跡の可能性のある層として

は、基本層とした6b・ 3・ 2層の各層が上げられ、SD2は 3層段階の水路、SDlは 2層段階の

水路の可能性がある。これらの年代であるが、今回の調査では、時期決定資料に乏しいが、層

位の対応が可能な隣接28次調査 (佐藤 :1988)の 結果を踏まえれば、以下のような所属年代が

与えられる。

。10d層水田跡― 弥生時代 (桝形囲式期以降 十三塚式期以前)

・6b層 ― 弥生時代 (十三塚式期)以降 平安時代以前

。SD2-近世以降 近代以前  ・SDトー近代以降 現代以前

2.検出された弥生時代の水田跡は、10d層水田跡のみであった。隣接28次調査で検出された、

1lc・ 1la・ 10b。 9a層 の各水田跡の耕作域は当調査区には延びてきていない。

3.当調査区では、 3層下に 4・ 5層が認められなかった。これは 3層が水田耕作土で、下層

の 4・ 5層 を耕作土として利用した結果とも考えられる。

4。 今回の調査で、ほぼ完形の上器 1点ではあるが、19c層 より初めて遺物の出上をみた。当土

器を一応、縄文土器 としたが、当地域において現在のところ、類例が認められないことより、

所属時期は不明としておきたい。ただし、第28次調査区で23層中より縄文中期末葉の遺物が出

土し、24層の14c測定年代結果が BoC.2290± 120年であったことより、縄文後期以降、弥生時

代桝形囲式期以前のいずれかの時期に所属する公算が強い。

5.隣接第28次調査区で、縄文時代早期後葉の遺物を出土した34層 は当調査区でも認められた。

しかし、層厚は薄 く、不安定な層で、遺物も出上しなかった。
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第 4節 富沢遺跡第 39次調査

1.調査方法

調査区の設定面積は160m2でぁる。調査は、盛土及び直下の1層 (旧水田耕作土)ま でを重機

で除去し、以下は入力により行った。なお、調査区内には土層観察及び排水用の側濤を設けた。

8層上面までは調査区全面の精査を実施した。 8層以下12層上面までは安全確保のため、調査

区を8× 9mに縮小した。12層以下は調査区中央部に試掘区を設けて掘り下げた (15層 までは

3× 4m、 15層以下は1.5× 1.5m)。 また8層上面から調査区北西コーナーに1.5× 1.5mの上層

観察用の試掘区を設け、15層 までの掘り下げを行った。遺構の測量は杭A・ Bを基準として実

施した。なお、基準杭の平面直角座標系Xにおける座標値を計測し、遺跡内の正確な位置を把

握 している (杭 A:X=-197.86909km、 Y=+3.67622km tt B I X=-197.88405km、

Y=+3.67484km)。

1～ 8層上面調査

第21図 調査区位置図 。設定図



2.基本層序

今回の調査では、盛上下に大別16層、細別

では22層が確認された。各層の上質は 1・ 2

層がシル ト質で、3a。 3b・ 4a層 は粘土層であ  100m―

るが、3b・ 4a層 は泥炭を含んでいる。4a～ 8

層は泥炭質粘土層である。 9～ 12c層 は泥炭

を含む粘土層であるが、間に10層の砂層をは

さむ。13～15層 は粘土層である。16層 は砂礫   90m_

第 2章  調査結果

____▼ A____ _

盛 り 土

層である。グライ化は13層 から漸次進み、15

層では顕著である。現代のものを除 く水田土

壌は3a。 4a・ 4ar層 であるが、これらの耕作土

に利用された基本層は、それぞれ3b・ 4b層で

ある。また 2層 も水田土壌の可能性がある。

3a層からは灰白色火山灰が検出されている

が、下層からの巻き上げと考えられる。各層

はほぼ水平な堆積状況を示している。遺物出

土層は 1・ 2・ 3a・ 4a・ 4b層 である。

80m_

70m―

第22図 基 本 層 序

層 序 土 色 土   質 層  厚 混 入 物 備 考

1 暗灰黄色   25Y% シル ト 10cm～ 20cm 水田耕作土 (現代)下 面 に鉄分集積層
2 黒褐色    10Y R% シル ト質粘上 4 cm～ 12釦 鉄分多量 ryi灰 岩粒 水田耕作土・下面若千起伏

黒 色    10Y Rl% 格 土 8 cm^-22cm 鉄分多量 灰自色火山灰ブロック 水田耕作土 下面起伏

3b 暗灰黄色   25Y%
黒 色    7 5YR1/
黄灰色    25Y%

格土

泥炭質粘土

粘土

8 cn～18cm

植物遺体 多量

植物遺体

自然堆槙層

4a 黒褐色    10Y R% 粘 土 10釦～20cm 植物遺体 本田耕作上 下面起伏

4 黒掘色    10Y R% 泥炭質粘土 3 cm～ 15cm 鉄分 植物進体多量 水田耕作土・下面起伏・部分的分布

4b 黒 色    5YRIタ 泥炭質粘土 3 cm^-12cm 植物遺体多量 自然堆積層

黒褐色    10Y R% 泥炭質粘土 2 cm― -5 cm 植物遺体 多量 自然堆積層

5b にぶい黄褐色 10Y R% 泥炭質粘土 2 cH～ 4 cm 植物遺体 多量 自然堆横層
6 黒褐色    10Y R% 泥炭質粘土 2 cm～10cm 植物遺体 多量 自然堆積層

7 暗灰黄色   25Y% 泥炭質粘土 2 cm～ 6 cm 植物遺体多量 自然堆積層

8 赤黒色    2 5YR:χ 泥炭質粘上 5 cm～ 10cm 植物遺体 多量 自然堆積層

9 黒 色    75YR% 粘 土 20cm前後 細砂・植物遺体多量 自然堆積屠

灰オリーブ色  5Y% 砂 10cm～ 15cn 自然堆積層

灰オリーブ色 75Y% rll土 3 cr～ 8 cm 植物遺体 自然堆検層

12a オリーブ黒色 75Y% 粘土 3 cm～ 6 cm 植物遺体 自然堆積層

黒褐色    25Y% 粘 土 5 cm～ locm 植物遺体 自然堆積層
12c 灰 色   5Y% 粘 上 6 cm～ 15cm 植物遺体 自然堆積層

13 オリーブ灰色 2 5G Y% ル ト質粘土 35cm前 後 植物遺体 自然堆積層

灰 色    10Y% 粘 土 35cm^-40cm 植物遺体 自然堆積層

緑灰色    10G Y% ル ト質粘土 45cm^-55cm 植物遺体 自然堆積層

暗緑灰色   10G Y% 砂 礫 25cm以 上 植物遺体 自然堆積層
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3.検出遺構 と出土遺物

(1)3層上面

3a層水田跡 (第23図 )

<遺構状況> 4本の畦畔 (畦畔 1・ 2・ 3・ 4)と 濤跡 (SDl)1条 を検出したが、畦畔 3・

4は SDlに伴うものである。また、SDlの南岸に沿って杭列が検出された。畦畔 1は調査区北

第23図  3層水田跡平面図

o              3m
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東コーナー付近で検出さ

れ、方向はN-6° 一Wで

ある。下端幅は最大で1.1

mで、耕作土上面からの

高 さは 2 cm前 後 で あ

る。畦畔 2は方向が N一

56° 一Eで 下 端 幅 が

0,7～ 1.lm、 耕作土上面

からの高さは 1～ 2 cm

である。なお、畦畔 1・

2は接続せず、この間は

水口であった可能性があ

る。畦畔 3・ 4は、SDlの

両岸 に沿って検 出 され

た。下端幅はそれぞれ

0.6～ lm、 lm前 後

で、耕作土上面からの高

さは 2～ 4 cm、  2～ 5

cmで ある。これらの畦

畔に接続する他の畦畔は

検出されなかった。また畦畔 2・ 3間の水田面の南北幅は0.7～ 2.4mである。畦畔はいずれも

耕作土と同じ3a層 を盛 り上げて作られている。耕作±3a層 は泥炭を含む粘土層の3b層を攪拌す

ることによつて形成されているが、耕作深度の深い箇所では一部4a層に達しているところもあ

る。層厚は 8～22cmである。下面は凹凸が著しく、鉄分の集積は認められない。水田面の標高

は9。 2～9.3mの間で、全体的に南東方向に下っている。また、耕作±3a層中の一部で灰白色火

山灰が少量検出されたが、これは下層のものが巻き上げられて混入したものと思われる。SDl

は調査区南東部で検出されたが、北東から南西方向に緩やかに弯曲する。両岸には畦畔 3・ 4

を伴っている。上端幅は0.9～ 1.4m、 深さは30～ 40cmである。断面形は船底形を呈し、底面に

は若干の凹凸がみられる。堆積土は砂礫、砂質シル ト、粘土及び基本層 2層で、遺物は出土し

なかった。杭列は SDlの 南岸上端に沿って検出され、杭13本からなる。これらの杭の間隔は

20～70cmで ほば直線的に並ぶc杭材には丸木及び分害」材が使用されている。

93n引 A A′ トー

93mtt B B′ ―

96m― C

92n_E E4-  92mョ D D′ トー

SDl土 層 註 記        牲 ~~~~十 ~~~~,一
― ―

十
一 ―

十
一

~Jm

① 暗緑灰色 75GY4/1 粗砂及び小礫 黒掲色25Y3/1粘土を

ブロック状に合む。

② 暗オリーブ灰色 5GY4/1 砂質シルト。

③ 灰色 5Y4/1 粘土 粗砂が混入。

第24図  3層畦畔・溝・杭断面図
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0                 1ocm

― ―

第25図 出

<出 土遺物> 3a層 中か ら

の出土遺物は次のとおりであ

る。上師器片 (1点 )、 須恵器

片 (9点・3個体 )、 赤焼土器

片 (3点 )、 弥生土器片 (40

点・ 1個体 )、 石器 (1点 )、

種子 (1点 )。 土器片はいずれ

も小破片で、復元することが

できたのは須恵器 1点のみで

ある。土師器片はロクロ使用

の邪で、内面はヘラミガキの

後黒色処理が施 されている。

須恵器片はいずれも邪で、 1

点を除いて底部切 り離し技法

は回転糸切 りである。復元、

図イとができたものは (第27図

3)であるが全体的の磨械が

著しく、切 り離 し技法も不明

である。赤焼土器片は郷であ

る。弥生 土器 片 (第27図 4

～ 6)は 合計40点 出上 した

が、磨滅が著しい。いずれも

地文に撚糸文が施されており

同一個体の可能性もある。胎

上には砂粒を多 く含んでいる。

詳しい時期は不明である。

Cm

土 遺 物 (1)

伸／
サ
イ

占

伊

日

―
―

ノ
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配 押図番 号 図版番号 出土追構・層位 種  別 材  質 素材 形状 長   さ ,旱  さ 先端加工 表面加工 備  考

l 2 層 竹 丸 木 11 4cm 2 6cm 不   明 な  し 焦  痕

2 2 層 広 丸 ホ 41 9cm 46釦 複数方 向 樹皮遺 存

3 2 層 杭 丸 ホ 66 5cn 2 6cm 言数 方 向 折れあり

4 2 層 杭 広 九 本 29 0cm 3 4cm 琵数方向 な  し 樹皮遺 存

5 2 層 杭 分写‖材 21 7cln 3 5cm 不   明 な  し

6 2 層 抗 広 九  本 47 5cm 29∽ 複数方向 な  し 樹 度漫 存

7 2 層 杭 針 ? 丸 木 41 9cm 3 8clrI 複数方向 な  し

8 2 杭 針 板 13 0cm 7 5cm 1 4cH 不   明 ノコギリ

9 2 杭 広 九 木 24 7cm 3 1cm 2方 向 な  し

10 3a層 水田跡 杭 広 九  本 9 6cm 2 5cm ユ 方 向 伎払い 樹皮遺 存

11 3a層 水田跡 杭 広 九  本 6 9cm 1 5cm 1方 向 な  し 樹度遺 存

3a覆 水田跡 杭 広 九  木 19 5cm 2 4cm 2方 向 な  し

13 第25図 1 写真563 3a層 水田跡 杭 汁 ?柾 日 分宮1材 59 5om 7 8cn 1方 向 を  し

第25図 2 写真564 3a 水 田跡 杭 針 九  木 25 1cm 1 9cln 1方 向 な  し

15 3a 水 田赫 杭 針 ? 分割 材 54 3cn 5 9crn 不   明 枝 払い

3a層 水田跡 杭 広 九  本 14 4cm 1 6cm 不   明 な  し 樹皮追 存

17 3a層 水田跡 杭 広 丸  本 10 6cm 2方 向 な  し

3a層 水田跡 杭 広 丸  木 14 0cm 2 2cm 1方 向 枝 払い 絨 度浸 存

19 第25図 3 写真56-2 3a層 水田跡 続 広 九  木 14 0om 3 4cm 複数方向 枝

3a 水 田跡 杭 針 分割 材 66 0cm 4 0cn 複数方向

3a 水田跡 杭 針 分割 材 23 7cn 3方 向 な  し

3a層 水田跡 杭 針 2分割材 33 6cn 41帥 方向以上 枝 払い

12)4層上面

4a層水田跡 (第26図 )

<遺構状況> 畦畔 (畦畔 1・ 2)2本を検出した。これによって区画される水田区画は 3区

画である。畦畔 1は大畦畔で方向はN-40° 一W、 下端幅は28～3.lmで耕作土上面からの高さ

は 1～ 5 cmで ある。畦畔 2は方向 N-79° 一Eで、畦畔 1に取 りつく小畦畔である。下端幅は

0.7～ 08m、 耕作土上面からの高さは 1～ 2 cmである。畦畔はいずれも耕作土 と同じ4a。 4a′

層を盛 り上げて作られている。耕作土は4a。 4a′層である。両者は基本的には同じであるが、前

者は泥炭分の含有が少なく粘性が強い。分布も調査区北西部分に限られる。耕作上の4a・ 4a′層

は泥炭質粘土層の4b層を攪拌することによって形成されたもので、層厚は4a層が10～ 20cm、

4a′層が 3～15cmである。4a・ 4a′層 とも分解が進んでいるが、前者の方がより顕著である。ま

た両層ともに下面は凹凸が著しく、鉄分の集積は認められない。水田面の標高は9.0～9.lmの

間で、全体的に南東に下っている。

<出土遺物> 出土遺物は次のとおりである。弥生土器片 (28点 。3個体 )、 石器 (4点 )、 樹

木片 (1点 )、 種子 (1点 )。

弥生土器片は合計で28点出土したが、これらは3種類に分類される。(①第27図 8、 ②第27図

10、 ③第27図 9、 ④第27図 7、 11)①は甕である。体部上端には列点刺突文が施され、これよ

り下位の体部にはLR縄文が施されている。口縁部から列点刺突文の間の無文帯には明瞭なヨ

コナデが施されている。内面調整はミガキである。所属時期は桝形囲式期前後と考えられる。

②は体部資料であるが、器種は不明である。LR縄文が施されている。③は底部である。器厚が

厚く、内外面とも磨滅が著しく詳細は不明である。④は壺で外面にはLR縄文が施されている
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0                        10clnゾ

聴 図版番号 種  別 器種 連 存 原 口 径 底  径 器  高 町 特 徴

1 2 層 中 古銭 「寛永通宝」

2 溝 (西側 ) 土 師 器 堺 筋  % (7 3cm) ロクロ、回転糸切無調整、ヘラミガキ・黒色処理

3 写真561 3a層 水田跡 須 恵 器 ネ 約  χ (14 2cm) (9 0cm) (4 5cm) 0 63 ロクロ

4 写真55-8 3a層 水田跡 弥生上器 士霊 体部小片 R撚糸文 ?

5 写真553 3a層 水田跡 弥生土器 一霊 口縁部小片 2本 1描肱線文

写真55-7 3a層 水田跡 弥生上器 壷 体音[/1ヽ片 L撚糸文

7 写真55-5 4a層 水田跡 弥生土器 一霊 体部小片 LR縄文

写真551 4a層 水田lll 弥生土器 甕 口縁音I% (150釦 ) 日縁部、横ナデ、体部、東」突文、LR縄支

写真55-2 4a層 水田跡 弥生土器 甕 底部のみ 68m
写真55望 4a層 水田跡 弥生土器 体部小片 LR縄 文

写真 55-6 4a層 水田跡 弥生土器 一霊 頸 部 LR縄 文

( )内 は復元値

＝
―
―
―
―
Ｉ
Ｌ

第27図 出 土 遺 物 (2)
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が、小破片であるために詳細は不明である。石器は4点出上した。そのうち 1点 は大形板状安

山岩製石器で (第28図 5)、 畦畔 1上面からの出土である。他のものは象」片である (第28図 2、

3、 4)。

13)その他の出土遺物

基本層 1・ 2層から土師器片、赤焼土器片、須恵器片、陶器片、瓦片、杭、種子が出土した。

上師器片はロクロ使用の不で、内面はヘラミガキの後黒色処理が施されている。赤焼土器片は

不である。須恵器片は大甕と不で、前者には波状沈線文が施されている。陶器、磁器のうち産

地、年代などが確定できたものは 4点であるが、 1層からは志野・皿 (16c末～17c前 )、 瀬戸・

灰釉皿 (室町)、 灰釉皿 (江戸)、 2層からは土瓶あるいは壺 (江戸)が出上した。瓦片は平瓦

が 1点 1層 より出土したが、焼成の特徴から近世のものと思われる。

4.遺構の所属年代 とまとめ

検出遺構は3a層水田跡、4a層水田跡で、その他水田跡の可能性がある層は 2層である。

1.3a層水田跡は畦畔 4本 (畦畔 1・ 2・ 3・ 4)と濤跡 1条 (SDl)が検出されたが、畦畔

3・ 4は SDlの 両岸に作られたものである。水田区画の規模、形状を明確にすることはできな

かったが、水口を一箇所検出した。また、SDlの南岸に沿って杭列が検出されたが、これは土

留めの性格が考えられる。3a層 からの出土遺物は土師器、須恵器、弥生土器などであるが、南

方約30mの 富沢遺跡第 8次調査区 (工藤 :1984)と の層位対比や、灰白色火山灰のあり方から

平安時代以降～中世に所属する水田跡と推定される。

2.4a層水田跡は交接する 2本の畦畔 (畦畔 1・ 2)を検出したc畦畔 1は大畦畔、畦畔 2は

小畦畔である。これらの畦畔によって区画される水田区画の規模、形状は明確にすることがで

きなかった。この水田跡の所属時期は出土遺物から、弥生時代中期頃 (桝形囲式期)と推定さ

れる。

3。 その他水田跡の可能性のある層は 2層 であるが、その時期は出土遺物から近世 と考えられ

る。
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図版番号 出J:逸構  層位 名 長さ(rE) 幅 (鰤 ) 厚 さ(m4) 重量 (冨 )

1 写真56-5 3a層 水田跡 象」片石器 155 55 2

2 写真56-6 4a層 水田跡 微細ま」離痕のある素」片 31 0 29 0 60 64

3 写真56-7 4a層 水田跡 劉   片 52 0 25 5 57 89

4 写真56-8 4a層 水田跡 禁1  片 57 0 140 13 2

5 写真56-9 4a膚 水 tll跡 大形 板状安山岩製石器 H85 126 0 H5 252 7

第28図 出 土 遺 物 (3)



第 5節 富沢追跡第40次調査

第 5節 富沢遺跡第40次調査

1.調査方法

調査区の設定面積は28× 12～15m(約360m2)で ぁる。調査は、盛土および直下の 1層 (旧水

田耕作土)下郡までを重機で除去し、以下は人力により行った。なお、調査区には土層観察お

よび排水用の側濤を設けた。 6層上面までは調査区全面の調査を実施し、 7層以下は11× 8m

(約78m2)に規模を縮小して掘り下げた。遺構の測量は、杭A・ Bを基準として実施した。なお、

基準杭の平面直角座標系Xにおける座標値を計測し、遺跡内の正確な位置を把握している (杭

A:X=-197.26584km Y三 十4 48371km tt B:X=-197.2738km Y=+4.46091

km)。

2.基本層序

今回の調査では盛上下に26層が確認された。各層の上質は 1～ 5層が砂質シル トまたはシル

ト、 6～ 16層 までが粘土質シル ト、17～24層 までが砂質シル ト、25・ 26層が泥炭質粘上である。

現代のものを除いて水田土壌の可能性があるのは、 2・ 3・ 7～ 13・ 15。 18。 19・ 21層 である。

各層の傾きは、 1～ 10層 はほぼ水平で11層以下は南西側に緩やかに下っている。なお当調査区

は第15次調査 (斎野 :1987)Ⅳ 区に隣接しているが、各層の対応関係については遺構の対応関

係と共に後述する。

凹ロ
十

ゝ

1～ 6層 i面 調査

1～ 26層 上面調査

第29図 調査区位置図・設定図



第 2章  調査結果

▼A
3.検 出遺構 と出土遺物

(1)4層上面

1号溝跡一 SDl― (第31図 )

調査区の北端に位置し、東西方向に走る。北

側上端は調査区外のため検出できなかった。幅

7m以上、深さ約55cmで、断面形は有段の緩

やかな「U」 字形を呈する。底面のレベルはほ

ば水平である。堆積土は 5層 に分層されるが、

全て基本層 4層に類似した自然堆積層である。

また、濤の南側に沿って長さ約11.5m、 下端幅約

60～ 120cm、 高さ約 2 cmの土手状の高まりが

盛 り 上

Ю Юn―

勁

第30図 基 本 層 序

層序 土 色 土   質 層 厚 混 入 物 備 考

1 灰 色   5Y% 6 cmトー24cm ガヽ  楼 水田耕作上 (現代 )

2 灰 色    5Y% 砂質シル ト 2 cm～ 24卸 /1ヽ  礫 水田耕作土 ? 下面若千起伏・下面に鉄分集

積層

3 灰 色   5Y% 砂質ンル ト 3 cn～ 8 cm 小  礫 水H耕作土 ?・ 不連続 な分布 下面若干起伏

下面 に鉄分集積層

4 灰黄褐色   10Y R% シルト 5 cm～ 20cm マンガン粒

5 にぶい黄褐色 10Y R% シル ト 4 cn～ 25cm マ ンガン粒 ,鉄分

6 黒褐色    10Y R% 粘土質ンル ト 5 cnl～ 20cm マ ンガン粒

7 にぶい黄褐危 10Y R% 粘土質シル ト 5 cm～ 12cn マ ンガン粒 鉄分・灰自色火山灰刀

ブロック

水田耕作土 ?・ 下面起伏

8 灰黄褐色   10Y R% 粘土質ンル ト 4 cm～18cm マ ンガン粒・鉄分 灰 自色火山灰 ブ

ロック

水田耕作土 ? 下面起伏

9 褐 色    10Y R% 粘上質 シル ト 8 cm～ 26cm マ ンガン粒 鉄分 灰 Fl色大山灰ブ 水田耕作土 ? 下面起伏

10 灰黄褐色   10Y R% 粘土質シル ト l cm～ 10cm マ ンガン粒・鉄分 水田耕作土 ?・ 部分的で不連続な分布・下面

起伏

11 にぶい黄橙色 10Y R% 粘土質シル ト 10cm～ 30℃ n マ ンガン粒 鉄分少量 水田耕作土 ? 下面起伏

黄褐色     10Y R% 粘土質シル ト 2 cm～ 8 cm マ ンガン粒 鉄分 水田耕作土 ?・ 部分的で不連続な分布・下面

起伏

13 灰黄褐色   10Y R% 粘土質シル ト 2 cm～ 10cn 水田耕作土 ? 不連続 な分布 下面起伏

灰自色    10Y R%
にない黄橙色 10Y R%
褐灰色    10Y R%
黒 色   10Y R%

粘上質シル ト

粘土質シル ト

粘土質シル ト

粘土質ンル ト

12c ll～22cm 自然堆穣層・富沢進跡第15次調査における基

本層序10a層 に対応の可能性

15 灰黄縁色  10Y R% 粘土質ンル ト 2 cm～ 20cn 水田耕作土 ?・ 下面起伏

黒 色   10Y R%
灰自色    10Y R%

粘土質シル ト

粘土質シル ト

2 cm～14cm 自然堆積層・部分的分希

17 黒褐色    10Y R% 砂質ンル ト 4 cm～12cm 炭化物粒 植物遵体 部分的分布

褐 色   10Y R% 砂質シル ト 2 cm～ 24cm 植物遺体少量 本田耕作土 ?

19 にない黄褐色 10Y R% 砂質シル ト 5 cm～ 22cm 凝灰岩粒多量 水田耕作土 ?

黄灰色    25Y% 砂質シル ト l cm～ 8 cn 凝灰岩粒 植物遺体 不連続で部分的 な分布

黄灰色    25Y% 秒質ンル ト 2 cm～ 8 cn 水田耕作土 ?

起伏

不連続で部分的な分布 下面

黄
'天

色   25Y%
黒 色   10Y R%

砂質シル ト

砂質シル ト

2 cm～ 8 cm

色

色

黄

黒

25Y%
10Y R%

質

質

砂

砂

,レ ト

,レ ト

8 cm～18cm

色

色

灰

黒

5Y%
10Y R%

砂質ンル ト

砂質シル ト

18cm～ 26cm

黒 色    10Y R% 泥炭質粘土 6 cm～ 1lcn

灰自色    10Y R%
黒 色    10Y R%

泥 炭 質粘 土

泥炭質粘土

13cm以 上



第 5節 宮沢遊跡第40次調査

認められた。遺物は土師器片、赤焼土器片、中世陶器片、磁器片、種子等が出上している。こ

れらのうち底面から出土したのは中世陶器と種類判別が不可能な素焼きの土器片で、中世陶器

は常滑産の甕の体部破片である。

2号溝跡一 SD2-(第 31図 )

調査区の西端に位置し、南北方向に走る。西側上端は調査区外のため検出できなかった。幅

3.6m以上、深さ約25cmで、断面形は有段の緩やかな「U」 字形を呈する。底面のレベルはほ

ぼ水平である。堆積土は 3層に分層されるが全て基本層 4層に類似した自然堆積層である。遺

物は出上しなかった。

0            5m
i

102m― c

第31図  SDl・ 2平面図・断面図



第 2章 調査結果

(2)5層上面

3・ 4号溝跡 一 SD3・ 4-(第32図 )

調査区の西部に位置し、「T」 字形に接する。幅約 2m、 深さ約35cm、 断面形は緩やかな「U」

字形を呈する。底面のレベルはほぼ水平である。堆積土は 2層に分層され、基本層 4層に類似

した自然堆積層である。遺物は堆積土中から土師器片、須恵器片等が出上した。

5号溝跡 一 SD5-(第32図 )

調査区の東部に位置し、南北方向に走る。幅約1.2m、 深さ約35cm、 断面形は緩やかな「U」

字形を呈する。底面のレベルはほぼ水平である。堆積土は基本層 4層 に類似した単層である。

遺物は堆積土中から土師器片が出上した。

101m引 A SD4 A年一

SD4

SD5

10Y R%
10Y R%
10Y R%

色

色

色褐

掲

褐

暗

①

②

①

100m―引B SD5

0             1m

シルト 3a層及び 3b層 の小ブロック混在、層上部にマンガン粒がみられる。

ンルト質粘土 C層 に較べやや粘土質で若干暗い。

シルト マンガン粒が斑にみられる。

第32図 SD3～ 5平面・断面図



第 5節 富沢遺跡第40次調査

13)6層上面

6号溝跡 ― SD6-(第33図 )

調査区の東部を南北方向に走 り、東西方向に走るSD7と 「T」 字状に接する。切 り合い関係

は認められなかった。幅約0.7～1.5m、 深さ約10cmで、壁及び底面は凹凸が著しい。底面のレ

ベルは南側に向かって緩やかに下っている。堆積土は灰黄褐色シル トの単層である。遺物は出

上しなかつた。

7勘 ――SD7-― (昇;33図 )

調査区の中央部を東西方向に走 り、SD6と 「T」 字状に接する。幅約2.8m、 深さ約10cmで、

南壁側が 2段に掘 りこまれている。壁及び底面は凹凸が著しい。底面のレベルは西側に向かっ

て緩やかに下つている。堆積土は灰責褐色シル トの単層である。遺物は出土しなかった。

10,OH― 引A     SD6

SD8
SD9

100-D  D午 ―

翻
性___市____封 �

10.OⅢ…引C

第33図  SD6～ 9平面 。断面図



第 2章 調査 結果

8号溝跡― SD8-(第33図 )

調査区の南部に位置し、SD7と 並行している。幅約 1～1.8m、 深さ約10cmで、壁及び底面

は凹凸が著しい。底面のレベルはほぼ水平である。堆積土は灰黄褐色シル トの単層である。遺

物は出上しなかった。

9号溝跡 一 SD9-(第33図 )

調査区の東部に位置し、SD6と 並行している。検出した長さは約3.4mで、幅約30cm、 深さ

約 5 cmで、底面のレベルはほぼ水平である。堆積土は灰黄褐色シル トの単層である。遺物は出

土しなかった。

14)21層上面

21層水田跡 (第34図 )

耕作上のみで畦畔などは検出できなかったが、耕作域 (21層 )と非耕作域 (22層 )と の境界

が認められ、また第15次調査区の水田跡ど同一の層であることが確認されたため水田跡 と確定

した。ただ、耕作域 と非耕作域との境界は平面で確認したのではなく、調査区外壁セクション

での確認である (第30図 )。 境界ラインは調査区の北西部に想定され、N-18° 一Eの方向をと

る。耕作域はこのラインの南東側である。耕作土 (21層 )は直下にある砂質シル トの互層 (22

層)を攪拌したもので、厚さは2～ 8 cmである。下面は凹凸が著しく、鉄分の集積層は認めら

れない。水田面の標高は約8.525～8.575mで西側へ緩やかな下 り傾斜を示す。

なお、遺物は出上しなかった。

8やmコ B^ァ
、 を へ ⌒ 一 ⌒ v        ~

/

πラ
~~々   ωl

/7     
甘

o          3m

一

第34図 21日水田跡平面 。断面図

性 ~~~下 ~~~封
m



第 5節 富沢遺跡第40次調査

杵 Tコ
__T¬ _「 T¬ 一 下 坪

Cm

聴 図版番号 出土遺構 層位 種  別 材  質 素材形状 長  さ 幅 直径 厚  さ 先端加工 表面加工 備   考

写真57-3 18 層 加工材 広 4分割材 複数方向 な  し 端部 に焦痕

2 写真574 18 層 木製品
柾目．
一部板目 板 一部棒状 44 3cn 3 8cnl 0 8cm 不  明 全面に面取 り 一部焦痕

配 図版番号 遺構 ,層位 種  別 器種 逢存度 底  径 器  高 I多析 特 徴

3 写真571 6 層 上 師 器 堺 約  % (14 8cm) 5 4cm (4 7cm) 0 36 ロクロ、回転糸切無調整、ヘラミガキ 黒色処理

4 写真57-2 18 層 弥生土器 一霊 口縁～頸酎 11 lcr

横位隆帯 1条、穿孔 2(外面→内面)→横ナデ
ーロ縁部、斜位沈線多条 (穿 孔部分 を境 とし
て逆方向、外面→内面)頸音b、 3本 1描沈線

(縦位 2条 4単位→連孤文多重)ナ デ (口縁

部横 ナデ)一口縁部下半、縦位の粗い ミガキ

第35図 出土遺物 (1)



第 2章  調査結果

0                 5 cm

配 図版番号 層  位 名   称 長 さ(ml ll 幅 (mtll 厚 さ(mln) 重量 ( ) 石   質 備 考

1 写真575 18 層 石    核 77 0 170 1 不   明 変成岩か堆積岩がと化 したもの

写真576 18 層 石     鍬 87 5 細粒砂岩 ? 搬入品の可能性

第36図 出 土 遺 物 (2)



第 5節  富 沢遺跡第40次調査

0 その他の出上遺物

基本層 4～ 7・ 9層からは、土師器片、赤焼土器片、須恵器片、種類判別不能な素焼きの上

器片、陶器片、磁器片、瓦片、土製品が出上している。このうち土師器はすべてロクロ使用・

内面ヘラミガキ後黒色処理されたもので、 4～ 7層から出上している。図示できたのは6層出

上の 1点のみである (第35図 3)。 また、陶器、磁器で産地・年代などが確定できたものは 9点

あるが、そのうち 4層中からは在地の中世陶器 2点及び瀬戸・美濃の灰釉皿 1点 (16世紀末～17

世紀初頭)が出上し、 5・ 6層から常滑産の甕 3点 (中世)、 瀬戸産の碗 2点 (15世紀)、 灰釉

の碗 1点 (15世紀)が出土している。基本層18層からは弥生土器 1点 (第35図 4)、 石器 2点

(第36図 )、 力日工材 2点 (第35図 1・ 2)の ほか樹木片、種子が出上した。弥生土器は十三塚式

に比定できるものである。石器のうち 1点 は石核である。他の 1点 は打製の石鍬と思われ、破

損している。加工材のうち 1点 は棒状を呈し、全面が面取りされている。用途は不明である。

4.遺構の所属年代 とまとめ

1.検出した遺構は4～ 6層上面の濤群 (SDl～9)と 21層水田跡である。また、水田跡の可能

性のある層としては基本層とした 2・ 3・ 7～ 13・ 15。 18・ 19層の各層が上げられる。これら

の年代については隣接する第15次調査の結果も考慮に入れると、以下のように推定される。な

お、第15次調査の基本層序と確実に対応できたのは1～13層 と20～26層で、その間の14～19層

の対応関係を明らかにすることは出来なかった。

2・ 3層  近世以降・………・………………………………・第15次調査

4  層  中世…………・……………………………Ⅲ………・

5  層  中世・―・………………………………………Ⅲ……   3

6  層  中世・…………………………………Ⅲ……………・

7  層  平安時代 (灰 白色火山灰降下以降)……………・

8  層  平安時代 (灰 白色火山灰降下前後)……………・

9  層  平安時代 (灰白色火山灰降下以前)……………・

10・ 111冒

12・ 13層

14～ 19層

20  層

21   )冒

22   1冒

23    振雪

1・ 2層

3a層

a～ 3b層

3b層

4b層

5a層

6層

7b層

7C層

8～ 12層

13a層

13b層

13C層

14al冒

弥生時代・桝形囲式期以前―・………Ⅲ…………・



第 2章 調査結果

14b層

15 層

16 層

2.中世の遺構は 4層上面～ 6層上面まで 3時期にわたって検出された。第15次調査では3a・

3b層 の 2時期のみの確認に留まっているが、3b層の遺構に切 り合い関係が認められるので、本

来は当調査区のように 3時期程度の変遷があったものと考えられる。両調査区で検出された遺

構の応対関係は第37～39図 に示すとおりである。なお第15次調査ではこれらを13～14世紀に位

置づけているが、今回の調査では明確な時期を示す遺物 としては15～ 17世紀初頭のものが出土

したのみであった。今後の検討課題としたい。

0                        20m
1

24   帰目

25  帰雪

26  す冒

ノ

マ

オ

第15次調査Ⅳ区

第37図 40次 4層 。15次 3a層平面図



第 5節 宮沢追跡 第40次調査

m

第38図 40次 5層 。15次 3b層平面図

ノ

マ

だ

第39図 40次 6層・ 15次 3b層平面図

0                        20m



第 2章 調査結果

3.21層水田跡は桝形囲式期以前に位置づけられている第15次調査13b層水田跡に対応する。

第15次調査では水田域の北・東・南側に非耕作域を検出しており、水田域の西側への広が りが

不明であった。今回の調査では断面観察ではあるが、耕作域 と非耕作域 との境界ラインを想定

することができ、これによって水田域の西端を確認することができた (第40図 A)。

なお調査区の北部にも水田域北側の境界ラインの存在が予想されたが (第40図 B)、 この付近

は上層の19層 による攪乱が著しく、21層 は部分的に認められただけであった。したがって、こ

の部分については耕作域と非耕作域の区別をすることは困難であり、確実な境界ラインを想定

することは出来なかった。ただ調査区の南半部では耕作土が連続的に認められることから以下

のような可能性は考えられる。

①境界ラインは第15次調査区から直線的に延び、推定ラインBに接続する。この場合の耕作域

は南北約23.5m、 東西約47mの長方形で面積は約1105m2でぁる。

②境界ラインは第15次調査区から北側に振れて延び、推定ラインBよ りも北側を通る。この場

合の耕作域は西辺がやや長い不正な長方形となる。

③境界ラインは第15次調査区から直線的に延びるのではなく、途中で北側に屈曲する。この場

合の耕作域は①、②よりもさらに北側に拡大された形となる。

〃

マ

だ

X鞄″
乎
ノ

13b層本田跡

第40図  40次 21層・ 15次 13b層平面図



第 6節 宮沢遺跡 第41次調査

第 6節 富沢遺跡第41次調査

1.調査方法

調査区の設定面積は約5× 5m(26m2)でぁる。調査は、盛土及び直下の 1層 (旧水田耕作土)

下部までを重機で除去し、以下は人力により行った。尚、調査区内には土層観察及び排水用の

側濤を設けた。 7層上面までは、調査区全面の精査を実施し、 7層以下は、約2× 2mの試掘区

を設けて掘 り下げた。遺構の測量は、杭 A・ Bを基準 として実施した。

杭 A

＝
洲
淋
Ｔ

1～ 7層 L面調査

杭 B
十

第41図 調査区位置図・設定図

A
▼

0          2m

―

100n―――

2.基本層序

今回の調査では、盛上下に13層が確認され

た。各層とも粘土層で、特に 6・ 7層 は粘性

が強い。また、10層以下では泥炭分を含む泥

炭質粘土層 となる。グライ化は、 7層以下か

ら漸次進む。 2～ 5層は水田土壌の可能性が

ある。各層は、ほぼ水平な堆積状況を示して

いる。

10

盛 り 上

&Om―

第42図 基 本 層 序



層序 土 色 土   質 層  厚 混     入   物 備 考

暗緑灰色   10G Y% 粘 土 と5cm～ 25側 水田耕作土 (現代 )

2 暗オリーブ灰色 5G Y% 粘 土 2 cn～ マ ンガン粒 水日耕作土 ? 部分的分布

3 灰黄褐色   10Y R% ホ占土 Ocm～ マ ンガン粒多量 水田耕作土 ?下面若干起伏

4 赤褐色    5YR% 粘土 マ ンガン粒多量 水田耕作土 ? 下面若千起伏 鉄分集積層

5 にない黄橙色 10Y R% 粘 土 6 cm～ 15cm マ ンガン粒多量 鉄分 水田耕作土 ? 下面若干起伏 上面に鉄分集

積層

6 H音籍説ヨ      10Y R%
にない黄橙色 10Y R%

粘 土 5 cm～ 10cm マ ンガン粒多量 互層 自然堆積層

7 灰  色 5Y% 粘 土 8 cR～ 18cn

8 明緑灰色   5G%
オリーブ黒色 5Y%

粘 土 20cm前 後 互層 自然堆積層

9 黒 色   5YRl% 粘 土 10clr前後 泥炭微量 自然堆積層

暗灰黄色   25Y%
黒 色    5YR!ス

泥炭質粘土 18cm～ 28cm 泥炭 互層 自然堆積層

黒 色 5Y% 泥炭質粘土 8 cm^-14cm 泥炭多量

オリーブ黒色 10Y光 泥炭質粘土 10cm～ 25cH 炭化物粒 泥炭

暗オリーブ灰色 5 GY4/1 泥炭質粘土 20cm以 上 泥 炭

第 2章 調査結果

3.検出遺構と出土遺物

(1)3層上面

杭列

調査区北東側で、南北方向に 4本出土した。この内 3本は集中している。この 3本は矢板で、

他の 1本は分割材である。杭列検出付近は2層が存在せず、 1層下が直接 3層 となっており、

当層から打ち込まれたかどうかは不明である。

12)4層上面

1号溝跡 一 SDl― (第44図 )

調査区の東隅に位置し、南北方向に直線的に走行する。上端幅約130cm、 深さ約15～25cmで、

断面形は「U」 字状を呈する。底面。壁面は凹凸が著しい。堆積土は粘上の単層。出土遺物は、

底面より摩滅した土器片が 1点出土したのみである。

(3)その他の出上遺物

2層中よリロクロ使用の上師器片が 1点出土したのみである。

陥 挿図番号 図版番号 出土遺構 層位 種  別 材  質 素材形状 長  さ 幅 直径 厚  さ 先端加工 表面加工 備   考

] 第43図 1 写真58-1 3層 ? 杭 針、柾目 板 38 7cm 7 8cnl 0 8cm 2方 向 平  滑 ノコギ リ使用

2 第43図 2 写真58-2 3層 ? 杭 針、柾 目 板 32 1cm 5 0cm 08卿 2方 向 平 消 ノコギ リ使用

3 3層 ? 杭 針、柾 目 板 15 0cm 3 5cm 0 5cm 2方 向 平  滑 ノコギ リ使用

4 第43図 3 写真58-3 3層 ? 杭 針 分割材 t02cm 3 5cm 複数方向 不  明 先端のみ漫存





第|,章 詢蔭結果

牲_____¬___―――章
m

B4m_→ A A年

m

S‐ Di 土融

①.暴栂色 石VR蒼
―
権と 層ヽの主をプロッタで少筆 b.

B44図 航(3廟平面・ S‐ Dl(4層)平面,断面ロ

4。 ま と め

1,検出遺構としては、続列t SDlがある。こ|れ らは水由跡に伴う施設、永路の可能性もある。

これら遺構及び各層の所属年代であるが、1時期決定資料がなく、周辺調査区との1層位の対応も

不可能で、年代は不明である。

2.土層の断面観察より、2・ 4・ ,層は本田耕作土の可能陸 ある.層 としたが、これら各層

からは、イネのプラント'オパ‐―ルは検出されなかった。今後の検討謀題としたい。
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第 7節 富沢造跡 第42次調査

第 7節 富沢遺跡第42次調査

1.調査方法

調査区の設定面積は約80m2で ぁる。調査は盛土及び直下の 1層 (旧水田耕作土)ま でを重機

で除去し、以下は人力によって行った。尚、調査区内には土層観察及び排水用の側濤を設けた。

6a層 までは調査区全面の精査を実施した。6a層 より8b層上面までは安全確保のために調査区

を内側に縮小して、約30m2で調査を行った。8b層以下は3× 3mの試掘区を設定し、12層 までの

掘 り下げを行った。遺構の測量は、杭 A・ Bを基準 として実施した。なお、基準杭の平面直角

座標系Xに おける座標値 を計測 し、遺跡内の正確な位置 を把握 している (杭 A:X=―

197.52475km、 Y=+3.45888km tt B:X=-197.53077km、 Y=+3.45892km)。

2.基本層序

今回の調査では、盛上下に大別12層 、細別では19層が確認された。各層の上質は 1～ 5層が

シル ト質、6a～ 6e層 は砂礫及び砂質シル トで河川などの氾濫によって堆積 したものと思われ

る。 7層以下は粘土質となるが8a・ 8b層は泥炭を含み、8a層 は泥炭質粘上である。また、9a・

9c層 は砂である。グライ化は11層から漸次進み、12層では顕著になる。現代のものを除 く水田

土壌は4層であるが、この他に 2・ 3・ 7層 も水田土壌の可能性がある。また 3層からは灰白

色火山灰が少量検出されているが、これは下層のものが巻き上げられて混入したものと考えら

れる。各層はほぼ水平な堆積状況を示している。遺物出土層は 1・ 3・ 4・ 8b層である。

1～ 6a層上面調査

1～ 8b層上面調査

刀
洲

淋

Ｔ

A
0          3m

―

榊
＋

施
十

第45図 調査区位置図・設定図



第 2章 調査結果

思序 土 色 土   質 層  厚 混    入    物 備 考

1 黒掲色    10Y R% 砂質シル ト 4 cH～ 15cm 鉄 分 水田耕作土 (現代)下 面に鉄分集積層

2 黒褐色    25Y% 砂質シル ト 4 cH～ 10cm 鉄 分 水田耕作土 ? 下面起伏

3 暗褐色    10Y R% 粘土質シル ト 6 cm～ 15℃n 灰自色火山灰粒 水田耕作上 ? 下面起伏

4 黒褐色    10Y R% 粘土質シル ト 7 cn～ 12cm 鉄分 粗砂多量 水田耕作上 下面起伏

5 黒褐色    10Y R% 粘土質シル ト 2 cm～ 8 cn 鉄分・粗砂少量 不連続で部分的な分布

掲灰色    10Y R% 砂 30cm～ 35cm 鉄分 小礫多量 自然堆積層

6b 褐灰色    10Y R% 砂礫 35cm程 度 鉄 分 自然堆積層

6c 黒褐色    10Y R斃 砂質シル ト 3 cm～ 8 cn 自然堆積層

褐灰色    10Y R% 砂 6 cm～20cT 自然堆積層

6 黒褐色    10Y R% 砂質シル ト 16cH～ 30cm 自然堆積層

黒 色    5Y舅 粘土 3 cm～14cn 植物遺体 水田耕作土 ? 下面起伏

8 オリーブ黒色 75Y% 泥炭質粘土 4 cm～10cm 植物遺体 自然堆積層

8b 色

色

灰

黒

10Y%
25Y%

泥炭質粘土

粘土

10cm前 後 体

体

進

遺

物

物

植

植

自然堆積層

9 にない黄褐色 10Y R% 砂 8 cm程 度 自然堆積眉

9b 灰

黒

色    75Y%
色    75Y%

シ,レ ト質挙占土

シ,レ ト質粘土

10cm～ 18cR 体

体

進

遺

物

物

植

植

自然堆積層

9c にない黄掲色 10Y R% 砂 10cm程 度 自然堆積層

黒 色    10Y R 1/ 泥炭質粘土 4 cm前 後 植物遺体 自然堆積層

黄灰色 25Y% 粘 土 6 cn～ 20cm 植物遺体 自然堆積層

灰 色    10Y% ル ト質粘土 50cm以上 植物過体少量 自然堆積層

3.検出遺構 と出土遺物

(1)4層上面

4層水田跡 (第47図 )

140m_

<遺構状況> 調査区西半部で大畦畔を検出し          盛 り上

たが、部分的な検出で形状、規模は明らかでな

い。方向はN-39° 一Eで、検出部分での最大幅

は4.5m、 耕作土上面からの高さは2～5cmであ 130m―

乙面共
ヤ
瑞鍾婿識黙 蕊1鳥壱れ

ている。耕T/F± 4層 は層厚7-12crnで、分解が

進んでいる。下面は凹凸が著しく、鉄分の集積 120m-       6e

は認められないδ水田面の標高は12.75～ 12.8m

の間で、全体的に南東方向に下っている。

<出土遺物> 作土中より須恵器邪が 1点出土

した (第50図 2)。 底部を欠いており、切 り離し

技法は不明である。胎土は緻密であるが、若干     第46図 基 本 層 序

の細砂粒及び白色針状物質を含んでいる。

12)6層上面

1号溝跡一 SDl― 。1～7号土坑一 SKl～フー (第48図 )

SDlは 調査区を北東から南西方向に横切る濤跡で、方向はN-64° 一Eである。上端幅は



第 7節 富 沢遺跡第42次調査

0               3m

132m引 A A′ 時

性___司____当 m

第47図  4層水田跡平面 。断面図

40～ 60cm、 下端幅は10～25cmで ある。深さは約20cm程度で、断面形は逆台形を呈する。堆積

土は砂質シル トの単層である。上坑は平面形がいずれも楕円形を皇し、掘 りかたも浅い。遺構

の検出面である6a層は河川などの氾濫によって堆積 したと思われる砂層で生活面とは考えに

くく、掘 りこみ面は上層であった可能性が強い。濤跡、土坑 ともに性格は不明である。濤跡、

土坑とも遺物の出土は無かった。

土坑計測表

No SK3 SK5 SK6 SK7
大きさ(cm) 55× 62以 上 37× 57 85× 14〔 50× 57 87X108 75× 105 69× 92以 上

深 さ(cn) 6 10 7 5



第 2章 調査結果

126m―→B SKl B年   126m― C   SK2   C住

126m_E126m― D

128m_→ F

SK3

SK5 126mコ H SK7

0         05m

第48図  SDl・ SKl～ 7平面・ 断面図

黒褐色 10Y R 2/2 砂質シルト 層下部には6a層褐灰色10Y R 6/1よ り者干暗い砂層がみられる。

層上部にはⅣ層黒褐色と考えられるブロックがまじる。
黒掲色 10Y R 3/1 砂質シルト 酸化鉄、軽石粒を合む。
黒褐色 10Y R 3/1 砂質シルト 酸化鉄、軽石粒を合む。黒掲色10Y R 3/2粘 上をブロック状に含む。
黒褐色 10Y R 3/1 砂質シルト 酸化鉄、軽石粒を含む。
黒褐色 10Y R 3/1 砂質シルト 酸化鉄、軽石粒を含む。
黒 色 10Y R 2/1 粘 土   炭化物を少量合む。
黒掲色 10Y R 3/1 砂質シルト 酸化鉄、軽石粒を合む。灰オリーブ色5Y5/2砂をブロック状に含む。
黒褐色 10Y R 3/1 砂質シルト 酸化鉄、軽石粒を含む。
黒褐色 10Y R 3/1 砂質シルト 酸化鉄、軽石粒を合む。
灰オリーブ色 5Y5/2 砂   砂に①の上を多くブロック状に含む。

F存―

126m― G

土層註記

SDl ①

①
①
①
①
②
①
①
①
②
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m

SD2 土層註記

① 黒褐色 2.5Y3/2 粘土

未分解の植物遺体を合む。

② 黒褐色 2.5Y3/1 粘土

未分解の植物遺体を含む。

③ 黒色 25Y2/1 粘土

未分解の植物遺体を含む。

0         1m

―
第49図  SD2平 面 。断面図

(3)H層上面

2号溝跡 一 SD2-(第 49図 )

調査区 (試掘区)内 を北東から南西方向に横切る濤跡で、方向はN-73° 一Eである。平面形

は直線的ではなく、凹凸がみられる。上端幅は0.7～ 1.2m、 下端幅は0.3～0.6mで、断面形は

概ね逆台形を呈するが、不整形である。堆積土は粘± 3層からなる。性格は不明であるが、自

然流路の可能性もある。遺物の出上はなかった。

14)その他の出上遺物

基本層の 1・ 3・ 8b層 から陶器片、土師器片、木製品、石製品などが出上した。陶器片は 2

点で、ともに 1層からの出上である。土師器片は 3層から不の小破片が 1点出上した。内面は

ヘラミガキの後黒色処理が施されている。石製品は11層から磨石が 1点出上した。

4.遺構 の所属年代 とまとめ

1. 4層水田跡では大畦畔を検出したのみで、水田区画の形状、規模を明らかにすることはで

きなかった。時期はこれを知る資料に乏しく明確ではないが、出土遺物や灰白色火山灰のあり

方から、一応平安時代 としておきたい。

2.6a層では濤跡 1条 と土坑 7基を検出したが、出上遺物もなく性格は不明である。これらの

遺構は、上層からの掘 りこみである可能性が強い。時期は平安時代以前である。

3.■層上面で濤跡 1条 を検出した。出土遺物 もなく性格は不明であるが、平面、断面形が不

整形で、自然流路の可能性も強い。
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く    う4. 4層以外で水田跡の可能性がある層は 2・ 3・ 7層であるが、各

々の推定時期は次のとお りである。 2層 ― 中世以降、 3層 一 平安時

代以降～中世、 7層 一 平安時代以前

なお、当調査区周辺は調査例が少な く、各水 田跡の様相には不明な

点が多い。今後調査例の増加を待って、水田の規模、形状、所属時期

及 び水田域の広が りなどを明らかにしていかなければならない。

杵 下 下 下 下 雪

CIn

図版番号 出土遺構 層位 種  別 材  質 素材形状 長  さ 厚  さ 先端加工 表面加工 備   考

写直59-3 3 層 加工材 針、柾 目 板 10 5cm 3 9cn 7 mm 2方向 平  滑 ノコギ リ使用

CIn

0                10cln

聴 図版番号 遺構 層位 種  別 器 種 遺 存 度 口 径 底  径 器 高 徴特

2 写真59-1 4層 水田跡 須恵器 郭 口縁～体普5% 14 0cn

3 写真59-2 H層 磨 石 安山岩

第50図 出 土 遺 物
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第 8節 富沢遺跡第43次調査

1.調査方法

調査区の設定面積は9× 4.5m(約 40m2)でぁる。調査は、現地表下2.5mに も及ぶ最近の攪

乱層を重機で除去し、以下は人力で行った。調査区は第37次調査区の南側隣接地であるが、前

述した攪乱により37次調査で確認された水田土壌のほとんどは失われていた。したがって、今

回の調査では主に 5層以下の、弥生時代以前の上層が調査の対象となった。特に、旧石器時代

の層が確認された30次調査地点 (太田他 :1988)か ら東に100m程 の近い地点であることか

ら、同様の層の存在の確認と広が りの把握をねらいとした。なお、安全確保のため下層になる

にしたがい調査面積を縮小し、また、そのつど、周囲に土層観察と排水を兼ねた側濤を設けた。

実測では杭 A・ Bを基準 として行った。その杭の座標値は、A:X=-197.647206km、 Y=十

3.865533、 B:X=-197.648336km、 Y三 十3.873603kmで ある。

2.基本層序

日

い
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ｏ

宮沢遺跡

イ

」
。
下

斗

２２
層
上
面
調
査
区

杭A+

第51図 調査区位置図・設定図
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今回の調査では、26層の層序が

確認された。これらは基本的には、

5～ 11ま での泥炭層か泥炭質粘

土、12～14層の粘土、15層以下の

シル ト・砂・粘上の互層から成っ

ており、グライ化は15層以下から

漸次進んでいる。

各層か らは遺構は検出されな

かったが、15層上面で河川跡とみ

られる落ち込みが 2条重なって発

見された。また、20・ 21層 は植物

遺体を多 く含む泥炭質粘土層であ

ることが半J明 し、22層上面からは

主に根の部分を中心とする樹木が

10本前後検出された。この大半は

樹木の状況から、その場に生育し

ていたものと考えられる。さらに、

一

2

====モ与子====4
80m――-   5b ~~

70m下

11

60m___

50m――一

24

―

花粉分析用サンプルー
採取層位

第52図 基 本 層 序

層序 土 色 土   質 層  厚 混 入 物 備 堵

1 黒褐色    10Y R% ル ト 3 cln 細 砂 水田耕作土 ?

2 黒 色   10Y R% ンル ト質粘土 水田耕作土 ?下面起伏

3 黒 色    10Y R% 泥炭質粘土 粘土 と縞状 をなす

暗灰黄色   25Y% 粘 土

5a 黒 色   10Y R χ 泥炭 10cm 植物遺体 多量

5b 黒 色    10Y R1/ 泥炭質粘上 13cnt 植物遺体

5c 黒褐色    10Y R% 泥 炭 20cm 植物遺体 多量

灰黄褐色   10Y R% 粘 土 7 cm

7 黒 色    10Y Rl% 泥炭質粘土 24cm 植物遺体

8 灰黄th色   10Y R% 粘 上 2 cm～ 9 cm

9 黒 色   10Y R 1/ 泥炭質粘土 50cm 植物遺体 層中に粘土・泥炭 を挟む

黒褐色    10Y R% 泥炭質粘土 4 cm 櫨物遺体

11 黒 色    10Y R 1/ 泥炭質粘土 22cIF 植物遺体 層中に粘上 を狭む

12 黒 色   10Y R l% 粘 土 6 cm 植物遺体少量

13 黒 色    10Y R% 粘 土 8 cm～ 18cm 植物遺体少量

黒 色   7 5YR% シル ト質粘土 5 cm～ 28cm 砂粒

15 灰 色   5Y% 砂質シル ト 14cm 砂粒

緑灰色    7 5G Y% 砂 (細秒 ) 14cm

17 明緑灰色   7 5G Y% 粘土質シル ト 19cn～ 43cm 細砂が不規則 Iこ 介左

緑灰色    5G% ル ト質砂 50cm 砂 と縞状 をなす

19 明緑灰色   75GY/ 粘 土 4 cn

20a 灰黄褐色   10Y R% 泥炭質粘土 4 em 植物遺体

暗灰黄色   25Y% 泥炭質粘土 6 cn 植物遺体 植物遺体 を含む薄い層が何枚 も挟まれている

21 黒褐色    10Y R% 泥炭質粘土 8 cm 植物遺体 (樹木 など)

にぶい黄色  25Y% 粘 土 7 cm 21層 の影響 か、わずかに黒味がある。

23 浅黄色    25Y% 粘 土

明緑灰色   7 5CY% ル ト質粘土 22cln

にない黄褐色 10Y R% 粘上 5 cr 植物の腐植層、植物遺体多量

細 砂
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● トネリコ属根材

Oハ ンノキ節根材

□ 花粉分析用サンプル採取地点 μ
___巧

げ ___耳
m

第53図 22層上面樹木出土状況

一部の試掘ではあるが、25層 にも樹木が含 まれていることも確認された。

3.出土遺物

遺物には、河川跡の壁際から出土した細片の縄文土器 9点があるが、いずれも磨滅が著しく

図示できなかった。土器の胎土中に植物繊維を含むことから、縄文時代の早期末から前期前葉

頃のものと考えられる。

また、20・ 21層 中、22層上面からは樹木や、種子 (水洗選別により採取)な どの植物遺体が

検出された。樹木は後記の分析結果によるとその大半がハンノキの根であることが判明した。

種子では、福島大学の鈴木敬治氏によると、大半が ミツガシワ (Menyanthes trifoliata Linn。 )

とスゲ属 (Carex)で あるとのことである。

4.ま  と め

今回の調査では攪苦しが大きく及んでいたこともあり、遺構は発見されなかった。しかし、下

層から樹木や植物遺体を合む泥炭質粘土層の存在が確認されたことは30次調査の旧石器時代の

層との関連で大きな成果であった。これらの層のうち、20a。 21層 については花粉分析を行い、

後記の結果を得た。それによると両層とも周辺には針葉樹林が発達し、現在よりも寒冷な気候

であったことを示しているとのことである。また、特に20a層 では挺水植物のミツガシワが多い

のが特徴で、21層 に比べ、より沼地的であったらしいcこ のミツガシフの花粉の層位的なあり

方は種子でも同様の傾向を示しているようである。22層上面については樹種同定によるとその

大半がハンノキであり、付近は湿地林の様相を呈していたとのことである。尚、これらの樹木

の一部について C14年代測定を行ったところ、後述の結果を得た。上下を含めた層の特徴や樹木

の年代などからみると、30次調査の旧石器時代の層 と同じ層である可能性が高いが、今後、周

辺の調査を進めることにより、さらに検討していく必要があろう。

榊
叶
引
莉
馴
評
キ
‐‐
ン

ヽ

す
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5.分析・ 同定

(1)花粉分析

守  田 益  宗  (東北大学理学部生物学教室 )

富沢遺跡の第43次調査に関連して、花粉分析を行ったので報告する。

花粉分析の試料は、植物遺体を多く含む21層 とその上位の20a層 から、それぞれ 1試料を採取

した。第52・ 53図 にその位置と層位を示す。試料は、KOH‐ ZnC12‐ Acetolysis法で処理を行い、

花粉・胞子の同定は、顕微鏡の信率を250～ 1250倍 にして行った。各試料について、花粉・胞子

の総計が500粒以上で、そのうち高木花粉 (Trec Pollen:TP)が 200粒以上になるまで同定し、

その間に出現するすべての花粉・胞子を記録した。花粉分析結果を下表に示す。

21層・20a層 ともに、高木花粉のうち針葉樹が約70%を 占めるが、21層では筋 姑 が20a層 で

は肱 切 が最優勢を示すという違いが認められる。広葉樹の花粉は、助蕨力を除き、あまり出

現しない。両層の堆積当時、本遺跡の周辺には針葉樹林が発達しており、古気候は現在に比べ

かなり寒冷であつたと言える。しかし、両層の針葉樹花粉の出現の違いが、遺跡周辺の広域的

な植生の変化を示しているのか、この付近の局地的な植生の違いによるものかは分析点数が少

なく明らかにしえない。

草本花粉では、両地点とも Cyperaceaeが優占するが、20a層 では挺水植物の 〃留
"%励

ぉ の

多産が特徴的である。〃ηttη滅盗 (ミ ツガシワ)は、沼地などの岸に近い所などに生育するの

で、20a層 の時代にはそのような場所が付近にあったことを物語っている。

20a層 21層 20a層 21層

P'■ 2s       マ ツ属 ∩rn min合たo      イネ科 14

スbJ9s      モ ミ属 9 CVDeraCeae     カヤツリグサ科

Lα T】 ″        カラマ ツ属 2 4 Lliaceae      ユ リ料 2

Pテ c?α        トウヒ属 B'sι οTι α     イブキ トラノオ属 1

Ts2々 α           ツガ帰 スcOttJι 2阿       トリカ,デ ト万弓 2

Cヮριοp9ヶ Jα     スギ 1 1 C】 9阿αιげd    セ ンニンツウ属 3

J2々 ια2s           ク
'レ

ミテ弓 Rc222C2ι ″s   キンポウゲ属 ユ

B9う 2Jα        シラカンバ属 Tん αι
'cι

T2η    カラマツソウ属

CαT,'22S      クマシデ属 8 4 Sα

“
r″けSOTbα    ワレモコウ属 2

029 Tctts        コナラ属 9 4 Oher Rosaceae  バ ラ科 5 4

」ιη″s          ニ レ属 7 9 Umbelliferae    セ リ科 4

″92ν αηιんes   ミツガンワ属 2

sαιJ″        ヤナギ属 2 ス″ι9卯 Jsテ α       ヨモギ属 8 8

CoTvι 2d          ハ シバ ミサ高 15 Other Compositae キク科 4 1

4ι ″乞s            ハンノキ属 11

AJ2cs,9T     ヤ シヤ ブ シ属 2 2 l lete type FS  単条溝型シダ胞子 5 2

Araliaceae         ウコ4科 E々″けscと ″η    トクサ属 1

Erlcaceae      ツツジ科 2 L,cOク 0じ

'2η
   ヒカゲノカズラ属 1

FTαπj,VS       トネリコ属

Lο免

'c9″
α      スイカプラ属 Spん oを″乞例     ミズゴケ属 2 3

yど わ乞T2伍阿      ガマズ ミ属

TP        高本 花榜

NTP       非高木花粉

FS         シダ胞子 6 3

Unknown 不 llB
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(2)木材の樹種

鈴木三男 (金沢大学教養部生物学教室)

能城修― (大阪市立大学理学部生物学教室)

仙台市の富沢遺跡の第43次発掘で更新統の泥炭質の21層及び25層から出上した木材化石10点

の樹種を調査した。その結果、カラマツ属、ハンノキ属ハンノキ節、 トネリコ属の 3樹種が同

定されたので、その同定の根拠となった材形質を以下に記載し、その顕微鏡写真を写真69に示

した。また、仙台市教育委員会が作成した22層上面におけるこれらの木材化石の分布図に同定

結果を書き入れたものが第53図である。これら同定に用いた木材組織プレパラー トはMYG 85

～MYG 94の 標本番号で仙台市教育委員会 と金沢大学教養部生物学教室にそれぞれ 1セ ット

づつ保存されている。

材形質の記載

1.カ ラマツ属 枝・幹材 Lar�  マツ科 写真la―c(MYG 94)

早材部 と晩材部では仮道管の大きさが極端に違い、年輪のはっきりした針葉樹材で、垂直及

び水平の樹脂道を持つ。早材の仮道管は直径が大きく薄壁で、有縁壁孔はしばしば 2列に対列

状に並ぶ。放射組織は単列 と紡錘形のものがあり、後者ではその中央に水平樹脂道を持つ。放

射組織は柔細胞 と放射仮道管からなり、放射仮道管の内壁は平滑で薄 く、有縁壁孔も大きめで

ある。以上の形質からマツ科のカラマツ属の枝あるいは幹の材 と同定した。カラマツ属には本

州中部の亜高山帯にあるカラマツと千島・樺太にあるグイマツが考えられるが、これらを材構

造で区別することはできていない。

2.ハ ンノキ属ハンノキ節 根材 Alnus sect.Gymnothyrsusカ バノキ科 写真2a―c(MYG
-85)

薄壁で角張った小道管が放射方向に数個複合して散在する散孔材で、年輪界は不明瞭、道管

の穿孔は横棒が20本 くらいの階段状、繊維細胞は直径が大きく薄壁で短い、放射組織は同性で

単列のものと集合状のものがある。さらに、繊維細胞が道管 と極端には違わないほど太 く、放

射組織の細胞 も大きめであるなどからハンノキ属ハンノキ節の根あるいは根株の材であると同

定した。この節には冷温帯から暖温帯にかけて広 く全国の低湿地に普通なハンノキ (ヤ チハン

ノキ)、 山地斜面におおいヤマハンノキなどがあるが材構造での区別はできない。

3.ト ネリコ属 根材 Fra� nus モクセイ科 写真3a―c(MYG 93)

薄壁で角張った小型の道管が単独あるいは 2個放射方向に複合して、小数が散在している散

孔材で、年輪界は不明瞭、道管の穿孔は単一で、側壁の壁孔はきわめて小さく交互状に密に分
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布する。繊維細胞は薄壁で太 く、極端に短い、放射組織はやや異性的な同性で、幅は1な いし

2列で背は低い。以上のことからこの材化石はモクセイ科の トネリコ属の樹木の根あるいは根

株の材であると同定した。 トネリコ属には冷温帯の低湿地や扇状地などに多いヤチダモをはじ

め多数の種があるが材構造での区別はできていない。ただ、関東平野の縄文時代の低湿地遺跡

で多量の トネリコ属の材が出上し、それがヤチダモの大型植物化石をともなっていることから、

これらの材化石がこの種のものであるとみなされている。当遺跡からの出土材も関東平野のも

のによく一致することからヤチダモの材である可能性が考えられる。

以上見てきたように、同定を行った10点のうち 9点が21層から出上している。これらの22層

上面における分布を示したのが第53図である。この図を見て分かるようにいずれもが根株状で

その同定結果も9点中 8点がハンノキ節の根材で、残 り1点が トネリコ属の根材である。この

ことからこれらの樹木は泥炭質の21層 に生育し、下位の22層中に根株材をはっていた埋没林の

一部であると考えることができる。そして根材の 2樹種が現在でも亜寒帯下部から暖温帯にか

けての低湿地に普遍的な樹種であり、この埋没林は亜寒帯ないしは温帯の低湿地性のものであ

るということができる。一般に氷期の寒冷な時期の泥炭層に含まれる木材化石はトウヒ属、カ

ラマツ属、モミ属、マツ属の単維管束亜属などの亜寒帯あるいは冷温帯性の針葉樹が圧倒的で

あり、このように落葉広棄樹が優占するのはあまり知られていない。これらの木材の放射性炭

素年代は、後述のように最終氷期のうち、もっとも寒冷とみなされている時期を示しており、

花粉分析の結果 もそれを支持している。従って、この埋没林が寒冷の時期の河川敷などに成立

した落葉広葉樹林を示していると見なされるが、その一方で、寒冷な時期からはずれた、多少

とも冷涼といえる時期のものである可能性もある。また残 りの 1点 はこれらより下位の植物遺

体を含む黄褐色の粘土層 (25層 )か ら出上しており、これは落葉針葉樹のカラマツ属であるこ

とから、これは寒冷な時期の堆積物 と考えられる。

(3)放射性炭素年代測定結果報告

測定機関 日本大学文理学部地理学教室

年代測定室

COde No

NU-127

試料名 依頼者のコー ド 確定年代

22,880

付加誤差   計測者名

木 材 富沢遺跡第43次 土°rxク
∩  小元久仁夫

注(1)年代計算の際、放射性炭素の半減期として5,570年を使用

(効 付加誤差はβ線計測時の標準偏差 (lσ )に相当する年代
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第 9節 富沢遺跡第44次調査

1.調査方法

調査区の設定面積は約8× 3m(22.6m2)で ぁる。調査は、盛土および直下の 1層 (旧水田耕

作土)下部までを重機で除去し、以下は人力により行った。なお、調査区内には土層観察およ

び排水用の側濤を設けた。 7層上面までは調査区全面の調査を実施し、 8層以下は2.9× 14m

の試掘区を設けて掘 り下げた。(11層以下は1.9× 1.4m、 14層以下は1.4× 0.8m)遺構の測量は、

杭A・ Bを基準 として実施した。なお、基準杭の平面直角座標系Xに おける座標値を計測し、

遺跡内の正確な位置 を把握 している (杭 A:X=-197.55204km Y=+4.29071km杭

B:X=-197.55267km Y=+4.29668km)。

2.基本層序

今回の調査では、盛土下に大別15層、細別では16層が確認された。各層の上質は 1層が粘上、

恥
認 話

0      1m
l―

姦勢
｀
Ⅵ監

1～ 7層 上面調査

チ

1～ n層上面調査

第54図 調査区位置図・設定図
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2層がシル トを主とし、 3～ 7層のあいだは粘土、 8・ 9層がシル ト質粘土を主とし、10層以

下は泥炭質粘上である。グライ化は 5・ 8b・ 9層 で若千認められる程度である。現代のものを

除いて 2～8a層 が水田土壌の可能性がある。なお、

5・ 6層からは灰白色火山灰が検出されている。

5層 中のものは、本来 6層上面に乗つていたもの

が後の 5層 の攪乱により層中に巻き上げられたも
 10rOm_

のと思われる。各層はほぼ水平な堆積状況を示 し

ている。

3.検出遺構と出土遺物

Ａ

▼

盛 り 上

(1)6層上面

1号土坑一 SKl― (第56図 )

調査区の東部に位置する。平面形は不正な楕円

形を呈し、南北長は195m以上、東西長は約 lm 8 0n―

である。断面形は浅いすり鉢状を呈する。堆積土

は単層で、灰白色火山灰を含んでいる。遺物は出

上しなかった。

鰤

15

第55図 基 本 層 序

Ｉ

Ｌ

層序 土 色 土   質 層  厚 混 入 物 備 考

1 黄灰色    25Yχ シル ト質粘土 5 cm～ 15cn 水田耕作土 (現代 )

灰 色   5Y% 粘土質シル ト 2 cr～ 8 cm 綱砂少量 水田構作土 ?

3 灰 色    75Y% 粘 土 2 cn～ 8 cm 水岡耕作土 ? 下面起伏 上面 に鉄分集積層

4 灰 色   10Y% 粘 土 2 cm―-10cm マ ンガ ン粒少量 水田耕作土 ? 下面起伏

5 オリーブ灰色 2 5GY% 粘 土 5 cm～ 15cm マ ンガン粒少量 灰自色火山灰 ブロ

ツク

水田耕作土 ? 下面一部起伏

6 灰 色    10Y% 粘 土 10cn～ 20cH マ ンガン粒少量・鉄分少量 上面に

灰白色人山灰ブロック

水田耕作土 ? 下面一部起伏

7 黄灰色    25Y% 粘 土 10cm～ 15m マ ンガン粒多量 水田耕件土 ? 下面に鉄分集穣層

8a 黄灰色    25Y% ンル ト質粘土 3 cm～ 8 cm 水田耕作土 ?

8b 灰臼色    5Y%
灰 色   5Y%
黒 色    5YRIχ

シル ト質ホ占土

ンル ト質粘土

泥炭質粘土

10伽 ～15cm 自然堆積層

9 灰 色    5Y必
灰白色    10Y%

シル ト質粘土

シル ト質粘土

5 cm― -15cm 自然堆模層

黒 色    10Y R 1/
灰 色    5Y%
暗灰黄色   25Y%

泥炭質粘土

粘土

粘土

15cm～ 20cnl 自然堆積層

11 暗灰黄色   25Y% 泥炭質粘土 8 cRl～ 12cn 植物遺体多量 自然堆積層

12 暗灰黄色   25Y%
黒 色    10Y Rl%

泥 炭 質格土

泥炭質粘土

20cr前 後 植物遊体多量 自然堆検層

13 暗灰黄色   25Y%
灰オリーブ色 5Y%

泥炭質粘土

泥炭質粘土

15cn～ 20cm 植物遺体多量

植物遺体少量

自然堆積層

黒 色    5Y%
暗灰黄色   25Y%

泥炭質粘土

泥炭質粘土

15cm～ 25cm

植物遺体多量

自然堆積層

15 暗灰黄色   25Y% 泥炭質粘土 18cm以 上 植物遺体 多量 自然堆積層
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90m¬ A A“
〒f       rI

0            1m

SKl
① 7.5Y% 灰色シルト質粘土

75Y%粘 上を若干合む

仄白色火山灰を少量合む

0            1m

第56図 SKl平面 。断面図

12)その他の出土遺物

基本層 2～ 5層から土師器片、須恵器片、陶器片、磁器片等が計63点出上したが、そのうち

半数以上は5層中から出上した。図示できるものはない。上師器は 3層以下から出上しており

調整技法の分かるものの大部分がロクロ使用・内面ヘラミガキ後黒色処理されたもので、 5層

中から出土した 1点のみが非ロクロのものである。須恵器は3層以下から出上しているが量は

少ない。陶器・磁器は 2・ 3層中からのみ出上しており、 3層中の唐津 。青緑釉皿片 1点 を除

いてすべて近世以降である。

4.遺構の所属年代 とまとめ

検出遺構はSKIの みで、性格は不明である。また基本層 2～8a層 は土質、層下面の状況から

判断して水田跡の可能性がある。これらの時期については2層が近世以降、3層が近世、4・ 5

層が平安時代～近世、6層及びSKlが平安時代 (灰白色火山灰降下前後)と推定される。なお、

7・ 8a層の時期については第28次調査区 (佐藤 :1988)の基本層序との対応関係から平安時代

(灰 白色火山灰降下以前)に
'ヒ

定できる可能性が考えられる。
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第 10節 富沢遺跡第 45次調査

1.調査方法

調査区の設定面積は約30m2で ぁる。調査は、盛土及び直下の1層 (旧水田耕作土)ま でを重

機で除去し、以下は人力により行った。4a層上面までは、調査区全面の精査を実施した。4a層

以下は、調査区の南端部、北端部に一箇所ずつの試掘区を設けて掘り下げた (南試掘区は9a層

上面まで2.5× 2m、 12層上面まで2× 2m、 14層 まで1.5× 2m、 北試掘区は9a層上面まで2× lm、

12層上面まで1.2× lm、 14層 まで0,7× lm)。 測量は杭A・ Bを基準にして実施した。なお、基

準杭の平面直角座標系Xに おける座標値を計測し、遺跡内の正確な位置を把握している (杭

A:X=-197 55696km、  Y=+3.48648km tt B I X=

-197.56774km、  Y三 十3.43423km)。

ど
ｒ
ｌ
し

北 争

1～ 4a層 上面調査

1～ 9a層 上面調査

ュ～12層 上面調査

申
m

第57図 調査区位置図・設定図
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2.基本層序

今回の調査では盛土下に大別14層 、細別で19層が確認された。各層の上質は 1～ 3層がシル

トである。4a～4c層 は砂質層であるが、4b層 は砂礫、4c層 は砂質シル トと粘上の互層である。

5層以下は粘土層が主体 となるが、 7・ 10・ 11層 は泥炭質粘土である。また9b層 は砂礫であ

る。グライ化は12層から漸次進むが、14層 では顕著である。現代のもの以外で水田土壌の可能

性のある層は、 2・ 3層である。各層はほぼ水

平な堆積状況を示している。

3.検出遺構 と出土遺物

遺構、遺物ともに検出されなかった。

4。 ま と め

水田耕作上の可能性のある層が確認された

(2・ 3層)のみで、遺構、遺物は検出されなかっ

た。 2・ 3層の時期は隣接する42次調査区との

層位対比から、平安時代以降と考えられる。

A
▼    _

盛 り 土

オ

′10_9c__   _

13

14

第58図 基 本 層 序

層序 土 色 土   質 層  厚 混   入    物 備 考

ユ 灰 色 5Y% シ,レ ト 4 cm～ 14cm 鉄分 水EB耕作土 (現代 )・ 下面に鉄分集積層

2 オリーブ黒色  5Y% 粘土質ンル ト 2 cm～ 10cm 鉄分 炭化物粒少量 水田耕作土 ? 下面～音I起伏

3 灰  色 10Y% 砂質シル ト 5 cH-10cm 鉄分 凝灰炭粒 水田耕作土 ?・ 下面一部起伏

4 暗緑灰色   7 5G Y% 砂 10cm～ 26cm 鉄 分 自然堆積層

暗緑灰色   7 5G Y% 砂礫 12cn程 度 自然堆積層

色

色灰

灰

黄

10Y/
25Y%

砂質シル ト

粘土

10cm～ 28cm 鉄分・細砂

鉄分 炭化物粒

自然堆積層

5 黒 色    7 5YR% 粘 土 4 cm-10cm 鉄分少量 自然堆讃層

6a 暗灰黄色   25Y% 粘 土 12cm～ 35cm サウンドパ イプ 炭化物粒 細砂 自然堆積層

6b 灰オリーブ色 75Y% ル ト質粘土 5 cm～ 12cm サンドパイプ少量 自然堆積層

黒 色   10Y R1/ 泥炭質粘土 4 cm～ 12cm 植物遊体 自然堆積層

8 黒褐色    10Y R% 粘 土 6 cm～ 10cnl 植物遺体少量 自然堆検層

9a オリーブ灰色 5GY% 秒質粘土 20cnl～ 34cm 植物遺体 自然堆積層

9b 暗 オリーブ灰色 5GY% 砂礫 6 cm-22cm 自然堆積層

9c オリーブ灰色 2 5G Y/

黒 色    25Y%
シル ト質粘土

粘上

15cln～ 20cm 体

体

遺

遺

物

物

植

櫨

自然堆積層

黒 色    10Y RIχ 泥炭質粘上 5 cm～ 14cm 植物遺体多量 自然堆積層

黒褐色    10Y R% 泥炭質粘土 2 cm～ 12cm 植物遺体 自然堆積層

黄灰色    25Y% 粘  土 10cm～ 18cm 植物遺体 自然堆積層

灰黄褐色   10Y R% 粘 土 15m～ 22cm 植物遺体 自然堆積層

オリーブ灰色  5GY% ル ト質粘上 30cm以上 植物遺体少量 自然堆積層
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第11節 富沢遺跡第46次調査

1.調査方法

調査区の設定面積は約20 X llm(222m2)でぁる。調査は、盛土及び直下の 1層 (旧水田耕作

土)上面までを重機で除去し、以下は人力により行った。尚、調査区内には土層観察及び排水

用の側濤を設けた。13層上面までは、調査区全面の精査を実施し、13層以下は、約9× 5Fnの試

掘区を設けて掘 り下げた (19b層以下は約7× 3.5m、 22層以下は約5× 3.5m、 29b層以下は約5×

1.8m)。 遺構の測量は、杭A・ Bを基準 として実施した。尚、基準杭の平面直角座標系Xにおけ

る座標値を計測し、遺跡内の正確な位置を把握している (杭A:X=-197.48210km、 Y三 十

4.12891km ttB I X=-197.48015km、  Y=+4 13878km)。

2.基本層序

当調査に際しては第28次調査区 (佐藤 :1988)の 隣接地であり、層序の対応が可能であつた

ことより、第28次調査時における基本層序と同一層序を使用した。従って、欠落した層もあり、

連続した層位番号 となっていない。また、新たに認められた層の関係で、 6・ 12・ 18・ 19・ 29。

35層の各層は分層し、アルファベット名を付した新層位名 となっている (ex.6層→6a層 。6b

杭A十

淳
職 所

0      3m

―

日

‐Ｉ

Ｈ

Ｕ

鰐

ｒ

第59図 調査区位置図 。設定図
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A
―                  ▼

盛 り上

■Om―
20

層)。 今回の調査では、盛上下に 1～35層 までの

42層が確認された。これら各層は、 1～ 4層 ま

でが粘土層、 6～29層 までが粘土と泥炭の互層

を基本とする泥炭質粘土層、31～35層が粘土層

あるいは砂質シル ト層に分類される。グライ化

は、22層以下から漸次進み、31層以下では、顕

著である。現代のものを除 く水田土壌は9a・

10d。 1la層である。また、 2・ 3・ 4・ 6b層 も

水田土壌の可能性がある。遺物出土層は 1・ 3・

4・ 10c層である。 3・ 4・ 29b層 からは、火山

灰が検出されている。この内 3・ 4層中のもの

は灰白色火山灰である。これらの火山灰は、 4

層中に入っていたものが、後の 3層の攪乱によ

り3層中に巻き上げられたものである。また、

29b層 中のものは、第28次調査29層 中検出のも

のと同一のものと考えられる。各層の傾きとし

ては、 1～12層 までが北側へ緩やかに下り、13

層以下ではほぼ水平となる。

3.検出遺構 と出土遺物

遺構は10d・ ■層上面で各水田跡が検出され

31

35a

た。また、 9層上面では畦畔は認められなかっ

第60図 基 本 層 序      たが、第28次調査区の9a層水田跡耕作上のひろ

がりが確認された。

(1)9層上面

9a層水田跡 (第61図 )

<遺構状況> 耕作上のみで、畦畔等は検出されなかったが、耕作域 (9a層 )と非耕作域 (9b

層)の境界が認められた。ただし、調査区外壁セクション面での確認で、平面的に確認した訳

ではない。調査区外壁セクション面から想定される境界ラインは、調査区の南東側に位置し、

N-46° 一E方向をとる (第61図 )。 従って、耕作域はこのライン南東側 (20m2)で、その反対

側が非耕作域であったものと考えられる。耕作土は、粘土層を主とする泥炭質粘土層の9b層を

攪拌し、耕作土 -9a層 ― としている。耕作上の分解の度合いは、下面では下層上面 -10a層
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層序 土 色 土   質 層  厚 混 入 物 備 考

黒褐色    10Y R% 粘 土 ユcm～ 29cm 水田耕作土 (現代)下 面に鉄分集積層
2 灰黄褐色   10Y R% 砂質シル ト 2 cm～ 6 cH 水田耕作土 ? 不連続で部分的な分布
3 黒褐色    25Y% 粘 土 7 cm～ 31cm 灰白色火山灰ブロ ック 水田耕作土 ? 不連続を分布 下面起伏

黒褐色    10Y R% 粘 土 l cIP～ 25cm 灰 自色火山灰ブロ ノク 水田耕作土 ? 不連続で部分的 な分布・下面

起伏

にない黄掲色 ユOY R% 泥炭質粘土 l cm～ 2 cm 自然堆穣層 不連続で音[分 的な分布

6b 黒掘色    10Y R% 泥炭質粘土 l cn―ヤ18cm 下層のブロッ 水田耕作土 ? 不連続で部分的な分布 下面

起伏

7 黒 色    5YR1/
にない黄褐色 10Y R%

泥炭質粘土

泥炭質粘土

l fm～ 20cm 互層 自然堆模層・ 不連続 な分布

8 黒褐色    10Y R% 泥炭質粘土 3 cm～ 26cm 下部 に 8b層 ブロ ノク多量 不連続 な分布  8b層 の自然分解 ?層
8b 黒 色    75YRl%

灰オリーブ色 5Y%
泥炭質粘上

泥炭質粘土

l cm～ 22cH 互層 自然堆積層 不連続な分布

9a 暗灰黄色   25Y% 泥炭質粘土 I cr～ 12cm 下部 に10a層 ブロ ノク 水田耕作上 下面起伏

9b 暗灰黄色   25Y% 泥炭質粘土 l cH～ 14cm 自然堆積層

10a 黒褐色    7 5YR%
‖汁1/K黄色   25Y%

泥炭質粘土

泥炭質粘土

8 cR～ 17cm 互層 自然堆積層

10 黒 色   5Y% 泥炭質粘土 3 cm～ 10cm 自然堆検層

10d 灰 色    75Y% 泥炭質粘土 4 cnl～ 12cm 下音[に 10e層 ブロ ック多量 水田耕作上 下面起伏

10e 黒 色    5Y%
灰オリーブ色 75Y%
灰白色    5Y%

泥炭質粘土

泥炭質粘土

泥炭質粘土

2 cm～ 10cm 互層 自然堆積層 不連続で部分的な分布

11 黒tSI色    25Y% 泥炭質粘土 2 cnl～ 18cm 下部 に12 13属 ブロ ンク 水田耕作上 下面起伏

12 黒撮色    10Y R%
灰 色   5Y%

泥 炭 質粘土

泥炭質粘土

I cn～ 20cm 互層 ,自 然堆積層 不連続 な分布

nb層 を上部 に合む可能性 あり。

12a オリーブ黒色 5Y% 泥炭質粘土 5 em～ 14釦 部分的な分布 12a層 の自然分解 ?層
12b 灰 色    5Y燿 泥炭質粘土 自然堆稜層 不連続 を分布

13 黒 色    10Y R 1/
にぶい黄褐色 10Y R%

泥炭質粘土

泥炭質粘土

2 cn～ 14cII 互層 自然堆積層

黒 色   5YRl% 泥炭質粘土 2 cm～ 40cm 自然堆検層

15 黒 色    10Y R 1/ 泥炭質粘土 4 cn～ 6 cm 自然堆模層

17 黒 色   5YR1/ 泥炭質粘土 3 cH～ 7 cm 自然堆積層

18a 黒 色    7 5YR Iχ
褐灰色    5YR%

泥炭質粘上

泥炭質粘土

20m～ 26Cn 互層 自然堆積層

18b 黒 色   5Y%
黒 色    5YR1/

泥炭質粘土

泥炭質粘土

10cm^-17cm 互層 自然堆積層

18c 黒 色   10Y R 1/ 泥炭質粘土 7 cm～ 12m 自然堆横層
19a 暗灰黄色   25Y% 泥炭質粘土 3 cln～ 9 cn 自然堆積層

19b 黒褐色    25Y% 泥炭質粘土 12cm～ 19cn 自然堆積層

19c 黒 色    7 5YRl% 泥炭質*占土 10∽～15en 自然堆積層

黒 色    10Y R l% 泥炭質格土 25cn～ 28cm 自然堆積層

暗灰黄色   25Y% 泥炭質粘土 7 cm～ 14cm 自然堆積層

黒 色   5Y% 砂質シル ト 14cn～ 18鉤 自然堆積層

24 オリーブ黒色 5Y%
暗灰黄色   25Y%

泥炭質粘土

粘土

6 cn～ 21m 互層 自然堆積層

黒 色    5Y% 泥炭質粘土 自然堆積層

黒 色    ヽ % 泥炭質粘土 3 cln～ 5 cm 自然堆積層

黒 色   5Y% 泥炭質粘土 3 cn～ 9 cm 自然堆積層

オリーブ黒色 5Y% 泥炭質粘土 5 cn～ 15cm 火山灰 自然堆積層

黒 色    10Y R χ 泥炭質粘土 17cn～ 27cm 自然堆横層 下面起伏

3] オリーブ灰色 5GY% 格 土 16cn～ 27cm 砂粒少量 植物遺体 自然堆積層

灰 色    10Y% 粘土 8 en～23cm 炭化物粒 植物遺体 自然堆積層 下面起伏

35a オリーブ灰色  5GY% 砂質シル ト 1ユ cm～ 34crr 植物遺体 自然堆積層

オリーブ灰色 5GYえ 砂 質 ンル ト 24cm以 上 植物遺体 粗砂 自然堆積層

― をブロック状に巻き上げているものの、9a層 自体は分解が進んでいる。耕作上の下面は凹凸

が激しいが、耕作上の厚さは平均で 7 cm位である。耕作上下面には鉄分の集積層は認められな

い。水田面 (耕作域)の標高は8.35～ 845mで、北東側へ緩やかな下 り傾斜を示す。

<出土遺物> 非耕作域上面より樹木片が 3点出上したのみである。いずれの樹木片も20cm

以下の小片のものであるが、この内 2点は一方の端部に焦痕が認められた (第62図 1・ 2)。
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12)10d層上面

10d層水田跡 (第63図 )

小区画の水田が70区画以上検出された。畦畔

には大区画を形成する大畦畔と、それをさらに

細かく分割し、小区画を形成する小畦畔がある。

大畦畔は4条検出されたが (大畦畔 1～ 4)、 こ

の内、大畦畔 2・ 4は畦畔の高まりが小畦畔と

ほぽ同じであったり、水口で細かく分断されて

いたりして (大畦畔2)他の大畦畔と様相を異

にする。検出面は、大畦畔 1・ 3が10a層下面で、

他の畦畔は10c層中である。これらに伴う水路

は検出されていない。また、出土遺物は皆無で

あった。

o         3m

―

0            1m

第61図  9a層水田跡平面 。断面図

i螂恙ゝ 帯τttD

梅
耐

討

陥 挿図番号 図版番号 出土遺構・層位 種 別 材  質 索材杉伏 長  さ 厚  さ 先端力Π工 表面加工 備   考

1 第62図 1 写真60-6 9b層上 樹木片 広 丸 ホ 16 1cR 6 4cH な  し 端部 に焦痕

2 第62図 2 写真60-5 9b層上 樹木片 広 丸  ホ 17 7cHl 6 5cm な  し 端部 に焦痕

9b層 上 樹木片 広 丸 木 15 0tlll 511m 2 8cH な  し

第62図 出 土 遺 物 (1)
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<畦畔の配列> 大畦畔には、下層1la層水田跡大畦畔を踏襲し位置、方向とも同一のもの (大

畦畔 1)と 新たにこの時期に取 り付けられたもの (大畦畔 2・ 3・ 4)が ある。いずれもほぼ

直線的に延びる。大畦畔 2・ 3は大畦畔 1に ほぼ平行 しほぼ同一方向をとるが、大畦畔 4は こ

れらとほぼ直交方向をとる。大畦畔 1～ 3の方向は N―約57° 一Wで、等高線にほぼ直交する。

大畦畔の交点は 1ケ所認められ、「T」 字状に交わる。小区画ごとの小畦畔は、水口によって断

片的であったり、やや弯曲したものが多 く、また。大畦畔に対して斜位方向のものもわずかに

認められたが、多 くはいずれかの大畦畔方向をとり、連続性を示す。従って、全体 としての河ヽ

畦畔は、整然と直線的に連続する状態のものではないが、いずれかの大畦畔方向への連続性が

認められる。この内、北西一 南東方向のものがより明確な連続性を示す。小畦畔の交わり方は

斜位方向を除けば、「十」状のものが主体である。

<畦畔の規模> 畦畔は耕作土と同一土壌 -10d― を盛 り上げ作られている。下端幅は、大畦

畔が1.4m前後、小畦畔はやや画一性を欠 くが50cm前後を中心とする。耕作土上面からの高さ

は、大畦畔 1・ 3が約10～ 16cm、 大畦畔 2・ 4及び小畦畔が約 2～ 5 cmで ある。

<水田 1区画の形状 と規模> 大畦畔によって大区画が 4区画検出されている (大 区画A

～D)。 大区画は、いずれも区画全体が検出されておらず、明確な形状・規模は不明である。し

かし、形状に関しては、大畦畔の方向性よりいずれも方形を呈すると考えられる。大区画C・

Dは短辺の全長が検出されており北西一 南東方向を長辺とする短冊型が想定される。それぞれ

の長さ及び面積は大区画Aが (6.8)× (6.6)m。 (23)m2、 大区画Bが (7.6)× (8.2)m。 (36)

m2、 大区画Cが (15,2)× 1.8～3.2m。 (32)m2、 大区画Dが (13,0)× 6.4m。 (50)m2で ぁる

[( )は一部検出のみの数値]。 小区画は76区画検出 (内、一部検出23)さ れた (大区画A-12、

B-17、 C-19、 D-28)。 区画の形状は整形のものは少ないが、いずれも方形・三角形を基調

としている。このうち方形状のものが主体を占め、三角形状のものは、わずかに認められる程

度である。三角形状のものは、大畦畔際のものに多い。面積が明確に或は推定で判るものは58

区画 (明確なもの51区画)あ る。この内、最小のものは0.4m2、 最大のものでも3.Om2と 全体的

小区画水田の面積 *()内 は推定面積のものも加えた数値

柾画`ミ査堅理ξ A B C D 全 区 画

区

　

画

　

数

1ポ 未満 2(同 ) 6(同 ) (同 ) 8 (9) 26(27)

1～19ポ 4 (5) 7 8

2～ 29ポ 4(5) 1(同 ) 5 (6)

3～ 39ポ 1(同 ) 1(同 )

最小～最大面積ポ 09～ 28(同 ) 07～ 26(同 ) 04～ 17(同 ) 05～ 30(同 ) 04～ 30(同 )

平 均 面 積 ポ 18(19) 11(同 ) 1.0(同 ) 1.2(同 ) 12(同 )



第11節  富 沢追跡 第46次調査

に面積は狭い。主体 となる面積は2.Om2未満のもの (全体の88%)であるが、大区画ごとに多少

差異が認められる。大区画Cでは1.Om2未満の狭いものがやや多 く、反対に大区画Aでは2.Om2

以上の全体に比べればやや広いものが多い。

<耕作土> 粘土層を主とする泥炭質粘土層の10e層 を攪拌し、耕作土 -10d層 一 としてい

る。耕作深度が深い部分では、さらに下層の1la層 、12a層 (1la層 水田跡非耕作域)を も攪拌

している。耕作上の分解の度合いは、大畦畔 1を境 として大区画A・ Bと 大区画 C・ Dでは差

が認められ、大区画 C・ Dの方は余 り分解が進んでいない。耕作上の厚さは4～12cmである。

ただし、耕作土の分解度 と同様に大区画A・ Bと 大区画 C・ Dでは耕作深度も異なり、耕作土

の平均の厚さは大区画A・ Bで は約 7 cm、 大区画CoDでは約 5 cmである。耕作上の下面は

凹凸が顕著で、鉄分の集積層は認められない。尚、大畦畔部分では (特 に大畦畔 1・ 3)、 直下

に耕作が及ばなかったためか、直下層上部が擬似畦畔となっている。また、大区画 C・ D内の

小畦畔は、直下の耕作土に10e層が残存する場合が多い。

<水田面の傾斜> 水田面の標高は8.15～ 830mの 間である。全体的な傾斜としては、北方向

の下 り傾斜を示すが、大区画ごとの傾斜ではやや異なり、大区画A・ Bでは北ないし北東方向、

大区画 C・ Dでは北西方向となる。大区画ごとの傾斜の度合いは、Aが約1.2cm/m、 Bが約1.0

cm/m、  Cが約0.8cm/m、  Dが約1.Ocm/mで、全体的に緩やかである。小区画の耕作土上面

の比高差 (1区画が明確な51区画に基づ く)は、10～6.2cmま でのものが認められ、多 くは

1.5～3.5cmの間である。平均では2.7cmである。大区画ごとの差は認められない。

<水口> 水口は大畦畔・小畦畔とも認められた。この内、大畦畔 1・ 4上及び両者の交点に

設けられたものは、大区画間のもの、その他のものは小区画間のものと考えられる。水口底面

のレベルは、耕作土上面よりやや高いものとほぼ同じものがあり、大区画間のものは前者で、

小区画間のものは後者を主体とする。また、水口前面の耕作土上面は、やや窪む場合が多い。

河ヽ区画には水口が検出されたものと検出されなかったものがある。検出されたものには、刈ヽ区

画の 1辺の畦畔のみのものから、取り囲む全ての畦畔に設けられるものまでの各種がある。 1

辺の畦畔に設けられる水口の数は、大部分が 1ケ所であるが希に数ケ所のものも認められる。

また、取 り付けられる箇所は、畦畔のほぼ中央か交点部分のいずれかである。尚、大畦畔 1と

その北側の小畦畔との交点では、大畦畔 4の交点と同様に、全てに水口が設けられており、明

確に水国が同一方向に連続するという規則性が認められる。

(3)H層上面

1la層水田跡 (第64図 )

<遺構状況> 大畦畔が 1条検出されたのみである。畦畔の検出面は10d層 中である。水田の範

囲は、調査区全面に広がらず、畦畔の北東側のみ耕作域 (Ha層 70m2)で、南西側は非耕作
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域 (12a層 )と なっている。耕作域部分では、上層の10d層 水田跡の耕作深度が深かったため

に、上面がやや削平されている。畦畔方向は N-56°一Wで、直線的に延びる。畦畔は耕作土と

同一土壌 -1la層 ― を盛 り上げ作られている。下端幅は1.8m前後で、耕作土上面からの高さ

は8 cm前後である。耕作土は泥炭質粘土層の12a層から12b層 を攪拌し、耕作土 -1la層 一

としている。耕作深度が深い部分では、さらに下層の13層上面をも攪拌している。畦畔部分で

は耕作が及ばなかったためか、直下の12a層上部が擬似畦畔となって残っている。耕作土は余 り

分解が進んでおらず (特 に、畦畔部分では顕著)、 下部では12・ 13層 ブロックを多量に含む。耕

作上の下面は凹凸が激しいが、耕作上の厚さは平均で12cm位である。耕作上下面には鉄分の集

積層は認められない。水田面 (耕作域)の標高は8.10～8.20mの間で、北方向の緩やかな下 り

傾斜を示す。傾斜の度合いは約1.2cm/mである。

非耕作域 もほぼ同様な標高を示すが、傾斜は中央

部を境として、北西側 。南東側の両方向に緩やか

に下がる傾向を示す。尚、畦畔上には水口は検出

されなかった。

<出土遺物> 完形の磨製石庖丁が 1点 (第65図

2)出上したのみである。出土地点は畦畔から南

西に約40cm離れた非耕作域上面である。石庖丁

は、長さ117.5mmの 小形のものである。刃部の強

い外弯に比して背部が弱 く外弯する、半月形状を

呈す。中央部の背部寄 りには、二孔一対の紐孔が

穿たれている。紐孔は両面からの回転穿孔である。

背部付近には象↓離痕・敲打痕、刃部の端部寄 りに

祭」離痕が認められるが、この部分も含め両面とも

良 く磨かれている。刃部は両面とも、さらに丁寧

な横方向の研磨が加えられ、一部光沢面が見られ

る。尚、細かい刃こばれが数ケ所に認められる。

0            1m

第64図 1l a層水田跡平面・断面図
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写真60-7 10c層 石  鏃 40 10 石  英

写真60-8 1l a層 水田跡・非耕作域上面 石 庖 丁 ■75 75 粘板岩 組穴径 6 mm 紐穴間隔27m

第65図 出 土 遺 物 (2)
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14)その他の出土遺物

基本層 1・ 3・ 4・ 10c層から弥生土器片・土師器片・赤焼土器片・須恵器片・陶器片・磁器

片・石器・金属製品等が出土した。この内、出土量が最も多かつたのが 1層で、 6層以下では

極端に出土量が減少する。弥生土器は 3・ 4層から各 1点出土した。いずれも地文のみの体部

資料で、遺存状態は悪い (第66図 1～ 4)。 上師器・赤焼土器・須恵器は 4層以上の層位から合

計18点出上した。このうち図化できたものは、 4層出上の赤焼土器の邪 1点 (第66図 5)の み

である。底部の切 り離し技法は回転糸切 りで、無調整である。上師器には、ロクロ不使用・ ロ

クロ使用の両者が認められる。陶器・磁器は出土量が多く、合計89点出土した。 3層出土の陶

器片 1点 を除けば、全て 1層出上である。製作年代の半よる資料は、全て近世以降で、中でも近

代から現代にかけてのものがほとんどである。 3層出上の陶器片の製作年代は細片のため不明

である。石器では石鏃が 1点 (第65図 1)、 10c層 より出土している。平面形が二等辺三角形の

もので、茎部を有する。金属製品では、1層中より寛永通宝が 2枚出上している(第66図 6・ 7)。

また、自然遺物 としては、10a層 中よリクルミの種子が 7点出土している。

内
〃
牡

孫苺鷺二告 ∞6°

噂7◎

β

軌

o                       10cm

配 図版番号 遺構・層位 種  別 器  種 浸 存 度 口  径 底  径 器  高 特 徴

1-や 4 写真60-1～ 4 層 弥 生土 器 一霊 イ本
=b/1ヽ

片 同一個体 ・外面横位 RL縄 文

5 層 赤焼 土 器 lTN 体部%～底都 5 0cm ロ ク ロ 、 回 4Arホ L7J無調 整

層 古   銭 寛 永 夷

7 層 古  銭

第66図 出 土 遺 物 (31
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4.遺構の所属年代 とまとめ

1.検出遺構 としては、1la層 。10d層・9a層の 3時期の水田跡が検出された。また、水田跡の

可能性のある層としては、基本層とした6b・ 4～ 2層の各層が上げられる。これらの年代であ

るが、今回の調査では、時期決定資料にかけたが、層位の対応が可能な隣接第28次調査 (佐藤 :

1988)の結果を踏まえれば、以下のような所属年代が与えられる。

・1la層水田跡一 弥生時代桝形囲式期

。10d層水田跡一 弥生時代桝形囲式期以降 十二塚式期以前

。9a層水田跡― 弥生時代十三塚式期

・ 4層 ― 平安時代以降 近世以前  ・ 3層 ― 近世  。2層 一 近代以降 現代以前

2.1la層水田跡の次の段階の10d層水田跡では、1la層水田跡と同一耕作域をとり、それをさ

らに拡大している。na層の大畦畔は踏襲され、拡大時に伴う新たな大畦畔もこれと方向性を同

一にする。しかし、9a層水田跡の段階になると水田域は変化し、10d層の大畦畔も踏襲されな

い。10d層水田跡の水田区画の方法は、まず、■a層水田跡の大畦畔を踏襲した大畦畔 1、 また

新たに非耕作域に取 り付けられた大畦畔 3に よって大きな大区画が形成される。次にやや規模

の劣る大畦畔 2・ 4に よって大区画は 2分割される。さらに、これらを小畦畔によって細分し、

最終の小区画の水田が作られている。これらの各期における水田域・大畦畔の変遷、10d層水田

跡の最終区画 (小区画)に至るまでの区画方法は、隣接第28次調査区とほぼ同一である。

3.10d層水田跡では、大畦畔1を境 とする南西側部分 (大 区画C・ D)と 南東側部分大区画

(A・ B)の耕作土を比較すると、南西側部分は耕作深度が浅 く、下部に10e層ブロックを多量に

含み、耕作上の分解も進んでいない。このように両者の耕作上には著しい違いが認められ、こ

れは耕作期間の差によって生じたものとも考えられる。

4.隣接の第28次調査区では34層 より、第38次調査区 (本文 p.20)で は19c層 より遺物の出上を

みたが、当調査区では両層とも確認されたものの遺物は出上しなかった。この内、縄文時代早

期後葉の遺物を出上している34層 は、当調査区では薄 く、不安定な状態となっている。
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第12節 富沢遺跡第47次調査

1.調査方法

調査区の設定面積は約95m2で ぁる。当調査区は近年まで水田経営が続けられていた場所で、

盛 り上はされておらず 1層 (旧水田耕作土)下面までを重機で除去し、以下は人力により調査

を行った。なお調査区内には土層観察及び排水用の側濤を設けた。 9層上面までは調査区全面

の精査を実施した。9層以下は調査区中央部に試掘区を設けて掘 り下げた。(9層上面から12層

までは4× 35m、  12層以下16層 までは4× 1.5m)

遺構の測量は杭A・ Bを基準として行なったが、基準杭の平面直角座標系Xにおける座標値

を計測 し遺跡内の正確な位置を把握 している (杭 A:X=-197.33883km、  Y=+3.64944

km ttB:X=-197.33667km、  Y三 十3.65920km)。

2.基本層序

今回の調査では大別16層 、細別では17層が確認された。各層の上質は 1層がシル トで 2～ 5

層は粘土層であるが、 3・ 4・ 5・ 5′層は泥炭を含んでいる。なお 5・ 5/層 は基本的には同一

の層であるが、 5′層は 5層 に比べてより分解が進んでいる。6層以下12層 までは泥炭の含有が

増加して泥炭質粘土層となるが、 8層 は粘土層である。13～16層 は粘土質が主体であるが、14

層は泥炭質粘土層である。グライ化は15層から漸次進み16層では顕著になる。現代のものを除

く水田土壌は 4層である。この他 2・ 3・ 5・ 5′・ 8層 も水田土壌の可能性がある。 4・ 5・

5ア層からは灰白色火山灰が検出された。いずれの層の時期に降下したものか判然としないが、

1～ 9層 上面調査

ノ

窯

ナ

}

+杭 A 杭 B十
0       3m
卜 _俸

第67図 調査区位置図・設定図



第12節 富沢追跡第47次調査

量的には 5・ 5′層に多く、またこれらの層の上

面に乗る傾向も数ケ所認められるため、この時

期に降下した可能性も考えられる。各層はほぼ

水平な堆積状況を示している。遺物の出上層は

1・ 2・ 4・ 5。 7・ 8層である。

第68図 基 本 層 序

層序 土 色 土   質 層  厚 混    入    物 備 考

1 灰 色    75Y% 粘上質ンル ト 2 cm～ 10cm 鉄 分 水田耕作土 (現代 )

2 褐灰色    10Y R党 粘 土 2 cm～ 3m マンガン粒 鉄分 水田耕作土 ?・ 下面起伏 部分的 な分布

3 黒 色 5Y% 粘 土 3 cm～ 20cm 鉄分少量 灰自色火山灰粒少量・植

物遺体少量

水田耕作土 ?・ 下面起伏・不連続 な分布

暗灰黄色   25Y% 粘 上 3 cnl～ 30伽 鉄分少量・灰自色火山灰プロック

結物積体

水田耕作土・下面起伏

5 オリーブ黒色 5Y% 粘 土 5 cn～ 23m 鉄分少量・灰白色入山灰 ブロック

植物遺体

水劇耕作土 ? 下面起伏・部分的な分布

5 黒褐色 25Y% 粘 土 4 cn～ 18cm 灰自色火山灰カ ック少量 植物遺体 水田耕作土 ?・ 下面起伏

6 褐 色    7 5YR% 泥炭質粘土 2 cm～ 13cm 植物遺体多量 自然堆積層

7 黒 色    7 5YR!/ 泥炭質粘土 8 cm～ 18cnI 植物過体多量 自然堆積層

8 オリーブ黒色 5Y% 粘 土 2 cm～ 12cm 植物遺体 水田耕作土 ?・ 下面起伏

9 黒 色    25Y% 泥炭質協土 18cm～ 35cm 植物遺体 多量 自然堆積層

10 黒褐色    25Y% 泥炭質粘土 13cm～ 23cm 植物遺体多量 自然堆積層

11 黒褐色    10Y R% 泥炭質粘土 12cm～ 20伽 植物追体多量 自然堆積層

黒 色    7 5YRIχ 泥炭質粘土 25cm～ 30釦 植物遺体多量 自然堆積層

13 オリーブ黒色 5Y% 粘 土 5 cm～ 8 cm 植物遺体 自然堆積層

14 黒 色    7 5Y RIχ 泥炭質粘土 23cll～ 30cm 植物遺体 自然堆積層

灰 色 5Y% 粘土 10cm～ 20cm 粗砂少量 :植物遺体 自然堆積層

灰 オリーブ色 75Y% 粘土 30cn以上 粗砂 植物遺体 自然堆積層

3.検 出遺構 と出土遺物

(1)4層上面

4層水田跡 (第69図 )

<遺構状況>

ほぼ直交する2本の畦畔を検出したが、畦畔 1は大畦畔で畦畔 2は それにとりつく小畦畔で

ある。畦畔 1は部分的な検出であるが、方向はN-2° 一Eでほぼ真北方向を指す。下端幅ば2.5

m以上で、耕作土上面からの高さは 2～ 3 cmで ある。畦畔 2は方向が N-83° 一Wで、下端幅

は約0.8m程である。耕作土上面からの高さは約 1～ 2 cmを計る。畦畔 1・ 2に よって区画さ

れる水田区画は2区画である。部分的な検出のため明確な規模、形状は知 り得ないが、畦畔の
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笠

0                3m
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第69図 4層水田跡平面 。断面図

交接のありかたから方形を呈するものと考えられる。畦畔はいずれも耕作土 と同じ4層 を盛 り

上げて作られている。耕作上の 4層は層厚が約 3～30cmで分解が進んでいる。また下面は凹凸

が著しく、鉄分の集積は認められない。水田面の標高は10.85～10.90mの 間で全体的に東方向

に下っている。また耕作土中からは灰白色火山灰ブロックが検出されたが、これは下層のもの

が巻き上げられたものとみられる。

<出土遺物>

耕作土中より上師器 4点、赤焼土器11点、須恵器6点が出土した。このうち復元、図化ができ

たのは土師器 2点、赤焼土器 3点である。

上師器はいずれも不である。第70図 4は製作にロクロが使用され、内面はヘラミガキの後黒

色処理が施されている。底部切 り離しは回転糸切 り無調整である。第70図 5も ロクロが使用さ
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・≧蒻つ
6

聴 図版番号 遺構・層位 種  別 器種 遺存度 日 径 底  径 器 高 ■‐ /「 」密 特 徴

1 写真61-3 4a層水田跡 赤規土器 堺 約  % (14 8cm) (5 9cm) 5 0cm ロクロ、回転糸切無調整

2 写真6156 4a層水田跡 赤焼土器 罫 約  % 14 5cm 7 0cm 5 6cm ロクロ、回転糸切無調整、墨書「大上 |

3 写真61-4 4a層水田跡 赤焼土器 堺 ほぼ完形 14 8cm 6 6cm 5 3cm ロクロ、回転糸切無調整

4 写真61-〕 4a層水田跡 土 師 器 添 約  % (13 8cm) 5 0cn (55c41) ロクロ、回転糸切無調整、ヘラミガキ環整拠理

5 写真61-2 4a層水田lt・ 土 師 器 邪 約 / 6 4cm ロクロ、手持ヘラケズ リ

6 7層 弥生土器 壷 体部小片 R撚糸文

( )内 は復7Efe

第70図 出 土 遺 物 (1)

れている。外面の体部下端は手持ちヘラケズリ、内面はロクロ調整のみで黒色処理は施されて

いない。底部は手持ちヘラケズリである。赤焼土器の器種はすべて不である (第 70図 1、 2、

3)いずれも体部にゆるいぶくらみを持ち、口縁部は軽 く外反する。底部は回転糸切 り無調整

である。第70図 2の ものには「大上」と思われる墨書がある。須恵器はすべて不の小破片であ

る。

12)8層上面

1号溝跡 一 SDl― (第71図 )

<遺構状況>

調査区南西隅付近で検出された。上端幅は1.2～ 2m、 深さは約15cm程 である。断面形はゆる

やかな舟底形を呈する。堆積土は黒褐色粘上の単層で遺物の出土はなかった。
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0               3m

性 一 一
十

一 …
十

一 一 」
m

第71図 SDl平面・断面図

<出土遺物>

上面から石器 2点が出上した。第72図 3は大形板状安山岩製石器である。角ばつた自然礫を

素材とし、主に 3縁辺に二次加工が施されているが、下縁辺が刃部 と想定される。下縁辺には

使用痕とみられる著しい光沢が観察される。第72図 2は微細象1離痕のある劉片である。また層

中からも剣片が 1点出上した。 (第72図 1)

(3)その他の出土遺物

基本層 1・ 2・ 5。 7層から磁器片、土師器片、赤焼土器片、弥生土器片などが出上した。

磁器片は 2層から1点出上したが、器種は皿、産地は肥前で近世に属するものと考えられる。

土師器片 (3点 )、 赤焼土器片 (5点 )は 5層からの出上であるが、復元。図化し得るものはな

かった。上師器はすべてロクロ使用の邪である。内面はヘラミガキの後黒色処理が施されてい

る。底部切 り離しは回転糸切 りである。赤焼土器片もすべて不である。弥生土器片は 7層から

1点のみ出上したが、細片のうえ磨滅が著しく詳しい時期は不明である。外面に撚糸文が施さ

れている。 (第70図 6)
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聴 図版番号 名 称 長 さ(mml 幅 (mm) 厚 さ(mml 重量 (舅 )

1 写真61-8 剣  片 23 7.

2 写真61-7 微細剰離痕 のある劉片 12 5

3 写真61-9 大形板状安山岩製石器

第72図 物 (2)
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4.遺構の所属年代 とまとめ

遺構が検出されたのは 4層及び 8層であるが、その他 2、 3、 5・ 5ア層も水田跡である可能

′
性がある。

4層水田跡はほぼ直交する2本の畦畔 (畦畔 1、 2)に よって区画される水田区画を2区画

検出した。この所属時期は出土遺物や灰白色火山灰のありかたから、平安時代 (10c前半以降)

と考えられる。また畦畔 1は大畦畔であるが、その方向はほぼ真北方向を指しており、近年富

沢遺跡でその存在が指摘されている条里型地割畦畔である可能性もある (平間 :1988)。 なお西

側に隣接する第34次調査区 4層上面でも同時期 と考えられる水田跡が検出されているが、今回

発見された水田跡はこれと連続するものと思われる (佐藤 :1988)。

8層上面では濤跡を 1条検出したのみであるが、第34次調査区でこの層と対応すると考えら

れる9層上面で弥生時代の水田跡が検出されていること、弥生時代の水田耕作に関与すると推

定されている大形板状安山岩製石器が層上面から出上したことなどから、詳しい時期は不粥で

あるものの弥生時代の水田跡である可能性が考えられる。

水田の存在が予想されるその他の層の時期は、出土遺物や隣接調査区との層位対比から次の

ように推定される。

2層………………近世

3層………………中世

5・ 5′層………平安時代 (10c前半以前)

0            10m

ー
第73図 47次 4層・34次 4層平面図

第34次調査区
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第13節 宮沢遺跡第48次調査

1.調査方法

調査区の設定面積は約11× 7.5m(約80m2)で ぁる。調査は、盛土および 1層 (旧水田耕作土)

面までを重機で除去し、以下は人力により行った。調査地点は泉崎浦付近の微高地の北東縁辺

に近いところで、以前に南側の隣接地 (第 6次 一 佐藤 :1983)と 北側の隣接地 (第19次 一 渡

辺 :1986)で調査が行われており、前者では平安時代の、後者では弥生 。平安 。平安以降の各

時期の水田跡がそれぞれ確認されている。したがって、今回の調査でも水田跡の存在が予想さ

れた。なお、調査区周辺には土層観察および排水用の側濤を設けた。13層上面までは調査区全

面の精査を実施し、13層以下は約2× lmの試掘区を設けて掘 り下げた。遺構の測量は、A・

Bを基準 として実施した。その杭の座標位置は、A:X=-197.64340km、 Y三 十3.59720km

BIX=-197.63436km、 Y=+3.59910kmで ある。

2.基本層序

今回の調査では、盛上下に19層が確認された。これらの各層は基本的には、 1～ 4層がシル

ト層、 5層が厚い砂層、 6～ 9層が粘土層、10～ 18層 が粘土と泥炭の互層を基本とする泥戊質

粘土から成 り、グライ化は19層から始まる。現代のものを除 く水田土壌とみられる層は8a層・

11層 である。また、 2・ 3・ 4・ 8b層 も水田土壌の可能性がある。12層 までの各層の傾きは概

して北東方向にわずかに下がる。

0              3m

―
第74図 調査区位置図・設定図
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3.検出遺構と出土遺物

明確な遺構は発見されなかったが、8bか または 9層上面、12層かまたは13層上面から、それ

ぞれ唯畔状の高まりが発見された。これらの高

まりが平面的に直交するプランであること、層

が主に自然堆積層であること、上層の8a層およ

び11層が土層の特徴や下面の状況から水田土壌

と考えられることなどから、この高まりは8a層

および11層 を耕作土とした水田耕作に伴い形成

された擬似畦畔B(斎野他 :1987)と 考えられ

盛 り 上

る。したがって本来、擬似畦畔の検出された直

8

と推測さヤιる。

(1)8a層水田跡 (第76図 )

<遺構の検出> 8bお よび 9層上面で、交叉す

る三条の擬似畦畔Bが確認された。畦畔の南北

方向は N-9°一Eで、東西方向はこれとほぼ直

交する。幅は30cm前後である。 区画全体の形

第75図 基 本 層 序

峠

19

層序 土 色 土   質 層  厚 混 入 物 傭 考

黒褐色    10Y R% 6 cm～16cm 炭化物 凝灰岩粒 水田耕作土 (現代 )

2 にない黄褐色 10Y R% 砂質シル ト 10cm前 後 鉄分多量 炭化物小量 ,小礫 水田耕作土 ?

3 黒褐色    10Y R% 砂質シル ト 5 cm～ 10cl■ 鉄分多量 炭化物少量 水田耕作土 ?・ 下面者干起伏 下面に欽分集

積層

4 黒 色    10Y R% 砂質シル ト 6 cm～ 8 cm 炭化物少還 水田耕作土 ?・ 下面起伏・
=ヽ

分的分布

5 オリーブ灰色 2 5G Y% 砂 10cm-20cm 炭化物 灰白色火山灰 ブロック 自然堆積層

黄灰色    25Y% 粘土 10cn～ 15cm 自然堆積層

7 黒 色    25Y% 泥炭質粘土 5 cm前後 植物遺体 自然堆検層

黒 色   5Yχ 泥炭質粘土 5 cm～15cm 水田耕作上 下面淀伏

8b 黒 色    5Y% 粘土 2 cm～ 6 crF 水田耕作土 ? 部分的で不連続を分布

9 灰 色    5Y% 粘土 10釦 ～18KIn 自然堆積層

オリーブ黒色  5Y% 泥炭質粘土 5 cm前後 自然堆積層

11 オリーブ黒色 5Y% 泥炭質粘土 5 cm～15cr 凝灰岩粒多量 水田耕作土 下面起伏

12 黄灰色    25Y% 粘土 2 cn～ 4∽ 自然堆積層・部分的で不連続な分布

13 黒 色    25Y% 泥炭質粘土 12帥 ～20cT 自然雉積層

14 黒 色    5Y% 泥炭質粘土 10cm前 後 自然堆積層

15 黒 色    5Y% 粘土 5 cln～ 10cnl 自然堆積層

黄灰色    25Y% 檻土 6 cr～12cm 自然堆積層

黒 色   10Y R% 椎 土 S cm～ 6 cm 自然堆積層

黄灰色    25Y% 粘土 10釦 前後 自然堆積層

16d 黒 色    10Y R% 粘土 3 cn～ 6 cIP 自然堆積層

16e 黄灰色    25Y死 粘土 5 cn前後 自然堆積層

黒 色     10Y R% 粘 土 2 cn～ 4 cII 自然堆積層

黄灰色    25Y% 粘土 5 cm前後 自然堆積層

黒 色    25Y% 粘土 10cn前 後 自然堆積層

黒褐色    10Y R% 粘 土 10釦 ～15cm 自然堆積層

19 褐灰色    10Y Rタ 砂管 シル ト 25cm以上 自然雄積層
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第76図 8a層・11層水田跡平面図

状を把握できたものは

ないが、南東部の最 も

大きい残存部での面積

は約2.8× 4.2m(約

■.8m2)で ぁる。耕作

土は8b・ 9層の粘土を

基盤 としており、残存

土壌中には特に 9層の

灰色土ブロックが多 く

混じっている。

<出土遺物> 層中か

らの遺物は発見されな

かった。

12)H層水田跡 (第

76図 )

<遺構の状況> 12・

13上面でT字形に交わ

る二条の擬似畦畔Bが

確認された。畦畔の南北方向は N-43°一IEで、東西方向はこれとほぼ直交する。幅は平均約 1

mを計る。区画全体の形状を把握できたものはないが、南半部の最も大きい残存部の面積は約

20m2で ぁる。耕作土は12・ 13層の粘土および泥炭層を基盤とする泥炭質粘土であり、残存土壌

中には12・ 13層ブロックが多 く混じっている。

<出土遺物> 上面および層中からは同一個体 とみられる弥生土器片が 2点 と石器が 7点出土

した。

弥生土器 (第77図 1・ 2)は地文のみのもので、条間の広い撚糸文 (R)である。詳しい時期

は不明である。

石器は素材 となる剣片の大きさから2つ に分けられる。

A類一 大形の剣片を素材とするもので、いずれも片面に自然面をもっている。これらにはいわ

ゆる撥形をなす石器 (第79図 3)と 、象J片の一部に二次加工が加えられただけの石器がある

(第78図 1、 第80図 3)。 前者は二次カロ正 として側縁の上部両側に快 りを入れ、下縁辺に二次力日

工がカロえられないのを特徴 としている。使用痕 としては、下縁辺のみに微細剣離痕 と顕著な光

沢面があり、その部分が刃部 と想定される。後者のうち第78図 1の使用痕 としては、左側辺か

卜

く

キ

0         2m
十 ~

禦
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ら下縁辺にかけて微細象」離痕が認められ、また、

自然面側の左側辺部には光沢面、中央から末端部

にかけては擦痕が認められる。 したがつて刃部 と

しては、左側辺から下縁辺を中心 とした部分が想

定される。

B類 (第79図 1・ 2、 第80図 1・ 2)一 Jヽ形の剣

片である。これらには一部に二次カロエが加えられ

ているもの (第80図 1・ 2)と加えられていないもの (第79図 1・ 2)がある。いずれも石材

は流紋岩である。前者では二次加工が加えられている部分を中心に微細劉離痕や光沢面などが、

後者では素材縁辺の一部か周縁に微細象J離痕などの使用痕が認められた。

聴 遺構・層位 種  別 器  種 遺 存 度 特 徴

1 H層水田跡 弥生土器 体部 4ヽ片 R撚糸文

2 11層水田跡 弥生土器 体都小片 R撚糸文

0                                   10cm

悪 1ブ 絢
２

た

芦

甲

0                            10Cn

第77図 出 土 遺 物 (1)

挿図番号 図版番号 名    称 長さ価n 幅 儡→ 厚 さ(mm) 重量 (9) 石     質 備 考

第78図 1 写真63-3 二次加工のある剣片 122 0 往質凝灰岩 グリーンタフに近 ,

第79図 1 写真62-1 剖  片

第79図 2 写真63-1 140 37 3 硬質頁岩

第79図 3 写真62-3 劉片石器 99 0 265 5 流 紋 岩

嘉80図 ユ 写真62-2 二次加工のある剣片 45 0

第80図 2 写真63-2 67 5 26 5 137 0

第80図 3 写真62-4 77 0 271 9 礎質流紋岩質凝灰岩

第78図 出 土 遺 物 (2)
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第80図 出 土 遺 物 (4)
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13)その他の出土遺物

基本層の 2・ 3・ 4層からロクロ使用の上師器片などが数点出上しているが、細片のため図

示はできなかった。また、自然遺物 としては4層から種子が 2点出土しているが、東北大学の

星川清親氏によるとモモの種子 とのことであった。

4.遺構の所属年代 とまとめ

1.明確な遺構は検出されなかったが、8aお よび11層の水田跡の擬似畦畔Bが確認された。こ

の内、8a層については時期決定資料がなく、年代を特定することはできないが、5層中から10

世紀前半に降下したとされている灰白色火山灰が含まれていることから、弥生時代以降平安時

代以前と考えられる。11層 については遺物から弥生時代の水田土壌と考えられる。なお、 6次

および19次調査の層序と、今回の層序について詳しい対応関係を把握することはできなかった。

ただし、今回の11層は、層の特徴や層の上下関係から19次の7b層 と対応する可能性が強い。

2。 今回、11層の弥生時代水田土壌より石器が比較的まとまって発見された。今回の調査では

縄文時代の遺物は全 く発見されておらず、石器の特徴からもこれらは弥生時代の水田跡に伴っ

た可能性が強い。

石器は大きく2つの特徴をもったものから成っているが、それらの内、A類の一部とB類に

類似する石器については、これまでも富沢遺跡第15次調査 (斎野他 :1987)や 泉崎浦遺跡 (主

浜 :1988)な どで数点の出土例があり、最近では弥生時代に伴うものとして認識されつつある

石器群である。15次調査ではこれらに、いわゆる「大形板状安山岩製石器」と名付けられた大

形の石器が伴っており、それをも含めていずれも水田耕作に係わる機能が想定されている。さ

らに使用法としてこれらの中の大形のものは収穫時のフラの刈り取 り用として、小形のものは

穂摘具としての可能性を示唆している。今回の出土例でも大半が微細象」離痕をもち、一部にコー

ン・グロスを思わせる強い光沢面が認められることなどから、水田耕作に係わる機能をもった

石器であろうと考えられる。

A類の中の撥形の石器であるが、富沢遺跡では初めての出土例である。形状は縄文時代の打

製石器の 1タ イプに近似するものの、片面に自然面を残し、刃部と想定される部位に何ら二次

加工が加えられない点で、大きく異なる特徴をもっている。使用痕 としてはその他の石器 と同

様に微細剣離痕と光沢面をもっていることなどから、同様の機能を有したものと推定される。

今後の類似資料を待ちたい。



第 2章 調査結果

第14節 泉崎浦遺跡第 4次調査

1.調査方法

調査区の設定面積は約4.8× 4.5m(21m2)でぁる。調査は、盛土及び直下の1層 (旧耕作土)

上部までを重機で除去し、以下は人力により行ったc尚、調査区内には土層観察及び排水用の

側濤を設けた。調査区は安全確保のため、6層以下では約4.2× 1.8mに 縮小した。さらに、12

層以下では約3 2Xl.5mの 試掘区を設けて掘り下げた。遺構の測量は、杭A・ Bを基準として

実施した。尚、基準杭の平面直角座標系Xにおける座標値を計測し、遺跡内の正確な位置を把

握している (杭 A:X=-197.73579km、  Y三 十3 46402km ttB I X=-197,74079km、

Y=+3.46393km)。

2.基本層序

今回の調査では、盛上下に大別14層 、細別では24層が確認された。全体的に砂質成分が多く、

他の調査地点とは異なる。この内 1・ 2・ 7・ 9・ 11・ 14各層は砂層で、小河川・水路に伴う

堆積土 。氾濫上の可能性がある。グライ化は、7層以下から漸次進み、14層では顕著である。

5。 6・ 8。 10a。 12層の各層は水田土壌の可能性がある。遺物出土層は1層のみである。尚、

3層中からは、灰白色火山灰が検出されているが、下層からの巻き上げの可能性もある。

杭A+

1～ 6層上面調査

―

|

1～ 12層 上面調査

第81図 調査区位置図・設定図 -
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盛 り 上

130m___

/

第82図 基 本 層 序

層序 土 色 土   質 層  厚 渥 入 物 偏 考

にぶい黄栂色 10Y R% 砂質シル ト 5 cn～ 12cr 畑耕作土

lb 1と ない黄褐色 10Y R死 砂質シル ト 10cm～ 25cm 自然堆積層

2a にない黄褐色 10Y R% 砂 5 cm～ 20cn 自然堆積層 不連続で部分的な分布

2b 灰黄褐色   10Y R% 砂質シル ト 2 cn―-15cm 自然堆積層

3 浅黄色    25Y% ,レ ト l cm^-8 cn 灰白色大山灰粒 不連続で部分的な分希

4a 灰黄褐色   10Y R% 砂質ンル ト 10cn～ 25cm

4b にない黄橙色 10Y R% 砂質シル ト 2 cm～ 15cm

5 灰褐色    7 5Y R% 2 cm～ 8 cm 水田耕作土 ?

黒褐色    7 5Y R% 2 cln～ 10cm 水H耕作土 ?・ 不連続で部分的な分布

7a 掲灰色    7 5YR% 砂質シル ト 5 cm～ 18cn 自然堆積層・部分的分布

7b 褐灰色    10Y R% 砂 7 cm～ 20cI「 自然堆積層・部分的分布

7c 灰白色    10Y R% 砂 6 cln～ 28cm 自然堆積層

8 褐灰色    10Y R% 3 cm～12m 炭化物粒 水田耕作土 ? 下面起伏

9 1と ない黄橙色 10Y R% 砂 2 cm～ 50cm 自然堆積層

褐灰色    10Y R% 粘土 水田耕作土 ?・ 下面若干起伏

褐灰色    10Y R%
灰自色    10Y R%

土

土

粘

粘

自然堆積層・部分的分布

11 灰黄色    25Y% 砂 5 cm～ 16卿 部分的分布

12 オリーブ黒色  5Y% 粘 土 2 cm～ 5 cm 水田耕作土 ?`部 分的分布

13 票 色    10Y Rl% ,レ ト 8 cm～32cm 植物遺体少量

オリーブ灰色 2 5CY% 砂 10cm～ 25cln 自然堆積層

オリーブ灰色 5GY% 砂 10cm～ 15cm 自然堆積層 部分的分布

オリーブ灰色 5GY% 砂 5卿～18帥 自然堆積層

褐灰色    10Y R%
灰白色    10Y R%

土

土

粘

粘

3 cm～ 8∽ 自然堆積層

14e オリーブ灰色  5GV% 砂 22cm以 上 自然堆積層
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3.検 出遺構 と出土遺物

(1)2層上面

1号溝跡 一 SDl― (第84図 )

SD2の上に重複する濤跡で、方向・濤幅 ともSD2と ほぼ同様である。深さは約60cmで、堆

積土は基本層lb層が入り込んだものである。堆積土中よリビニール袋・陶器 。磁器が出上して

ヤゝる。

12)3層上面

2号溝跡 一SD2-(第 33・ 84図 )

<遺構状況> 東西方向に延びる大濤で、北偵」の肩は調査区外となり、検出できなかった。調

査の都合上、東側の一部を完掘

したのみである。推定上端幅 4

m前後、深さ約 lmで、壁面中

央に段を有す。中段幅は約 2m

で、これを境 とし壁面は上半が

緩やかな傾斜面となる。中段以

下の断面形は逆台形状を呈す。

堆積土は 3層から成るが、最上

層は基本層の2b層である。各層

とも自然堆積状況を示す。尚、

濤の南側の肩付近に丸木の杭が

1本打ち込まれていた。

<出土遺物> 堆積土①層から

土師器片・陶器片・磁器片 。瓦

片が計 7点、堆積土層②より杭

材が 1点出上した。陶器・磁器

は全て近代以降のものである。

m

第83図 SD2平 面図
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土層誰記

SDl
① にぶい黄褐色 10Y R 4/3 砂質土 旧耕作土でビニール含む。
SD2
① 灰黄褐色 10Y R 5/2 砂質シルト 5a層 を小ブロック状に合む。

② 黒褐色 10Y R 3/2 粘質土 植物遺体を多量に合む。

③ 灰色 5Y4/1 粘質土 砂との自然堆積互層。

第34図  SDl・ 2断面図

中

m

第85図  SD3平面図

(3)10層上面

3号溝跡 ― SD3-(第 85図 )

北西0南東方向に延びる濤で、10a層上面で検出された。上端幅約2.5m、 深さ約40cmで、断

面形は開いた「U」 字形を呈す。堆積土は基本層 9層が入り込んだものである。出土遺物はな

Vゝ 。

4.遺構の所属年代 とまとめ

1.検出遺構としては、10層上面で SD3、 3層上面で SD2、 2層上面でSDlが、また、水田跡

の可能性のある層としては、基本層の12・ 10aC 8・ 6・ 5層が上げられる。これらの所属年代

であるが、時期決定資料に乏しく、隣接調査区との層位の対応も不可能で、明確な年代は不明

である。ただし、 3層より灰白色火山灰を検出したことより3層を年代のキー目として考えた

＝
川
淋
Ｔ
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い。ただし、下層からの巻き上げの可能性もあることより、 4層以上を平安時代以降、 5層以

下を平安時代以前の堆積層として考えたい。従つて、各遺構の推定所属年代は以下のとおりで

ある。

・SD3-平安時代以前  。SD2-平安時代以降 現代以前

。SDl濤跡一 現  代

2.SD2は検出層の10a層が、水田土壌の可能
′
性があることより、水田に伴う水路としての機能

も想定される。

0                        10cm

聴 挿図番号 図版番号 種 男」 材  質 素材形状 長  さ 幅・直径 厚  さ 先端加工 表面力Π工 備   考

l 第86図 1 写真64-2 杭 広 ? 丸  木 20 6cm 3 2an 複数方向 枝払い痕 一部樹皮遺存

2 11  層 木  片 広 4分割材 15 0cm 5 5cln 不  明 な  し 状態悪い

3 第86図 2 写真64-1 5a層上面 杭 広 ? 丸 本 24 1cm 4 4cln 2方向以上 枝払い痕

第86図 出 土 遺 物
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第 15節 山 口遺跡第 5次調査

1.調査方法

調査区の設定面積は約13× 3.7m(48m2)で ぁる。調査は、盛土及び直下の1層 (旧水田耕作

土)下部までを重機で除去し、以下は人力により行った。尚、調査区内には土層観察及び排水

用の側濤を設けた。9層上面までは、調査区全面の精査を実施し、 9層以下は、約8× 2.2mの

試掘区を設けて掘り下げた (■層以下は約4.8× 2.2m、  12層以下は約4.4× lm)。 遺構の測量

は、杭A・ Bを基準として実施した。尚、基準杭の平面直角座標系Xにおける座標値を計測し、

遺跡内の正確な位置を把握している (杭 A:X=-197.98450km、  Y三十3.29478km杭

B:X=-197.99648km、  Y=+3.29439km)。

―

猟
洲
淋
Ｔ

― ― 1～ 9層 L面調査

ュ～■層 上面
調査

第87図 調査区位置図・設定図
0          2m

―



第 2章 調査結果

2.基本層序

今回の調査では、盛上下に大別12層 、細別では14層 が確認された。各層の土質は 1・ 2層 が

シル ト、 3～ 7層 までが粘土あるいは砂で、以下 8～ 11層 までが粘土を主 とし泥炭が混 じる泥

炭質粘土 となり、12層 で再び粘土 となる。グライ化は、11層以下から漸次進み、12層 では顕著

である。現代のものを除 く水田土壌は4a層 である。4a層 は、4b層 の分解の度合いの差によって、

alと a2に細分される。また、 2・ 5層 も水田土壌の可能性がある。遺物出土層は11層 のみであ

る。各層の傾きとしては、 2～ 6層 までが南東側へ緩やかに下 り、 7層以下ではほぼ水平 とな

る。

3.検出遺構と出土遺物

1号濤跡 (SDl)、 4a層 水田跡が検出された

外、遺構 としては認定し得なかったが、 5層上

面で帯状に走る土層の変化が認められた。

(1)3層上面

1号溝跡一 SDl― (第89図 )

調査区の南隅に位置し、東西方向に直線的に

走行する小規模な濤である。上端幅約25～ 50

▼A

cm、 深さ約 5～10cmで、断面形は「U」 字形     こ乏
子

ここ三走賓手≡
零手三≡衰

を呈する。堆積土は基本層の 2層が入 り込んだ  110m__  10

ものである。出土遺物はない。濤跡としたが、        .

その性格は不明である。
第88図 基 本 層 序

層序 土 色 土   質 層  厚 泥 入 物 備 考

オリーブ黒色  5Y% ル ト質粘上 10cm～ 30cm 細砂少量 水田耕作土 (現代 )

2 暗掲色    10Y R% ,レ ト 7 cm～ 14cn 細砂多量 水田耕作土 ? 上面 に鉄分集積屠

3 にない黄褐色 10Y R% 砂 10cm-20卿 自然堆穣層

4 灰黄縄色   10Y R% 粘 土 2 cm～ 6 cm 水日耕作上 下面起伏

4a2 黒褐色    10Y R% 粘 土 2 cn― -8 cm 水田耕作土 下面起伏 不進統で部分的な分

布。 b層 の分解が進んでない層

4b 灰黄掘色   10Y R%
黒掲色    10Y R%
黒褐色    10Y R%

粘 土 5 cm～ 10cm 自然堆積層 互層

5 黒 色   10Y R% 粘 土 5釦～12cn 細砂多重 水田耕作土 ? 下面起伏

6 ない黄褐色 10Y R% 砂 12cm～ 28rH 凝灰岩粒 多重 自然堆横懸

黒掘色    10Y R% 粘 土 2 cm～ 8 cm 植物遺体少4 下面起伏

8 灰黄褐色   10Y R% 泥炭質粘土 5 cm～ 10cn 植物進体 多量 粘上 を主体 とする 下面起抹

9 黒褐色    10Y R% 泥炭質粘土 5 cm～ 14帥 植物遺体多廷 粘土 を主体 とす る 下面一部起伏

黒 色    10Y Rズ
灰費凋色   10Y R%

泥炭質粘土 18cm～ 25cnl 植物遺体 多量 自然堆積層 格土と泥炭の互層で粘土を主体

とする

黄灰色    25Y% 泥炭質粘土 30m～ 50cm 植物道体多ξζ 自然堆積層 粘土 を主体 とする 下面起伏

緑灰色 5G% 粘 土 50cm以 上 植物遺体 少量 自然堆積層

盛 り 土

120m____    ___  二



第15節 山口遺跡第 5次調査

第89図  SDl平 面図

―

m

5

任
______ィ __~~~~島

m

第90図  4a層水田跡平面 。断面図

12)4層上面

4a層水田跡 (第90図 )

<遺構状況> 畦畔と非耕作域によって

区画された水田面が検出されたが、一部

の検出のため、 1区画の形状・規模は不

明である。畦畔は北に水路を伴っている。

畦畔は調査区の北側に位置し、N-81° 一

Eの方向をとる。畦畔の南側には、約4.5

mの間隔をもってほぼ平行に耕作域 (4

a層)が広がり、その南側は非耕作域 (4

b層)と なっている。非耕作域 との境界

には畦畔は検出されなかった。また、水

路の北側の畦畔の有無は調査区外のため

不明である。畦畔は耕作土と同一土壌一

4a層 ― を盛 り上げ作られている。下端

幅は約 1～1.5mで、耕作土上面からの

高さは約10cmで ある。水口は認められ

なかった。水路 は上端幅約0.6～ lm以

上、深さ10cm前後で、断面は開いた「U」

字状を呈する。底面は凹凸が著しい。堆

積土は、基本層の 3層が入 り込んだもの

である。耕作土は、粘土層の4b層を攪拌

し、耕作土-4a層 ― としている。耕作

土は分解の度合いで al・ a2に 分けられ

るが、下面には分解の進んでいない a2が

必ず認められる。耕作上の厚さは10cm

前後である。下面は凹凸が顕著で、鉄分

の集積層は認められない。尚、畦畔部分

二 では、耕作がさほど及ばなかった

ためか、分解の余 り進んでいない

a2層 となっており、さらに、下

層上面が擬似畦畔となっている。

104

120m坐当



第 2章 調査結果

水田面の標高は11.60～H.80mの 間で、南

東方向の下 り傾斜を示す。

<出土遺物> 非耕作域上面より土器片が

2点出土した。いずれも細片で遺存状態も

悪いが、 1点 にはわずかに縄文が認められ

た。所属年代については不明である。

13)5層上面 (第91図 )

5層 は下層 6層 (砂層)を巻き上げ、砂

粒を多量に含む層である。調査区の北側で

砂粒をほとんど含まない部分が、帯状に検

出された。幅約3.5mで北東⇔南西方向を

とる。直下の 6層上面には、擬似畦畔状の

高まりは認められなかった。

14)その他の出土遺物

性~~~下~~~尊 m

第91図  5層上面平面図

剪
Д
淋
Ｔ

11層中より石鏃が 1点出土したのみである。石鏃 (第92図 1)は完形で、基部に袂りをもつ

ハー ト形のものである。尚、■層中からは10cm前後の自然礫が 3点程出上している。

4。 ま と め

検出遺構としては、SDl、 4a層水田跡がある。この内、4a層水田跡は、小規模な水路を伴う

畦畔と非耕作域によって区画されたものであるが、 1区画の形状・規模は不明である。また、

水田跡の可能性のある層としては、基本層の 2・ 5層が上げられる。これらの所属年代である

が、時期決定資料がなく、周辺調査区との層位の対応も不可能で、年代は不明である。

→

砂粒をほとんど

合まない部分

聴 図版番号 名 称 長さ(mm) 幅 (耐 ) 厚 さ(mm) 重量 ( ) 石    質 考備

写 真 65 石 鉄 22 0 16 0 30 チャー ト

第92図 出 土 遺 物
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第16節 山口遺跡第 6次調査

1.調査方法

調査区の設定面積は約 8× 5m(41.6m2)で ぁる。調査は、盛土および直下の 1層 (旧水田

耕作土)下部までを重機で除去し、以下は人力により行った。なお、調査区周辺には土層観察

および排水用の側濤を設けた。9層上面までは調査区全面の調査を実施し、9層以下は5.5× 2.8

mの試掘区を設けて掘 り下げた。(10層以下は4.0× 2.8m、  11層以下は3.0× 2.8m、  12層以下

は1.4× 1.3m)遺構の測量は、杭A・ Bを基準 として実施した。なお、基準杭の平面直角座標系

Xに おける座標値を言十測 し、遺跡内の正確な位置を!巴握 している。 (杭 A:X=-198.09771

km、  Y三 十3.17936km ttB:X=-198.10467km、  Y三 十3 17882km)

2.基本層序

今回の調査では盛土下に13層が確認された。各層の上質は 1～ 4層がシル ト質を主とし、 5

層が砂質で 6層がシル ト質粘土層、以下 8～ 13層 までは粘土や粘土質シル トである。 9層以下

はやや泥炭を含んでいる。グライ化は11層以下から漸次進み、12層では顕著である。現代のも

のを除 く水田土壌は基本層 6層 で、その他 2～ 4・ 8層 も水田土壌の可能性がある。各層の傾

轄細

1～ 12屑 に面調査

1～ Htt L面 調査

1～ 10層 L面調査

1～ 9臀 L面調査

0       2m

―
調査区位置図・設定図



第 2章  調査結果

3.検 出遺構 と出土遺物

(1)6層上面

6層水田跡 (第95図 )

<遺構状況>ほば直交する 2本の畦畔 (畦畔 1・ 2)と 、それによって区画された水田面を 4

区画検出した。一区画は一辺 5m以上の方形と推定される。畦畔 1の方向はN-21° 一Eで、畦

畔 2は交点付近でやや屈曲している。これら2本の畦畔は耕作土 と同じ6層 を盛 り上げて作ら

れてぉり下端幅は04～ 0。 7m、 耕作土上面からの高さは約 5 cmで ある。なお畦畔 1は交点北

側で幅約20cmの部分が途切れてお り、上層を覆

つていた 5層の砂が この部分を西から東へ向かっ

て流れた痕跡が認められた。 この部分は水口であ

った可能性がある。耕作土は厚さ約 5～15cmで

全体的に分解が進んでいる。下面は凹凸が顕著で 130m一

鉄分の集積は認められない。水田面の標高は12.04

～12.18mの 間で、全体的には北東方向へ下ってい

るが水田の区画ごとに見ると南西の区画が最も言

く、次に南東の区画、北西の区画の)贋 に低くなり、 120n―

北東の区画が最も低い。

<出土遺物> 畦畔の交点の北西側において、水

田面を覆っていた砂層の最下部、 6層水田面より
110m―――

もやや浮いた状態で土師器・甕が出上している。

厳密にはこの水田に伴う物ではないが、水田の廃

絶時期に極めて近い時期のものと考えられる。栗

囲式の範疇で捉えられるが細かい時期は確定できない。

10

11

12

第94図 基 本 層 序

盛 り 上

層序 土 色 土   質 層  厚 混    入    物 傭 考

1 灰黄褐色   10Y R% 粘土質シル ト 15cm前 後 水田耕作土 (現代 )

2 灰黄褐色   10Y R% シル ト 10cm前 後 水田耕作土 ? 下面に鉄分集積層

3 灰黄褐色   10Y R% シル ト 20cm前 後 マンガン粒多見 下半音Iに 鉄分少量

炭化物粒少量

水用耕作土 ?

4 にない黄褐色 10Y R% 粘土質シル ト 10cn^-25cm マ ンガン粒 炭化物粒多量 水H耕作土 ? 下面起伏 下面の一部に鉄分

集積層

5 にぶい黄褐色 10Y R% 砂 5 cm～ 20卿 φl～ 2 cmの 凝灰岩粒少互 自然lt横層

6 黒褐色    10Y R% シル ト質粘土 5m-15m 水田耕作上 下面起伏

暗灰黄色   25Y% ,レ ト質砂 10cn～ 25cn 自然堆積庸

8 暗褐色     10Y R% 粘 土 2 cm～10卿 水田耕作土 ? 下面着千起伏

9 黒 色    10Y R% 粘 土 10m～ 15帥 植物遺体少量 下 面看 干 起 伏

10 黒掲色    10Y R% 柏 土 30cm～ 40cP 植物遺体少量 自然堆積層

オリーブ黒色 75Y/ 粘土質ンル ト 10m～ 30cm 植物遺体少蚤 自然堆横層

12 オリーブ灰色 2 5G Y% 粘土質シル ト 20cm～ 30cm 植物遺体少豆 自然堆積層

13 オリーブ灰色 2 5GY% 粘 土 50cm以上 植物遺体少量 百然堆積屑



第16節 山口遺跡第 6次調査

12)その他の出上遺物

基本層 1・ 2・ 3層から土師器片、陶器片、磁器片、瓦片、フイゴ羽口片、種子などが出土

した。磁器は 1層中から出上し、近世以降に属するが、 3層中出上の陶器は時期が確定できな

かった。土師器のうち調整技法が分かるものの大部分は内面ヘラミガキ後黒色処理されたもの

である。

4.遺構の所属年代 とまとめ

検出遺構は6層水田跡のみで、その他水田跡の可能性のある層としては2～ 4・ 8層があげ

られる。6層水田跡は一区画の形状 。規模は不明であるが、全面が砂に覆われて遺存状況は比

較的良好であった。時期は出土遺物から古墳時代後期と推定される。同時期の水田跡が西方約

250m離れた第24次調査区で検出されているが、これらの関係を明らかにすることが今後の課

題である。なお、その他の基本層の時期は確定できない。

1215m
0         2m

ー

第95図  6層水田跡平面図

聴 図版番号 遺構・層位 遺 存 度 底  径 特 徴

1 写真66 5層 下言5 土 RRl, 甕 底部付近 のみ 8 4cln ケヽロ・ ナデ、網代痕

第96図 出 土 遺 物



第 2章 調査結果

第 17節 山口遺跡第 7次調査

1.調査方法

調査区の設定面積は約7.3× 4.6m(33m2)で ぁる。調査は、盛土及び直下の 1層 (旧水田耕

作土)下部までを重機で除去し、以下は人力により行った。尚、調査区内には土層観察及び排

水用の側濤を設けた。 6層上面までは、調査区全面の精査を実施し、 6層以下は、約2.6× 3.3

mの試掘区を設けて掘 り下げた。遺構の測量は、杭A・ Bを基準 として実施 した。尚、基準杭

の平面直角座標系Xにおける座標値を計測 モン、遺跡内の正確な位置を把握 している (杭 A:

X=-197.98361km、  Y三 十3.26817km ttB:X=-197.98361km、  Y三 十3.27117km)。

I I  I

2.基本層序      .

今回の調査では盛上下に大別12層、細別では15層

が確認された。これら各層は、隣接第 5次調査 と同

様であるので各層の状況はこれを参照されたい (本

文 p.103)。 尚、調査区内は 4層上面まで新しい時期

の攪乱が入っており、 4層以上の状況は調査区東壁

の観察による。第98図 は第 5次調査区東壁中央部

(第87図▼ B)と 当調査区東壁南端の上層柱状図で

ある。両地点は直線距離で23mである。両地点の各
山口進跡7次調査

本 層 序

穂
十
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
査調

川
刈
川
氷
十
１
　
　
輌

臨
　

　

　

　

　

　

　

層

８５

　

　

　

　

　

　

　

　

６

御
一　

　

　

　

一

‐ ９

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‐

デ〓

第97図 調査区位置図・設定図

山口追跡 5次調査

第98図 基



第17節 山口追跡第 7次調査

層の標高を,ヒ較すると、至近距離にも拘わらず、当調査区の方が高 く、 6層 (砂層)が厚 く堆

積しているせいか、6層以上はその差が顕著で、20～40cmの標高差 となっている。遺物出土層

は 6層のみである。

3.検出遺構 と出土遺物

4層上面で畦畔は確認できなかったが、第 5次調査区の4a層水田跡耕作上のひろがりと水路

の延長が認められた。また、遺構としては認定し得なかったが、 5層上面で土層の変化が認め

られた。

0         2m
ト

ー

ー

0            1m

第99図  4a層水田跡平面 。SDl断面図

(1)4層上面

4a層水田跡・SD l(第99図 )

上面が攪乱により削平されていたため、

水路の下半が検出されたのみである。水路

の北側は非耕作域となっている。尚、遺構

の計測値は全て調査区壁面観察による。水

路はほぼ東西方向をとる。推定上幅約1.3

m、 深さ約15cmで、断面は開いた「U」 字

状を呈する。底面は凹凸が著 しい。堆積土

は、上層 3層の単層である。耕作土は、粘

土層の4b層 を攪拌 し、耕作土 -4a層 一

としている。耕作土は al層で、下面には分

解の進んでいないa2は認められない。耕作

上の厚 さは10cm前 後 で あ

る。下面は凹凸が顕著で、鉄

分の集積層は認められない。

水田面の標 高 は12m前後

で、傾斜は不明である。出土

遺物はない。

修)5層 上面

5層は下層 6層 (砂層)を

巻き上げ、砂粒を多量に含む

層である。しかし、調査区北狽1の4a層水田跡非耕作域と同一範囲は、砂粒をほとんど含まず、

層の状況が異なった。



(3)その他の出土遺物

6層中より上器片が 2点出上した。 1点 は外面が斜位 LR縄文の地文

のみのもので (第 100図 1)、 他の 1点は細片で遺存状態が悪 く文様の有

無は不明である。所属年代については不明である。

第 2章 調査結果

鯵〆
1

―

Cm

聴 図版番号 遺橋・層位 垣盪       ZJ 特 徴

1 写 真 67 6 層 縄 文 土 器 か弥 生 土 器 斜位 LR縄 文

第100図 出土遺物

4。 ま と め

検出遺構は 4層で水田跡が検出されたのみである。当水田跡の水路 (SDl)は 、規模・方向性

の点より第 5次調査検出水路 (SD2)と 同一のものである。第 5次調査ではこの水路の北側の

状況は調査区外のため不明であつたが、当調査区では非耕作域 となっている。また、水田跡の

可能性のある層としては、基本層の 2・ 5層が上げられる。この内、 5層は第 5次調査区と同

様に、面的な層の変化が確認された。これらの所属年代であるが、第 5次調査同様時期決定資

料がなく、周辺調査区との層位の対応も不可能で、年代は不明である。

o           5m

―

第101図 山口遺跡 5・ 7次 4a層水田跡平面図
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第18節 山口遺跡第 8次調査

1.調査方法

調査区の設定面積は約 6× 6m(35m2)でぁる。調査は、盛土及び直下の 1層 (旧水田耕作

土)下部までを重機で除去し、以下は人力により行った。尚、調査区内には土層観察及び排水

用の側濤を設けた。10層上面までは、調査区全面の精査を実施し、10層以下は、約 3× 3mの

試掘区を設けて掘り下げた (11層以下は約3× 1.5m、  12層以下は約1.5× 1.5m)。 遺構の測量

は、杭A・ Bを基準として実施した。尚、基準杭の平面直角座標系Xに おける座標値 を計測し、

遺跡内の正確な位置を把握 している (杭 A:X=-198.o2952km、 Y=+3.41342km杭

BIX=-198.02971km、  Y三 十3.41792km)。

2.基本層序

今回の調査では、盛土下に大別12層、細別では14層が確認された。各層の上質は 1～ 4層が

シル ト質、 5～ 9層の間が粘土質、以下はシル ト質のものを主とする。3b層 は砂質の度合いが

強い。グライ化は、10層以下から漸次進む。現代のものを除く水田土壌は 4・ 5層である。ま

た、 2・ 3a層 も水田土壌の可能性がある。 4・ 5層からは、灰白色火山灰が検出されている。

4層中のものは、本来 5層中に入っていたものが、後の 4層の攪乱により層中に巻 き上げられ

たものである。遺物出土層はない。全体的な層の傾きは、南東側へ緩やかに下がる。

1～ 12層 上面

調査   1-11層 上

調 査

1～ 12層

調査

1～ 10層 上 面 調査

一　一｛一一】一一一一

Ｌ

‐

第102図 調査区位置図・設定図
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120m一 盛 り 土

110m_

第103図 基 本 層 序

層 序 土 色 土   質 層  厚 混 入 物 備 考

la 暗緑灰色   7 5G Y% ル ト質粘土 15cn以 上 水田耕作土 (現代 )

lb 灰オ リーブ色  5Y% シル ト 8 cm前後 鉄分 水田耕作土 (現代)と 層の鋤床層 ?

2 暗オリーブ灰色 5GY% 粘 土 2 cm～ 5 cm 鉄分多量 水田耕作土 ?・ 上面鉄分集積層 下面起伏

3a 黄褐色     25Y% 砂質シル ト 5 cm～20cn マ ンガン粒多量・凝灰岩粒 水田耕作土 ?・ 下面起伏

灰 オリーブ色  5Y% 砂質シル ト 5 cn～ 30釦 植物遺体・粗秒 と粘土 を挟み込む 自然堆積層 部分的分布

暗灰黄色   25Y% シ ル 質粘土 5 cm～ 20cm マンガン粒 灰自色火山灰ブロウク 水田耕作上 下面起伏

5 黒褐色    25Y% 粘 上 2 cm～ 20cm マンガン粒・鉄分・灰白色火山灰ブ

ロック

水田耕作上 部分的分布

6 黒 色    10Y R:%
黒 色   10Y R%

土

土

粘

粘

2 cm～ 8 cm 凝灰岩粒少量 互層 自然堆積層・不連続で部分的分布

尿 色   5Y% 粘 土 5 cm～ 10cm 自然堆積層

8 色

色

色

黒

灰

黒

5Y%
5Y%
25Y%

土

土

土

粘

粘

粘

5 cn～ 10ct 互層 '自 然堆積層

9 黒褐色    7 5YR光 泥炭質粘土 10cm前 後 植物遺体多量 自然堆積層

10 オリーブ灰色 25G Y% 砂質シル ト 12cm～ 25cm 植物遺体多量 自然堆積層

11 緑灰色    75GY% 砂質シル ト 18釦 ～22cm 小礫・植物遺体 自然堆積層

明緑灰色   5G% ル ト質粘上 30cln以上 小礫・植物追体 自然堆積層

3.検 出遺構 と出土遺物

(1)4層上面

4層水田跡 (第 104図 )

<遺構状況> 真北方向をとる畦畔が 1条検出されたのみである。畦畔は調査区の東側に位置

し、北側は攪乱によって不明である。畦畔は耕作土と同一土壌を盛 り上げ作られている。下端

幅は約1.3m前後で、耕作土上面からの高さは7 cm前後である。上面をやや下げた段階で杭列

が検出されている。この連続のものは北側攪乱部分でも検出されており、杭数は合計 8本であ

る (杭 1～ 8)。 杭 3～ 5・ 8は上端の東側に打たれており、杭 1・ 2も 同位置に打たれたもの

と考えられる。これらは0.5～ lmでほぼ等間隔で並んでいる。ただし、杭 6・ 7は杭 4・ 5の



第18節 山口遺跡第 8次調査

反対側に位置し間隔も狭い。杭材は分害↓材が使用されている。耕作上の厚さは10～15cmであ

る。下面は凹凸が顕著で、鉄分の集積層は認められない。畦畔の東側に接した耕作土上面は大

きく窪んでおり、畦畔もこれによって一部削られている。窪の底面は凹凸が激しく、深い部分

では耕作土上面から約30cm下がる。堆積上には、上層3b層 の粗砂が多量に堆積していた。水田

面の標高は10.85～ 11,10mの 間で、南東方向の下り傾斜を示す。

<出土遺物> 赤焼土器・須恵器等の上器片が 7点出土したが、図化が可能なものはない。

H3mコ A

0            1m

第104図  4層水田跡平面・断面図

手

ｉｌ

配 挿 凹番号 凹版誉 号 種  別 材  質 素材形】天 長  さ カロエ 菱 血加 工

l 4層 水田跡 杭 針 分割材 55 0cln 6 0cln !ヨ故 な   し

2 第105図 1 写真68-1 4層 水田跡 杭 針・柾 目 板状 の分割材 48 0cm 8 0cm 複数方向 な   し

3 第105図 2 写興68-2 4層 水田跡 杭 針 分割材 63 5cln 7 8cm 複数方向 な   し

4 4層 水田跡 tの 分割材 73 5cm 5 7α m 複数方向 な   し

5 4層 水田跡 針 22 5cnl 3 6cm 複数方向 な   し

6 4層 水 田赫 杭 材 9 3cm 3 2cm 不  明 な   し

7 4層 水田跡 杭 2分割材 21 5cm 2 9cm 2

8 4層 水田跡 杭 針・柾 目 板状 の分割 材 16 5cm 4 0cm 複数方向 な   し
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と __「 _空
狩

m

断面図

12)5層上面

5層水田跡 (第 106図 )

5層上面で畦畔は検出されなかった。しかし、 6層上面で擬似畦畔B(斎野 :1987)が検出

された。 6層が明確な自然堆積層であることより、 5層が水田跡であったことが予測できる。

擬似畦畔はN-72° 一E方向で、幅は60cm前後である。耕作土は、上部が 4層水田跡によって

削平されているが、残存厚平均は10cm前後である。下面は凹凸が顕著で、鉄分の集積層は認め

られない。水田面の標高は10.90m前後で、4層水田跡同様、南東方向の下 り傾斜を示すものと

思われる。出土遺物はない。

4.遺構の所属年代 とまとめ

1.検出遺構 としては、 4・ 5層水田跡がある。また、水田跡の可能性のある層 としては、基

本層 2・ 3a層が上げられる。これらの所属年代であるが、時期決定資料を欠 くが、隣接 2次調

査区 (田中 :1984)と の層位の対応より (4層 =2次 3層、5層 =2次 4A層 )、 年代は以下の

とおりである。 5層水田跡― 平安時代 4層水田跡― 中世 3a・ 2層 ― 中世以降

2. 4層水田跡耕作土上面の窪は、堆積上の状況より水の影響によるものとも考えられる。こ

れの西側に接する畦畔上には、抗の集中箇所 (杭 4～ 7)が見られる。これらよりこの畦畔上

に水口等の水利施設が取 り付いた可能性 もある。

3. 2次調査7b層は、弥生時代天王山式期の水田跡の可能性が指摘された。しかし、当調査区

では、 6層下に水田耕作上の可能性のある層は、認められなかった。
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第 3章 プラン ト・オパール分析

古環境研 究所

1.試料

富沢・山口・泉崎浦遺跡における埋蔵水田跡の探査を目的として、プラント・オパール分析

を行った。試料は、遺跡の調査担当者によつて容量50cm3の採土管を用いて採取され、当研究所

に送られてきたものである。

2.分析法

プラント・オパールの抽出と定量は、「プラント・オパール定量分析法 (藤原、1976)」 をも

とに、次の手順で行った。

(1)試料土の絶乾 (105° C・ 24時間)、 仮,ヒ重測定

(2)試料土約 lgを秤量、ガラスビーズ添加 (直径約40μ m、 約0.02g)

※電子分析天秤により1万分の lgの精度で秤量

0 電気炉灰化法による脱有機物処理

は)超音波による分散 (150W・ 26KHz・ 15分間)

(5)沈底法による微粒子 (20μ m以下)除去、乾燥

(6)封入剤 (オ イキット)中に分散、プレパラー ト作成

(り 検鏡 。計数

同定は、機動細胞珪酸体に由来するプラント・オパール (以下、プラント・オパール と略す)

をおもな対象とし、400倍の偏光顕微鏡下で行った。計数は、ガラスビーズ個数が300以上にな

るまで行った。これはほぼプレパラー ト1枚分の精査に相当する。試料 lgあ た りのガラス

ビーズ個数に、計数されたプラント・オパールとガラスビーズ個数の比率をかけて、試料 lg中

のプラント・オパール個数を求めた。また、この値に試料の仮比重と換算係数 (機動細胞珪酸

体 1個 あたりの種実重、単位 :10~5g)をかけて、単位面積で層厚 l cmあ たりの稲撫生産量を

算出した。イネ (赤米)の換算係数は1.03である。

3.結果および考察

イネのプラント・オパールの検出状況を第 107・ 108図 に示す。この結果をもとに検討を行い、

稲作の可能性を4段階に区分して第 4表に示した。このうち、◎印はイネのプラント・オパー
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ル密度が10、 000個 /g以上 と極めて高い値であることから、稲作の可能性が特に高いと判断され

るところ、○印およそ5,000～ 10,000個/gと 高い値であることから、稲作の可能性が高いと判断

されるところ、△印およそ1,000～ 5,000イ固/gと
'ヒ

較的低い値であることから、稲作の可能性は

あるものの、上層などからの混入の危険性 も考えられるところ、▲印は1、 000個/g未満 と微量

であることから、稲作の可能性は考えにくいところである。以下に、各遺跡ごとに検討結果を

述べる。

(1)富沢遺跡第36次調査では、畦畔が検出された 7層 をはじめ、5a層、 6層、 8層、および11

層で稲作が行われた可能性が高いと判断された。また、5b層および 9層 でも稲作の可能性があ

ると判断された。

(2)富沢遺跡第37次調査では、畦畔が検出された4a層をはじめ、1層、2a層、3層で稲作が行

われた可能性が高いと判断された。

(3)富沢遺跡第40次調査では、水田耕作上が検出された21層 で稲作が行われた可能性があると

判断された。

は)富沢遺跡第41次調査では、稲作の可能性がある土層は認められなかった。

(働 富沢遺跡第42次調査では、7層 および8a層で稲作が行われた可能性があると判断された。

0 富沢遺跡第44次調査では、 6層、 7層および13層で稲作の可能性があると判断された。

(7)富沢遺跡第46次調査では、畦畔が検出された1la層 で稲作が行われた可能性が高いと判断

された。また、畦畔が検出された10d層 でも稲作の可能性があると判断された。

(8)富沢遺跡第48次調査では、擬似畦畔が検出された11層、およびlo層で稲作が行われた可能

性が高いと判断された。

(9)泉崎浦遺跡第 4次調査では、 5層で稲作が行われた可能性が高いと判断された。また、 6

層および10a層 でも稲作の可能性があると判断された。

10 山口遺跡第 5次調査では、畦畔が検出された 4al層で稲作が行われた可能性が高いと判断

された。

Qつ 山口遺跡第 6次調査では、 1層、 2層、 3層、 4層で稲作が行われた可能性が高いと判断

された。また、畦畔が検出された 6層では稲作の可能性があると判瞬された。

住D 山口遺跡第 8次調査では、擬似畦畔が検出された 5層で稲作が行われた可能性が高い と判

断された。また、畦畔が検出された 4層、および 6層では稲作の可能性があると判断された。

つぎに、稲作の可能性が認められた各層について、そこで生産された稲柳の総量 (単位 it/

10a)を算出した。また、当時の稲粗の年間生産量を面積10aあ たり100kgと し、稲わら洵ゞすべ

て水田内に還元されたと仮定して、各層で稲作が営まれた期間を推定した。これらの結果 をま

とめて第 5表に示す。
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第 4表 富沢・ 山口・泉崎浦遺跡の各層位における稲作の可含旨性

※イネのプラント・オパールが検出された層位のみ表示

<記号説明>

◎…稲作の可能性特に高い

△…稲作の可能性有 り

A…畦畔検出

○…稲作の可能性高い

▲…稲作の可能性考えにくい

B…擬似畦畔検出

C…水田耕作上のみ検出 (隣接調査区で畦畔検出)

遺跡名  層位 判定 備考 (発掘結果 ) 層位 判定 備考 (発掘結果 )

富沢36次

富沢37次

富沢40次

富沢41次

富沢42次

5a o

5b △

6      0

7      ()

8      ()

9   △

10a  ▲

10d  ▲

11    (D

12     A

l      ()

2a o

3      《)

4a o

5      A

15     A

18     A

19     A

21     A

3      A

7      ∠＼

8a △

A、

中世 ?以降

中世 ?以降

中世 ?以降

中世 ?

平安～中世 ?

平安～中世 ?

平安以前

平安以前

平安以前

平安以前

現代

近世

中世～近世

中世

平安以前

弥生

弥生

弥生

富沢44次

富沢46次

富沢48次

泉崎浦 4次

山口 5次

山口 6次

6

7

11

13

10d

ll a

10

11

5

6

10a

4al

5

1

2

3

4

5

6

8

4

5

6

△   平安

△   平安以前

▲   平安以前

△   平安以前

△  A、 弥生

O A、 弥生

◎   弥生～平安

O B、 弥生

○   平安以前

△   平安以前

△   平安以前

O A、 不明

▲   不明

◎   現代

◎   古墳後期以降

◎   古墳後期以降

◎   古墳後期以降

▲   古墳後期以降

△  A、 古墳後期

▲   古墳後期以前

△  A、 中世

O B、 平安

△   平安以前

A、

C、 弥生

不明

平安以前

平安以前

山口 8次



第 5表 稲作の可能性が認められた各層における稲概生産総量および稲作期間の推定値

遺跡名 層位
生産量
(t/10a)

期間
(年間 )

遺跡名 層位
生産量   期間
(t/10a) (年 間)

富沢36次   5a

5b

6

7

8

9

ll

富沢37次   1

2a

3

4a

富沢40次  21

富沢42次   7

8a

富沢44次   6

7

13

7.8

1,1

8.5

2.7

1.8

1.1

3.4

25.5

8.5

7.8

7.4

0.3

2.5

0.9

2.4

51

6.6

78

11

85

27

18

11

34

255

85

78

74

3

25

9

24

51

66

10

11

10

11

5

6

10

4a

l

2

3

4

6

4

5

6

6

24

28

15

23

20

17

36

486

256

268

440

18

38

35

15

富沢46次

富沢48次

泉崎浦 4次

山口 5次

山口 6次

山口 8次

0.6

2.4

28

1.5

2.3

2.0

1,7

36

48.6

25.6

26.8

44.0

18

3.8

3.5

15
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第 3章 プラントオパール分析

富沢追跡

36次

0

富沢遺跡

4 1次

0

夏対国/g

1    2

万個/8

1         2

富沢遺跡

37次

0

富沢遺跡

42次
0

万イ回/8

1      2

万個/g
1   2

富沢追跡

40次

0

アテイE1/g

1         2

富沢追跡

4 4次        万個/8

0        1         2

ド

第107図  イネのプラン ト・ オパールの検出状況 (1)

(注)<印は50cmの スケール, ●印は試料採取箇所



富沢追跡

46次 北 壁   万個/g

0         1         2

山口遺跡

5次 万イ固/g

0

富沢遺 lII

48次

0

万r固/8

1    2

泉崎浦遺跡

4次

0

ア蒲回/8

1        2

神

第108図 イネのプラント・ オパールの検出状況 (2)



第 4章  まとめ

第 4章 ま と

本書に掲載 したのは富沢遺跡13地点 (第36～48次調査)、 泉崎浦遺跡 1地点 (第 4次調査)、

山口遺跡 4地点 (第 5～ 8次調査)の計18地点で、この結果全地点において水田跡を中心とす

る遺構が検出された。検出された水田跡は水田跡の可能性がある層を含めるとのべ83面 を数え

るが、明確な形で検出されたのは18面である。そのうち時期がある程度限定できたのが、弥生

時代 7面 (3期 )、 古墳時代 1面、平安時代 3面 (1～ 3期 )、 平安時代～中世 1面、中世 3面

(1～ 3期)である。

調査次数の増加に伴って近接する地点の調査例 も多くなり、それによって各時期の水田の様

相もある程度明らかになってきた。ここでは遺跡内における遺構の広がりが把握でき、第 2章

であまり触れることが出来なかった遺構を中心に、時期別に述べることとする。

1.縄文時代

(1)富沢遺跡の中央からやや東側に位置する第28次調査区では、縄文時代早期後葉の生活面

(第34層)が検出されているが (佐藤 :1988)、 第38・ 46次調査区では、この層は認められたも

のの層厚が薄 く不安定な層で遺物も出上しなかった。このことから、第28次調査で認められた

生活面はごく狭い範囲に限られることが推定される。

鬱)富沢遺跡第38次調査では、これまで遺物の出土例が皆無であった泥炭質粘土層から縄文

土器が出土した。遺構 も検出されない特異な出土状況であり、今後の調査の課題 となろう。

2.弥生時代

富沢遺跡の中央からやや東側の地域 (第 5。 7・ 13・ 16。 17・ 28・ 29次調査区)では、これ

まで弥生時代桝形囲式期から十二塚式期にかけて 5期 (第28次調査9a。 lob・ 10d。 1la・ 1lc層 )

にわたる水田の変遷が確認されていた (佐藤 :1988)。 今回の第38・ 46次調査区はこの南から南

西側に位置し、9a。 10d・ Ha層の各水田跡の広がりが確認された。

(1)1la層水田跡 (桝形囲式期)は第46次調査区で大畦畔が検出され、その南西側が非耕作

域 となっていた。畦畔の方向は第28次調査区で検出されたものとほぼ同じである。西側に位置

する第29次調査区が非耕作域であることは以前に確認されていたが、今回さらに西側の第38次

調査区も同様に非耕作域であることが明らかになったことから、この時期の水田域は第46次調

査区の北東側にのみ広がることが再確認されたことになる。 (第 109図 )

修)10d水田跡 (桝形囲式期以降、十三塚式期以前)は第38次調査区では、以前は非耕作域で
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o                             30m
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第38次調査

第109図 宮沢遺跡第28・ 29。 38・ 46次調査区1l a層水田跡
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第110図  宮沢遺跡第28,29・ 38・ 46次調査区10d層水田跡

非耕作域



あったところに大畦畔が造られ、第46次調査区では1la層の大畦畔を踏襲、または新たに大畦畔

と小畦畔が設けられている。水田域や大畦畔の1la層からの変遷、区画方法は第28次調査結果と

ほぼ同じである。また、水田域が1la層の段階よりも大幅に拡大することも第28・ 29次調査結果

をうらづけることとなった。

は)9a層水田跡 (十三塚式期)の耕作域は、第46次調査区南東コーナーで認められたのみ

で、第38次調査区では全域が非耕作域 となっていた。1la・ 10d層の大畦畔が踏襲されないこと

は以前の調査結果と同様であるが、耕作域は必ずしも周辺全域に及ばず、第28次調査区で認め

られたような非耕作域が他の地点にも存在することが確認された。

3.古墳時代

山口遺跡第 6次調査では栗囲式の上器を伴う水田跡が検出された。この時期の水田跡は第24

次調査 (工藤 :1988)。 第30次調査 (太田他 :1988)で確認されているが、遺跡内の検出数が少

ないため水田域の広がりなどはまだ不明な点が多い。

泉崎浦遺跡では、以前の調査 (吉岡 :1983、 主浜 :1988)に よって住居跡や遺物包含層が検

出されているが、今回の第 5次調査では確認できなかった。

4.平安時代

(1)富沢遺跡北西部の第47次調査区では、ほぼ真北方向の大畦畔が検出された。時期は灰白

色火山灰 (白鳥 :1980)降下以降と推定される。灰白色火山灰降下前後の時期 (10世紀前半頃)

の水田跡については条里型土地割との関連が考えられているが (平間 :1988)、 その坪境の大畦

畔は灰白色火山灰降下以降も踏襲される場合が多い。したがって、第47次調査で検出された大

畦畔も灰白色火山灰降下前後の時期には既に存在していた可含Z陛が高 く、条里型土地割におけ

る坪境の畦畔に相当するものであることが考えられる。

(動 富沢遺跡北西部ではこれまで調査例が少なく、北西の丘陵からこの付近に張 り出す微高

地上の状況は不明であった。今回の富沢遺跡第36・ 42・ 45・ 48次調査、及び泉崎浦遺跡第 4次

調査は微高地上やその周辺の調査であったが、宮沢遺跡第42次調査を除いて水田耕作土は認め

られず、平安時代の面は砂層となっていた。これまでの周辺部の調査 (富沢遺跡第 2次 (吉岡 :

1983)、 第 6次 (佐藤 :1983)、 第19。 20・ 21次 (渡辺 :1986))に よって、微高地の縁辺まで水

田域が及ぶことは判明していたが、今回の調査結果によれば、微高地上は水田としては利用さ

れず、比較的広範囲に非耕作域が広がっていた可能性が高い。一方、集落については、古墳時

代の住居跡が確認されるので (吉岡 :1983)平安時代の住居の存在も予想されるが、まだ未検

出である。山口遺跡の自然堤防上ではこの時期の集落が確認されているが (田 中他 :1976)、 こ
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の付近のように土砂の供給が激しい場所における土地利用の状況についてはまだ不明確な点 も

多 く、今後の調査の課題 となろう。

5。 中  世

富沢遺跡東端の第40次調査では、建物跡は検出されなかったものの、居館跡に係わる濤跡が

検出された。第15次調査では 2時期の変遷 としてとらえていたが、今回の調査によって 3時期

にわたることが層位的に確認された。

6.近世以降

近世以降の水田跡については、時期が確定できる遺構がなかった。

富沢遺跡第36次調査

遺構 層位 縄文土器 弥生土器 土師器 赤焼土器
そ の 他

素焼土器
須恵器

器

器

陶

磁
瓦 土製品

器

品製

石

石

属

品

金

製 抗 木製品 樹木 種 子 その他

2  層

3  層 2

7層 水 田 跡 1 1

9  眉 1

FI 1 1

宮沢遺跡第37次調査

遺構 層位 縄文土器 弥生土器 土師器 赤焼上器
そ の 他

素焼土器
須恵器

器

器

陶

磁
瓦 土製品

器

品製

石

石
金属

製品
机 木製品 樹 本 種 子 その他

2a層 2 〕 2

2b層 1 1 1

2c層 2

4a層 水田跡 1 2 1 〕 ] 8 2

4b層

5a層 1 1 1

6  層 1 31

計 4 2 1 6 3 〕 1 2 1 8 1 34

富沢追跡第38次調査

遼構  層位 縄文上器 弥生土器 土師器 赤焼土器
他

器の
魁

そ

素 須恵器
器

器

陶

磁
瓦 土製品

器

品製

石

石

属

品

金

製 杭 木製品 樹 本 種 子 その他

2  層 3 3

3  層

10d層 水田跡 48 15

19c層 1 1

SDl ユ 1

計 3 2 1 16

第 6表 富沢遺跡第36～38次調査出土遺物集計表



宮沢追跡第39次調査

遺構 層位 縄文土器 弥生土器 土師器 赤焼土器
そ の 他

素焼土器
須恵器

器

器

陶

陸
瓦 土製品

器

品製

石

石

属

品

金

製
杭 本製品 樹 木 種子 その他

1  摺 10

2  層 1 ユ 2 1 2 9

3a暦 水田跡 ユ 1 3 3 1 14 1

3b層 4

4a層 水田跡 3 2 1

4b層 1

2層 1

投  舌し 2 1 1

計 3 3 6 13 7 2 3 2

富沢追跡第40次調査

遊構 層位 縄文土器 弥生土器 土師器 赤焼土器
そ の 他

素焼土器
須志器

器

器

陶

磁
瓦 土製品

器

品製

石

石
金属

製品
杭 木製品 樹 木 種子 その他

4  層 4 1 l] 3 1

5  層 1

6  層 5 1 1

7  層

9  層

18  層 1 2 2 2 1

SDl覆 上 1 l 2 2 1

SDl底 面 2 1

1 2

2

計 1 17 2 17 4 3 ユ 3 2 2 2

宮沢追跡第41次調査

造構 層位 縄文土器 弥生土器 土師器 赤焼土器
他

器の
姓

そ

素 須恵器
器

器

陶

磁
瓦 土製品

器

品製

石

石

属

品

金

製
税 本製品 樹 木 種子 その他

2  層 1

SDl底 面

計 1 1

宮沢遺跡第42次調査

遺構・層位 縄文土器 弥生土器 土師器 赤焼土器
そ の 他

索焼土器
須恵器

器

路

陶

磁
瓦 土製品

器

品製

石

石

金属

製品
杭 木製品 樹 木 種子 その他

1  層 3

3b層 1 1 1

4層 水 田 II 1

8b層

計 1 2 3 1 1

第 7表 富沢遺跡第39～42次調査出土遺物集計表
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富沢遺跡第43次調査

迫構 壻位 縄支土器 弥生土器 土衛T器 赤焼土器
そ の 他

素焼土器
須 忠 器

陶

磁
瓦 土製品

石 拷ト

石製品

金脳

査赳占∴
杭 木製品 樹 木 種 子 その他

20a層

20b虜

21  層

22  層 9

25  層 3

SD2 9

Fl
10

富沢遺跡第44次調査

道構 悟位 純文土器 弥生土器 」i師 器 赤焼土器
そ の 他

素焼土器
須恵器

器

器

陶

陸
瓦 土製品

器

品製

石

石

金属

製品
枕 木製品 樹 木 種 子 その他

2  層 1 2

3  層 1 2 1 2

4  1el 2 6

5  層 3

麗  乱 3

3

富沢遺跡第46次調査

辿構 層位 縄文土イや 弥生土 rl 土白,器 赤焼土器
他

器の
魅

そ

素
須忠器

陶

醒
夏 土製舌ト

石 器

石製歯1,

属

品

金

製
枕 木製古!I 樹 本 種子 その他

1  ぽ 2 11 1 3

3  層 2 2 〕

4  層 1 1 ユ

9a層 水LI跡 3

10a屑 7

10c層 1

Ha層 水 世f】小

言| 2 13 3 2 3 8 3 3

富沢遺跡第47次調査

道l14 解位 fttl文上イ†弥生土器 上E ll器 赤焼土器
そ の 他

素焼土器
須思器

器

器

陶

磁
瓦 土製台,1

器

品製

石

石

属

品

金

製 枕 木製品 樹 木 種 子 その他

2  解 1

3  層 2

4層 水 H跡 11 6 1

5  屑 3 5 1

7  層

8  嬉 3

| 6 3 3 ″

第 8表 宮沢遺跡第43～ 47次調査出土遺物集計表



富沢遺跡第48次調査

避柑 唇位 FIE支 土Ff 弥生土器 土帥器 赤焼土器
そ の 他

素焼土器
須忠器

器

器

陶

磁
瓦 土製品

器

品製

石

石

属

品

金

製 机 本製品 樹 木 極 r その他

2  層 1

3  層 1

4  層

H層 水 田 跡 2

2 2 1

泉崎浦遣跡第 4次調査

遵構 ぽ位 縄支土器 弥生土器 土師器 素焼土器
他

器の
魁

そ

素 須忠 FI
器

器

陶

磁
虹 土製品

器

品製

石

石

屈

品

金

製 枕 本製品 樹 本 種 子 その他

1  層

5  層
1

11  層 〕

S D 2 1 3

計 1 5 2 1

山口遺跡第 5次調査

通構 層位 縄文土器 or弥生土器 土師器 赤焼土器
他

器の
魁

そ

素 獲恵器
器

器

陶

薩
瓦 土製品

石 器

石製品

属

品

金

製
杭 本製品 樹 木 種 イ その他

4a層 水日肋 2

11  層 3

2 3

山口遺跡第 6次調査

遺跡 層位 縄文土器 弥生土器 土師器 赤焼上器
そ の 他

素焼土器
須恵器

器

器

陶

磁
瓦 土製品

器

品製

石

石
金属

製品
机 木製品 樹 木 種子 その他

1  層 2 2 1

2  層 19

3  層 6 13 , 2

5眉 下部 1

計 15 3 2 1

山口遺跡第 7次調査

遺構 層位 縄文土器 or弥生土器 土師器 赤焼土器
他

器の
魁

そ

素 須恵器
器

器

陶

磁
l■ 土製品

石 器

石製品

金属

製品
枕 本製品 樹 木 種子 その他

6  層 2

計 2

第 9表 宮沢遺跡第48次・泉崎浦遺跡第 5次・山口遺跡第 5～ 7次調査出土遺物集計表

山口遺跡第3次調査

遇構 層位 縄文土器 弥生土器 上師器 赤焼土器
他

器の
魁

そ

素 須恵器
器

器

陶

磁
瓦 土製品

器

島製

石

石

属

品

金

製 杭 木製品 樹 木 種 子 その他

4層 水 円 lTI 3 3 1

計 3 3 1

第10表 山口遺跡第 8次調査出土遺物集計表
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宮沢遺跡第36次調査
写真 1

7層水田跡 (西より)

写真 2

7層水田跡

畦畔断面 (東壁 )

宮沢遺跡第37次調査
写真 3

4a層水田跡 (畦畔 1・ 2)

(南より)
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写真 4

4a層水田跡

(畦畔 3・ SDl)
(北 より)

写真 5

4a層水田跡 (畦畔 4)

(南 より)

宮沢遺跡第38次調査
写真 6

10d層水田跡

(東より)

tF!―
=

輯
一中



騨
一

一＝・４一一一

一車

・・一
一
一一

・一一
一ぃ

七

一一≡一一

・，一
・い
　

ヽ

一釜
．

写真 7

大畦畔中の木片出土状況

(西より)

写真 8

10d層水田跡大畦畔断面

(南壁)

写真 9

19c層土器出土状況
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宮沢遺跡第39次調査
写真10

3a層水田跡

(北より)

写真11

3a層出土杭 (No20)

写真12

3a目出土杭 (No1 3～ 15)
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写真13

4a層水田跡

(北 より)
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宮沢遺跡第40次調査
写真15

4層上面遺構 (SDl・ 2)

(東 より)
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写真16

5層上面遺構 (SD3～ 5)

(東 より)

写真17

6層上面遺構 (SD6～ 9)

(東 より)

宮沢遺跡第41次調査
写真18

4層上面遺橘 (SDl)
(南 より)
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宮沢遺跡第42次調査
写真19

4層水田跡

(北 より)

写真20

6a層上面遺構

(SDl・ SKl～ 7)

(北 より)

写真21

11層上面石製品出土状況



写真22

12層上面遺構 (SD3)
(西 より)

富沢遺跡第43次調査
写真23

19層 ～22層断面

写真24

22層上面樹木出土状況 (1)
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写真25

22層上面樹木出土状況 (2)

(南 より)

宮沢遺跡第44次調査
写真26

6層上面遺橋 (SKl)
(北 より)

宮沢遺跡第46次調査
写真27

10a層水田跡 (1)

(東 より)
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写真28

10d層水田跡 (21

(西 よ
'))

写真29

10d層水田跡 0
(北西より)

写真30

10d層水田跡 14)

(南東より)
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写真31

10d層水田跡

大畦畔断面 (北壁)

写真32

10d層水田跡

大畦畔断面 (西壁 )

写真33

10d層水田跡

畦畔断面 (西壁 )
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写真34

1l a層水田跡

(東 より)

写真35

1l a層水田跡

石器出土状況

宮沢遺跡第47次調査
写真36

4層水田跡

(西 より)
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写真37

4層水田跡大畦畔上の

灰白色火山灰検出状況

写真38

4層水田跡土器出土状況

写真39

8層上面遺構 (SDl)
(東 より)
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写真40

8層石器出土状況

宮沢遺跡第48次調査
写真41

8a層水田跡擬似畦畔

確認状況 (西より)

写真42

11層石器出土状況



写真43

調査区全景

(南より)

泉崎浦遺跡第 4次調査
写真44

SDl・ 2断面 (東壁)

写真45

10層上面遺構 (SD3)
(南東より)
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山口遺跡第 5次調査
写真46

4a層水田跡

畦畔 。SD2確 認状況

(東 より)

写真47

4a層水田跡

畦畔 。SD2検 出状況

(東 より)

山口遺跡第 6次調査
写真48

6層水田跡

(南 より)
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山口遺跡第 7次調査
写真49

SD2断面 (東壁)

山口遺跡第 8次調査
写真50

4層水田跡

(南 より)

写真51

5層水田跡擬似畦畔

確認状況 (東 より)



写真52 宮沢遺跡第36次調査出土遺物

写真53 富沢遺跡第37次調査出土遺物



写真54 宮沢遺跡第38次調査出土遺物
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写真55 宮沢遺跡第39次調査出土遺物 (1)
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写真56 宮沢遺跡第39次調査出土遺物 (2)
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写真58 富沢遺跡第41次調査出土遺物

写真59 宮沢遺跡第42次調査出土遺物
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写真60 富沢遺跡第46次調査出土遺物



写真61 富沢遺跡第47次調査出土遺物
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写真62 富沢遺跡第48次調査出土遺物 (1)



写真63 宮沢遺跡第48次調査出土遺物 (2)



写真64 泉崎浦遺跡第 4次調査出土遺物

写真66 山口遺跡第 6次調査出土遺物

写真68 山口遺跡第 3次調査出土遺物

写真67 山口遺跡第 7次調査出土遣物
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la カラマツ属  (MYG-94)横 断面×40 1b同 接線断面×100 lc同 放射断面×400

2aハ ンノキ節 根材(MYG-85)横 匠面×40 2b同 接線断面×100 2c同 放射断面×200

3a トネリコ属 根材(MYG-93)横 断面×40 3b同 接線断面×100 3c同 放射断面×200

写真69 宮沢遺跡第43次調査出土樹木顕微鏡写真
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